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ごあいさつ

～コロナ禍のなかで～

　日頃より当館の活動と運営について、ご理解とご支援、ご協力をいただき、
あらためてお礼申し上げます。
　さて ､ 本誌「神奈川県立生命の星・地球博物館年報」は ､ 当館の１年間の活
動記録です。2020 年度も当館の使命に基づき ､「集める」・「調べる」・「伝える」
の博物館活動と管理・運営を進め ､ その記録を本誌第 26 号としてまとめまし
たので ､ ご活用いただければ幸いです。以下にその概要をお伝えします。
　2020 年度は新型コロナウイルス感染症拡大により ､ 当館の活動と運営も少
なからず影響を受けました。
　博物館活動の「集める」（資料収集）では、博物館収蔵資料登録システム（ミュー
ズテーク）への標本登録点数が約 90 万点に達し ､ 収蔵資料データベースの公開
や ､ コレクションポリシーの明文化が実現しました。また「調べる」（調査研究）
では ､ 各学芸員が日頃の研究成果を国内外の学術論文や学会発表で公開し ､ 日
本学術振興会科学研究費をはじめとする外部研究補助金を継続的に獲得し ､「神
奈川県立博物館研究報告（自然科学）第 48 号」や「神奈川自然誌資料第 42 号」
及び「神奈川県立博物館調査研究報告（自然科学）第 16 号」を出版することが
できました。一方 ､「伝える」（展示普及）は ､ 世界中に蔓延した新型コロナウ
イルス感染症により大きな影響を受けました。国の緊急事態宣言に伴い ､2020
年 3 月から 6 月までと ､2021 年 1 月から 3 月までの２度の臨時休館により ､2020
年度の開館日数は 168 日（前年比約 64％）となり ､ 入場者数は約 13 万 2 千人

（前年比約 45％）に留まりました。臨時休館に伴い ､ 各種行事は中止 ､ 特別展や
企画展の開催も変更を余儀なくされました。再開館後についても ､ 新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止を図るため ､ 一部施設の利用中止や入場者数抑制措置 ､
消毒 ､ そして利用者へのお願いなど ､ 様々な入館者対策を施しました。一方で

「Web で楽しむ地球博」などウェブサイトのコンテンツの充実を図り ､ 各種の話
題と情報の提供を行い、トップページのアクセス数は約 48 万件となりました。
コロナ禍に振り回された 1 年ではありましたが ､ 職員それぞれが各自の職務を
確実に遂行した結果であると思っています。
　今後もご理解とご協力のほどよろしくお願いします。

2022 年 2 月
神奈川県立生命の星・地球博物館

館　長　　　平田　大二



神奈川県立生命の星・地球博物館の使命

神奈川県立生命の星・地球博物館は、地球と生命・自然と人
間がともに生きることをテーマに活動する自然史博物館とし
て、地球全体の過去から現在にわたって幅広く、また、神奈
川を中心に、自然科学に関する資料を収集・収蔵管理し、次
の世代に引き継ぐ。あわせて、これらの資料を基にした調査・
研究結果を原動力として、生涯学習や学校教育の支援ならび
に社会的貢献を行うことにより、人々の心に地球の自然に対
する愛着と感動を呼び起こすことを使命とする。

シンボルマークは、生命の根源
（DNA）を表すスパイラル（ら
せん）をイメージしています。
スパイラルとは ｢時の流れ｣ を
現すものであり、脈々として地

球の営み、生命の進化の足跡をたどるものです。また同時に、
私たちの銀河系、地球とそこに生きるものすべてが属している
宇宙のかたちをシンボル化しているものです。

ロゴタイプは、視覚的、感覚的に訴える力が強く、他との区別
をはかるために設定しました。シンボルマークとの調和を保ち、
ニュートラルで読みやすいものをめざしました。
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I　沿革
1. 沿革

1986 年	 12 月		  第二次新神奈川計画において、博物館の再編整備が決定
1988 年	 7 月		  神奈川県立自然系博物館（仮称）を小田原市入生田に建設することが決定
	 12 月		  神奈川県立博物館整備構想懇談会（座長 : 渡邊　格（慶應義塾大学名教授））か

ら提言
1989 年	 3 月		  神奈川県立自然系博物館（仮称）整備計画策定
	 4 月		  教育庁社会教育部社会教育課に博物館建設準備班を設置
1990 年	 3 月		  自然系博物館の建設事業が、小田原市との協調事業となる
	 10 月		  建築基本設計着手
1991 年	 3 月		  自然系博物館（仮称）建設用地（小田原市入生田）取得
	 4 月		  組織改正により教育庁社会教育部社会教育課が、生涯学習部生涯学習課となる
	 10 月		  第一期造成工事着手
1992 年	 4 月		  組織改正により生涯学習部博物館開設準備室となり、企画調整班、自然系整備班、

人文系整備班、展示・資料整備班の 4 班体制となる
	 10 月		  自然系博物館（仮称）建築工事着工　自然系博物館（仮称）展示工事着工
1994 年	 12 月		  自然系博物館（仮称）建築工事竣工
1995 年	 1 月	 1 日	 神奈川県立生命の星・地球博物館が機関設置され、濱田隆士館長就任。管理部に管

理課、経理課、企画情報部に企画普及課、情報資料課及び学芸部の 3 部 4 課を置く
	 3 月		  博物館法第 11 条の規定に基づく登録博物館となる
			   生命の星・地球博物館展示工事竣工
	 3 月	 8 日	 平成 6 年度第 1 回神奈川県博物館協議会（神奈川県立歴史博物館）
	 3 月	20 日	 開館記念式典実施
	 3 月	21 日	 一般公開開始
	 5 月	 7 日	 入館者 10 万人到達（41 日目）
	 9 月	24 日	 入館者 30 万人到達（158 日目）
1996 年	 4 月		  シンボルマーク製作
	 4 月	17 日	 入館者 50 万人到達（321 日目） 
1997 年	 7 月	23 日	 入館者 100 万人到達（705 日目）
1998 年	 3 月	30 日	 天皇皇后両陛下行幸啓
	 11 月	 3 日	 入館者 150 万人到達（1,090 日目）
2000 年	 3 月	31 日	 濱田隆士館長退任
	 4 月	 1 日	 青木淳一館長就任
	 8 月	 6 日	 入館者 200 万人到達（1,613 日目）
2001 年	 3 月	27 日	 神奈川県博物館協議会を廃止
2002 年	 7 月	19 日	 入館者 250 万人到達（2,206 日目）
2004 年	 5 月	25 日	 入館者 300 万人到達（2,770 日目）
2006 年	 3 月	31 日	 青木淳一館長退任
	 4 月	 1 日	 管理課と経理課が統合され、管理課、企画情報部の企画普及課、情報資料課及

び学芸部の 2 部 3 課となる
			   斎藤靖二館長就任
	 7 月	 8 日	 入館 350 万人到達 3,409 日目
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2. 2020 年度の主な出来事　

2020 年 2 月 29 日〜 11 月 8 日	 企画展「ゴンドワナ〜岩石が語る大陸の衝突と分裂〜」開催
2020 年 3 月 4 日〜 6 月 30 日	 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館
2020 年４月１日	 定期人事異動
2020 年 6 月 15 日〜 6 月 19 日	 館内燻蒸
2020 年 7 月１日	 再開館（団体をのぞく）
2020 年 7 月 18 日〜 8 月 31 日	 夏休み期間中無休開館期間
2020 年９月１日	 教育系の団体に限り団体見学の再開・催し物の再開
2021 年 1 月 12 日〜 3 月 21 日	 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館
2021 年 3 月 22 日〜	 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館を継続（ただし事

前に予約をされた方に限り入館可能）

2008 年	 8 月	12 日	 入館者 400 万人到達（4,062 日目） 
2010 年	 10 月	21 日	 入館者 450 万人到達（4,863 日目） 
2012 年	 8 月	 3 日	 入館者 500 万人到達（5,183 日目） 
2013 年	 10 月	 8 日	 天皇陛下行幸 
2014 年	 1 月	13 日	 入館者 550 万人到達（5,716 日目）
　	 3 月	31 日	 斎藤靖二館長退任 
　	 4 月	 1 日	 平田大二館長就任  斎藤靖二名誉館長就任
2015 年	 8 月	29 日	 入館者 600 万人到達（6,190 日目）
2017 年	 5 月	 3 日	 入館者 650 万人到達（6,667 日目）
2018 年	 10 月	26 日	 入館者 700 万人到達（7,104 日目）
2020 年	 3 月	 4 日	 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館
2020 年	 7 月	 １日	 再開館
2020 年	 11 月	 5 日	 入館者 750 万人到達（7,594 日目）
2021 年	 1 月	12 日	 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館
2021 年	 3 月	22 日	 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館を継続
			   （ただし事前に予約をされた方に限り入館可能）
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II　機能
1. 運営管理機能

1.1. 事業体系



1.2. 組織

1.2.1. 組織および分掌

1.2.2. 職員構成
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1.3. 職員名簿
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1.4. 利用者

　2020 年度の博物館利用者数について、利用内容ごとに延べ人数を集計した。学芸員によるレファレ
ンス対応人数の詳細は 35 ページ、それ以外の利用者状況詳細は 90 ～ 91 ページ、開館以来の入館者数
統計は 91 ページを参照のこと。

博物館利用者　136,451 人
　2020 年度の博物館総利用者数。「入館者」＋「講座・観察会・講演会・研修等参加者」＋「学芸
員への質問・相談者」の合計。

入館者　131,986 人（785 人／開館日）
　エントランスに設置したカウンターにより集計。

常設展入場者　109,592 人（652 人／開館日）
　券売機による発券数に基づき集計。招待券については無料券と引き替えて算入。

ライブラリー利用者　50,140 人
　ライブラリー出入口に設置したカウンターにより集計。書籍閲覧、学習指導員による学習支援、
レファレンスなど。

講座・観察会・講演会・研修等参加者　1,041 人
　講座・観察会、講演会、研修（館内で実施のもの）、サロン・ド・小田原、よろずスタジオ・共催
よろずスタジオ、学芸ボランティア・ライブラリーボランティア・展示解説ボランティア、大学生
の博物館実務実習の参加者数。

 
特別展・企画展等入場者　53,707 人

　「特別展」と「企画展」を主とした特別展示室入場者数。特別展示室の出入口に設置したカウンター
により集計。

学芸員への質問・相談者　3,424 人
　学芸員によるレファレンス対応人数。来館、電話、ファックス、手紙、電子メール、出前などを
通じた延べ対応人数で、マスコミ取材、企業や自治体からの質問、相談等を含む。  
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1.5. 歳入歳出決算

1.6. 事業評価

　「博物館法」、「博物館の設置及び運営上の望ましい基準」及び「かながわ教育ビジョン」に基づき、よ
りよい社会教育施設づくりを目指して、当館の事業概要を作成し公開するとともに、事業評価を行った。

概要の公開
　令和 2 年 7 月１日版「神奈川県立生命の星・
地球博物館の概要」を作成し、当館ウェブサイ
トで公開した。

社会教育施設評価書
　神奈川県立の社会教育施設 6 館（県立図書館・
県立川崎図書館・金沢文庫・近代美術館・歴史
博物館・当館）では、共通評価項目を設定し、
年度ごとの施設評価を実施している。
　令和 2 年度には「令和元年度社会教育施設評
価書」を作成し、当館ウェブサイトで公開した。

第三者評価
　開館以来はじめて、社会教育施設第三者評価
が実施された。
　外部の有識者による第三者評価を受けるとと
もに、有識者のアドバイスを参考に「令和 2 年
度神奈川県立生命の星・地球博物館評価書（社
会教育施設個別評価）」の評価シート及びチェッ
クリストを作成した。
　第三者評価の結果については、令和３年 3 月
18 日に館内において評価委員から館員に伝達さ
れた。評価の内容及び結果については当面非公
開とされた。

［令和 2 年度歳入］

［令和 2 年度歳出（社会教育費のみ）］
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2. 情報発信機能

　当博物館は「生命の星・地球」を基本テーマとして、46 億年にわたる地球の壮大な歴史と生命の多様性、
そして神奈川の自然について、実物資料を中心にストーリー性をもってわかりやすく展示している。
　具体的には、４つのサブテーマ及びジャンボブックで構成する常設展示と、特定テーマにより開催
する特別展示、ハイビジョンやクイズ映像を上映する SEISA ミュージアムシアターなどで、来館者に
情報を発信している。

2.1. 常設展示

　常設展示は、基本テーマ「生命の星・地球」を解説する「常設展示室」と、実物百科展示「ジャンボブッ
ク展示室」のほか、ミュージアムライブラリー前に設置されている「情報コーナー」とエントランスホー
ル「記念撮影コーナー」から構成される。

2.1.1. エントランスホール 

　エントランスホールには、過去の地球環境に生息していた生物の代表として、白亜紀の陸・海・空から、
陸：恐竜（チンタオサウルス）、海：魚類（クシファクチヌス）、空：翼竜（アンハングエラ、トゥプクス
アラ）をシンボルとして展示している。また、これらを展示しているステージでは、ガイダンス映像（上
映時間：3 分 20 秒）を繰り返し上映している。この映像では、開館当時から出演者による手話によって、
聴覚障がい者への対応を行っているが、2006 年 7 月から日本語字幕を追加した。また、「記念撮影コーナー」
として、ミュージアムシアター入り口付近にアラスカヒグマの剥製を 2005 年 11 月 3 日から展示している。

2.1.2. 常設展示室

　基本テーマ「生命の星・地球」に沿ったストーリー展開を見せるため、常設展示を次の４つのサブテー
マに分けて展示を行っている。

地球を考える展示室
　「地球を考える」では、地球の形成過程や地球の仕
組み、生命の誕生と生命の営みによって地球環境が
変わってきた様子などを、岩石、鉱物、化石などの
標本類と、画像、映像資料を活用して展示している。

生命を考える展示室
　「生命を考える」では、約４億年前から現在ま
で、地球上のあらゆる環境に出現した多様な生
物種と生命の進化の過程について、動植物化石、
動物剥製、昆虫標本、植物標本などの実物資料
を中心に展示している。

神奈川の自然を考える展示室
　「神奈川の自然を考える」では、神奈川の大地
の生い立ちと、神奈川の生物相や自然の現状に
ついて、岩石や化石、動物剥製、植物模型など
で展示している。

自然との共生を考える展示室
　「自然との共生を考える」では、生命を誕生さ
せ育みつづけてきた地球環境が、人類の活動に
より様々な影響をうけ変化していることを、映
像、画像資料を中心に展示している。
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2020 年度の展示変更及び更新
 
神奈川の自然を考える展示室　

［展示期間］　2020 年 9 月 28 日～
［更新概要］　「人と自然のかかわり」のうち、外

来生物に関する解説パネル 2 点の情報を更新
し、既存パネルと交換した。また、学名等の
変更により展示ラベル 10 点を更新した。

［担当］　加藤ゆき

神奈川の自然を考える展示室
［展示期間］　2021 年 3 月 23 日～
［更新概要］　剥製の劣化により「化石からのメッ

セージ」及び「氷河時代と生物の移動」の展
示物を撤去し、新たに「神奈川県の海岸と生物」
を開設した。さらに、「現在の生物相の成立過
程」の解説パネルを新たに作成し、設置した。

［新たな展示の概要］　 神奈川県の海辺で見られ
る野鳥や海岸に漂着したクジラ、ウミガメを

剥製や骨格で紹介した。
［撤去した展示物］　ヘラジカの顎の化石（レプリ

カ）、ヘラジカ（本剥製）、ツキノワグマ（本剥
製）、ヒグマ（本剥製）、解説・グラフィックパ
ネル 8 点、展示ラベル 4 点、標本台座 2 点

［新たに設置した展示物］　ナガスクジラ（椎骨・
上腕骨）、イワシクジラ（耳骨）、タヌキ（頭骨）、
アオバト（雌雄各 1 個体）、ウミウ、ヒメウ、
クロサギ、ウミネコ（3 個体）、オオセグロカ
モメ、セグロカモメ、ユリカモメ、コアジサシ、
ハマシギ、トウネン、シロチドリ（すべて本
はく製）、アカウミガメ（骨格・2 個体）、アオ
ウミガメ（胃内容物）、解説・グラフィックパ
ネル 8 点、標本ラベル 23 点、展示台座 1 点

［担当］　加藤ゆき・広谷浩子・松本涼子・鈴木　
聡・石田祐子

2.1.3. ジャンボブック展示室

　博物館が所蔵する動物、植物、化石、岩石、鉱物など膨大な標本類の一部を、系統分類、コレクショ
ン、個別テーマなどに項目分けをして、巨大な本にみたてた展示ケースに収納し、「実物百科事典」と
して展示している。2020 年度の変更・展示替え等については以下の通りである。

第 11 巻　神奈川の淡水魚
［展示期間］2020 年 10 月 14 日～
［更新概要］「－生まれも育ちも神奈川とは限り

ません― 神奈川の淡水魚」の解説パネル 5
点の情報を更新し、既存パネルと交換した。

［担当］瀬能　宏

第 16 巻 県民がつくった緑の全戸籍
［展示期間］2021 年 3 月 23 日～
［更新概要］2018 年に『神奈川県植物誌 2018』（神

奈川県植物誌調査会編）が刊行されたのを受
け、従来の『神奈川県植物誌 2001』（神奈川
県植物誌調査会編）刊行時の展示内容を更新
するとともに、神奈川県の植物相調査の歴史
や『神奈川県植物誌 1988』以来の成果につい
ても紹介した。

［新たな展示の概要］神奈川県の植物相研究、『神
奈川県植物誌 2018』と特別展図録、神奈川県
植物誌調査会の調査、新たに見つかった分類
群、新たに見つかった帰化植物、分布を拡大
した在来植物、分布を拡大した帰化植物、分
布が減少した植物、神奈川県植物誌調査会。

［展示物］グラフなど：各年代の植物目録・植物
誌に記録された植物の種類数、データベース
化・データ提供された調査期間別の採集年毎
の採集標本数、写真：ツュンベリーの標本を
収める標本室（ウプサラ）、マキシモヴィッ
チの標本が収蔵される標本館（サンクトペテ
ルブルグ）、ツュンベリーが採集したクロモ
ジ（UPS-TUNB 8796，ウプサラ大学 ）、サヴァ
チェが採集したオカウコギ（P，フランス自
然史博物館 ）、ペリー艦隊が持ち帰ったタチ
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ツボスミレ（GH00274014，ハーバード大学 ）、
牧野富太郎が採集したシバナ（TNS 20366，
国立科学博物館 ）、『神奈川県植物目録』（松
野編 , 1933）、『神奈川県植物誌』（神奈川県博
物館協会編，1958）、『神奈川植物目録』（宮代，
1958）、『神奈川県植物誌 1988・2001・2018』（神
奈川県植物誌調査会編 , 1988・2001・2018）、
タンザワイケマ、タンザワウマノスズクサ、
タンザワサカネラン、ハコネキンミズヒキ、
ハコネイトスゲ、ハコネイトスゲの基準標本

（KPM-NA1073919）、ホシケチドメグサ、シ
マツボクサ、タシロラン、カヤラン、ヤマホ
オズキ、オッタチカタバミ、マルバフジバカ
マ、キダチコマツナギ、ナガミヒナゲシ、ブ
タクサハムシ、ブタクサ、適度に管理された
里山耕作地の斜面草地、谷戸に残る雑木林と
水田耕作地、サワヒヨドリ、オカオグルマ、
ノブキ、丹沢山地に設置にされた防鹿柵の外
側（左側）と内側（右手奥側）、分布図：タ
シロラン、カヤラン、ヤマホオズキ、ツルソバ、
ノニガナ、オッタチカタバミ、マルバフジバ
カマ、キダチコマツナギ、ナガミヒナゲシ、
ブタクサ、サワヒヨドリ、オカオグルマ、ヒ
ナノウスツボ、オオバギボウシ、ノブキ、書籍：

『神奈川県植物誌 1988』（神奈川県植物誌調査

会編 , 1988）、『神奈川県植物誌 2001』（神奈
川県植物誌調査会編 , 2001）、『神奈川県植物
誌 2018』（神奈川県植物誌調査会編 , 2018）、

『植物誌をつくろう』（神奈川県立生命の星・
地球博物館編 , 2018）

［担当］田中徳久・大西 亘・石田祐子
［展示協力］桜美林大学インターンシップ：小菅

悠莉・山口土筆

 第 18 巻　渓岸をいろどる植物
［展示期間］2021 年 3 月 23 日～
［更新概要］渓岸植物の 1 つとして解説している

サツキの分布について最新の知見を反映し、
分布情報を更新した。

［新たな展示の概要］これまで、サツキの分布の
東限は神奈川県だと考えられてきたが、近年
の植物相調査の進展により、福島県でサツキ
の自然分布が確認された。

［展示物］修正内容：分布図に従来の分布図に福
島県の分布点を追記した。解説文では、東限
を福島県に修正し、分布域の情報を更新した。
また、神奈川県内で絶滅危惧種に選定されて
いることを追記した。

［担当］石田祐子・田中徳久・大西 亘 

2.1.4. ミュージアムライブラリー情報コーナー

　博物館 2 階「ミュージアムライブラリー」入口にある情報コーナーは、最新の科学や研究情報、博
物館に関連するタイムリーな話題などを、いち早く来館者に提供することを目的として設置されてい
る。このコーナーには主に紙面による情報を提供する情報展示パネルと、標本や関連資料による情報
をウォールケースにて展示するミニ企画展示コーナーがある。

情報展示パネル

友の会紹介コーナー 
［展示内容］生命の星・地球博物館友の会の活動

紹介
［展示更新］随時 ､ 特に活動報告など
［担当］生命の星・地球博物館友の会広報部

博物館周辺の身近な自然
［展示内容］『自然を楽しむみち』のコース及び

解説 1 〜 9 の紹介
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ミニ企画展示コーナー

　最長 3 ヶ月を目安に展示替えをしながら ､ 最新
の情報を提供することを目的として次の 4 タイト
ルの「ミニ企画展示」を開催した（2019 年度計
画で､開催期間が2020年度に及んだものを含む）。

友の会会員 440 名と共に−学芸員や私たちと
いっしょに自然を楽しみませんか−

［展示内容］友の会では分野別に数々のグループ
が活動している。今回の展示では、「地学グ
ループ　」、「植物観察会」、「よろずスタジオ」、

「里山むしてくクラブ」、「樹木観察基礎講座」、
「地図を楽しもう」の 7 つの活動の様子をポ
スターで紹介した。

［展示期間］2020 年 3 月 19 日～ 2020 年 8 月 31 日
［担当］博物館友の会

調べてみよう！動物の骨
［展示内容］2020 年度博物館実習生（動物分野）

5 名が実習の一環として取り組んだミニ展示。
テーマは「動物の骨」。四肢動物の骨の形と
機能や進化について調べ、展示した。

［展示期間］2020 年 10 月 3 日～ 2020 年 10 月 25 日
［担当］広谷浩子・加藤ゆき

シダの世界へようこそ
［展示内容］身近な植物のひとつであるシダ植物

には様々な形の葉がある。この展示では、さ
く葉標本（押し葉標本）をもとに、シダの葉
のさまざまな形を紹介し、身近な「つくし」
や「ぜんまい」の標本や、コケのような見た
目のシダ植物も展示した。

［展示期間］2020 年 10 月 31 日～ 2021 年 1 月 11 日
［担当］石田祐子

友の会会員 440 名と共に−学芸員や私たちと
いっしょに自然を楽しみませんか−

［展示内容］友の会では分野別に数々のグループ
が活動している。この展示では、「里山むし
てくクラブ」、「地学グループ」「植物観察会」

「地図を楽しもう」「よろずスタジオ」と 5 つ
のグループの活動の様子をポスター、標本な
どで紹介した。

［展示期間］2021 年 3 月 30 日～ 2021 年 5 月 16 日
［担当］博物館友の会

2.2. 特別展示

　当館の持つシンクタンク機能としての調査研究や、データバンク機能としての資料収集などの成
果を、広く県民に還元するため、当館特別展示室を使用して特別展・企画展を企画・開催している。
2020 年度特別展は新型コロナウイルス感染症の拡大による都県境を越える移動の制限等により充分な
準備ができないことが予測されたため、延期とした。夏期の展示としては ､2019 年度に開催したもの
の 3 日間で臨時休館となった企画展を延長開催した。

2.2.1. 特別展

　開催を予定していた「火山列島の自然（仮）」
展は 1 年延期とした。
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2.2.2. 企画展

2019 年度　企画展　ゴンドワナ
～岩石が語る大陸の衝突と分裂～

［開催期間］2020 年 2 月 29 日（土）～ 11 月 8 日（日）
［開催日数］119 日（2019 年度は 3 日間の開催、3

月 4 日～ 6 月 30 日まで、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため休館。2020 年度は、7 月
1日～11月8日までの116日間の開催となった。

［入場者数］ 51,631 人（2019 年度は 827 人、2020
年度は 50,804 人）

［展示内容］2019 年度の年報を参照されたい。

2020 年度企画展「かながわ発　きのこの新種展」
［開催期間］2021 年 2 月 20 日（土）～ 2021 年 5

月 9 日（日）（ただし、緊急事態宣言の発出
の影響により、2021 年 3 月 23 日（火）から
の開催となった。）

［開催日数］2020 年度内は 8 日
［会場］1 階 特別展示室
［後援］神奈川新聞、ｔｖｋ（テレビ神奈川）
［企画担当］折原貴道
［企画展実行委員会］折原貴道、新井田秀一、石

浜佐栄子、渡辺恭平、大坪　奏、中村友美子、
工藤麻衣

［展示内容］神奈川県産のものを中心に、身近な
環境で採集された標本をもとに記載されたき
のこの新種に関する展示を行った。きのこを
含む菌類にはまだ名前の付けられていないも
のが膨大に存在し、我々の身近な環境からも、
次々と新種が発表される状況にある。また、
自然史博物館の標本の中には、集める時点で
は学術的価値がはっきりしなくても、後年研
究されることで新種であることが判明し、標
本の学術的価値が増すケースも多い。本企画
展では、自然史博物館において標本を集め、
保管してゆくことが学術的になぜ重要なの
か、「新種」をキーワードに広く理解しても
らうことを第一の目的とした。さらに、この
地道な標本収集・研究・保管の活動が、多く
の市民の協力によって成り立っていることも
紹介した。

1. きのことは何者？：我々にとって、きの
こは食材としてなじみ深い存在であるが、
実際にどのような生物で、生態系におい
てどのような役割を担っているのか、私
たちが知る機会は少ない。そこで、序章
として、それらを紹介する展示を行った。

2. 菌類の多様性と未記載種：現在地球上に存
在するきのこ、カビなどの菌類は、一説
には推定 1,200 万種とも言われるが、こ
れまでに実際に学名が付けられたものは、
そのうちの 14 万種に過ぎない。それゆえ、
私たちのごく身近な環境にも、学名の付
いていない菌類が多く生育していること
を、標本展示も交えて紹介した。

3. 新種発表までの道のり：きのこの標本を集
める段階から新種発表までの過程を、標
本や実際の観察記録を交えて紹介した。

4. 市民参加型調査・アマチュア研究者の活躍：
新種発表など、きのこの基礎研究を支えて
いるのが、各地のアマチュア研究者・愛好
家による継続的な調査活動である。代表例
として、当館の菌類ボランティアグループ
による活動を紹介した。また、アマチュア
研究者自身による研究活動もきのこの基礎
研究において重要である。ここでは、神奈
川県産のきのこの新種を数多く発表されて
きたアマチュア研究者、髙橋春樹氏の研究
について、標本や髙橋氏自身による解説動
画などにより紹介した。

5. かながわの新種きのこ：神奈川県内で採集
された標本をもとに新種発表されたきの
こを、写真とともに多数展示した。

6. 新種はすぐそばにいる—標本を集める意
義：自然史標本は、必ずしも集める時点
では学術的な重要性が明確でなく、後の
研究により価値が付加される場合も多く
ある。そのような例として、近年新種と
判明し新たに学名が付けられたキクラゲ
などの例を紹介し、その時の価値観に捉
われずに標本を集め続けることの重要性
を伝える展示をおこなった。
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［ポスター・チラシ］本杉弥生（デザイン他）
［サテライト展示］小田原合同庁舎の展示コー

ナーにて、本企画展の関連展示を行った。

2.3. その他の展示 

2.3.1. 子ども自然科学作品展 

　新型コロナウイルス感染症拡大のため中止した。

2.3.2. 子ども自然科学作品展交流会

　新型コロナウイルス感染症拡大のため中止した。

2.4. SEISA ミュージアムシアター

　展示の理解をより深めるために、200 インチの大型ハイビジョンスクリーンを使い、ハイビジョン映
像（番組）3 本と、子どもも大人も楽しめるインタラクティブ・クイズ映像（番組選びとクイズの回答
をボタンで選ぶ参加型映像）を上映している。また、学会や講演会開催時においては主会場としても
利用されている。なお、シアターの名称はネーミングライツパートナー制度により、2011 年 4 月 1 日
から「SEISA ミュージアムシアター」となった。

2.4.1. シアターの概要 

　座席は 308 席。車椅子用のスペースは 5 席。
中央部にある 115 席（車椅子用 5 席を含む）に、
インタラクティブ・クイズ回答用の 5 選択押し
ボタンスイッチを設置している。照明設備は、
場内の明るさを簡単にコントロールできるよう
に、あらかじめコントロールパネルに設定して
ある。また、演者などステージ上を照らし出す
ためのスポット照明を用意している。

期間：2021 年 3 月 24 日～ 5 月 7 日
場所：小田原合同庁舎 1 階展示コーナー

　学会・講演会開催時には、パソコンなどデジ
タル機器の画面をスクリーンに投影できるよう
に、ステージ上と映写室に設置した調整卓に接
続できるようにしている。
　なお、映像機器については 2013 年にデジタル
ハイビジョン対応機器に更新した。音響機器に
ついては、2016 年に更新した。
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2.4.2. シアターの上映番組

　SEISA ミュージアムシアターでは、ハイビジョ
ン番組を 3 本と、インタラクティブ・クイズ映
像を 1 本の計 4 種類を上映している。
　ハイビジョン番組は、「生命の星・地球」とい
う博物館の基本テーマと同じタイトルで常設展
示の理解をより深めるストーリーを映像で紹介
している。2 本の番組タイトルは、「生命の星・
地球 奇跡の旅立ち」と「生命の星・地球 生命
の輪舞」で、いずれも上映時間は 15 分である。

「奇跡の旅立ち」では、地球の誕生から、初期の
生命の発生、そしてその生命との相互作用によっ
て生命の星としての条件を整えてきた過程を説
明している。「生命の輪舞」では、生物の上陸以
降をフォローし、進化とともに動物と植物の間
の密接な関係を説明することによって、私たち
人類のあり方を問うている。
　これらに加え、新たにハイビジョン映像「躍
動する大地　花あふるる火の山　箱根」を製作
し、2013 年 8 月 3 日から上映を行っている。温
泉地として有名なこの地は、火山でもある。また、
その地形の険しさから、古くから東西を結ぶ交
通の難所としても知られている。さらに、日本
を代表する自然として、江戸時代に訪れた外国
人によって世界に紹介されてきた。火山活動の

激しさは、関東平野にも影響を及ぼすほど大規
模なものだったとされている。このような箱根
火山の生い立ちだけではなく、火山活動が生み
出し、火山活動に強く影響を受けている自然と
その環境を紹介した内容となっている。上映時
間は 20 分である。
　インタラクティブ・クイズ映像は、「怪人ネイ
チャーランドの挑戦」と題した子どもも大人も
楽しめるクイズ番組である。これは、怪人ネイ
チャーランドが盗み出した水晶玉を、来館者が
クイズに正解することにより一つずつ取り返し
ていくストーリーで、来館者の答えがストーリー
の展開を変えていくといった、インタラクティ
ブ（相互作用）型の博物館オリジナル作品となっ
ている。クイズのテーマは、「地球は生きている」、

「植物は変身の天才だ！」、「魚のサバイバル」、「動
物の足跡捜査隊」、「ヒトの謎を科学する！」の
5 種類である。最初に、どのテーマを行いたい
か来館者が選択し、1 位になったテーマを上映
している。インタラクティブ・クイズは、案内
員がクイズの進行を行っている。
　2020 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策のため上映を取りやめた。

SEISA ミュージアムシアター上映プログラム
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2020 年 3 月４日から 6 月 30 日までの臨時休館に伴う主な情報発信

（次ページに続く）

2.4.3. シアターの上映回数　 

　今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため、7 月１日の再開館時から上映を中
止した。
　通常期は、ハイビジョン映像およびインタラク
ティブ・クイズ映像「怪人ネイチャーランド」を、
午前、午後それぞれ1回ずつ、計8回上映している。

　なお、2020 年度に関しては、学校休業期と
重 な る 多 客 期（2020 年 4 月 1 日～ 5 日、4 月
29 日～ 5 月 6 日、7 月 18 日～ 8 月 31 日、3 月
26日～3月31日）についてはインタラクティブ・
クイズを午後に 1 回増やし、計 9 回の上映を予
定していた。

2.4.4．その他の利用

　ハイビジョン映像及びインタラクティブ・ク
イズの通常上映のほか、講演会や学会等の会場
として提供している。2020 年度は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止対策のため、利用を行
わなかった。
 

2.5．ミューズ・フェスタ 2021　

　「開かれた博物館」としての活動の充実といっそうの発展を図るため、地元自治体や自治会、博物館
友の会などとともに、地域との交流を深め、県民の参加型事業として開館記念日事業を 2002 年度から
実施している。
　2020 年度は、2021 年 3 月 13 日・14 日の 2 日間を予定したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止
対策のため中止とした。

2.6．臨時休館時のウェブ情報発信

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のための臨時休館やイベントの中止に伴い、利用者向けの
お知らせをウェブサイトのトップページや関連ページで掲載したほか、「ウェブで楽しむ地球博」等の
コンテンツで臨時休館中でも楽しめる情報を発信した。
　なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に関連するウェブサイトでの情報発信は 2020 年 2 月
から始まり、その内容は年報第 25 号に掲載したが、2020 年 3 月 4 日からの臨時休館に伴うものについ
てはここに再掲載している。
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（前ページから続く）

7 月 1 日から 1 月 11 日までの再開館（新型コロナウイルス感染症拡大防止）に伴う主な情報発信

（次ページに続く）
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1 月 12 日から 3 月 22 日までの臨時休館に伴う主な情報発信

（前ページから続く）
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3. シンクタンク機能

　研究機関である博物館は、県内はもとより国内外のシンクタンクとして、学芸員が様々な活動を行っ
ている。ここでは、それらの活動を項目ごとに取りまとめた。基本的に当館での活動を中心に項目分
けし、各学芸員の自己申告に基づき掲載している。そのため取り上げていない活動も多い。2020 年度
に実施した研究のうち、当該年度に研究が終了したテーマについて、Ⅲ資料の項（103 ～ 114 ページ）
に成果報告を掲載した。

3. 1. 調査研究事業

　調査研究活動に関する要項に基づき、総合研究 2 テーマ、グループ研究 1 テーマ、個人研究 20 テー
マに関する研究を行った。以下「研究担当者：研究テーマ」を掲載する。

総合研究
田口公則・新井田秀一・山下浩之・石浜佐栄子・

西澤文勝・大島光春・樽　創・河尻清和・柴
田健一郎・野崎　篤・笠間友博・山口珠美・
高橋直樹・川手新一：現代的な視点による神
奈川県地質史の構築

苅部治紀・加藤英寿・千葉 聡・川上和人・鈴木 創・
佐々木哲郎：小笠原諸島火山列島における動
植物相と島嶼での進化

グループ研究
大島光春・田口公則：被写体認識基盤サービスを

利用した展示物への来館者の興味・関心調査

個別研究
田中徳久：神奈川県の維管束植物相の長期的モ

ニタリングとその変遷
佐藤武宏：イボキサゴ Umbonium moniliferum 

に 対 す る 在 来 種 ツ メ タ ガ イ Glossaulax 
didyma と導入種サキグロタマツメタ Euspira 
fortunei の捕食の変遷について

加藤ゆき：神奈川県におけるサギ類集団営巣地
の現状

苅部治紀：神奈川県周辺のトンボ類における南
方種の分布拡大について　５

渡辺恭平：日本産ヒメバチ上科寄生蜂の分類学
的研究（Ⅲ）

松本涼子：後頭部の形態から読み解く四肢動物

の首の運動機能の進化
鈴木 聡：丹沢地域における哺乳類の分布調査
広谷浩子：水辺の哺乳類相をもとにした早川水

系の環境評価
瀬能 宏：相模湾およびその隣接海域における沿

岸魚類の分類および生物地理学的研究
大西 亘：現代植物標本室における標準的な管理

手法の実践的な構築
折原貴道：「空飛ぶ地下生菌仮説」の検証—無性胞

子に着目した，トリュフ型菌類の島嶼系統地理
石田祐子：神奈川県の半自然草原の特性と構成

種の分布
大島光春：古生物標本の 3D データ化とデータ

の活用に関する研究
樽　創：Stegodon miensis（ミエゾウ）の大き

さに関する研究
田口公則：相模層群以降の温暖期における貝化

石群の比較 ―下末吉層産の貝化石―
山下浩之：四国海盆のマドメガムリオンに産す

る斑れい岩類の岩石学的研究
新井田秀一：デジタル標高モデル（DEM）や地球

観測衛星画像を用いた南関東地域の地形解析
石浜佐栄子：大磯丘陵の新第三系〜第四系層序

と堆積環境の復元に関する再検討
西澤文勝：神奈川県に分布する後期更新世指標

テフラの火山ガラスの主成分化学組成
大坪 奏：今関コレクションのアーカイブ・シス

テムの確立
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3. 2. 研究助成金による研究

　日本学術振興会科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金／科学研究費補助金）をはじめとす
る外部助成金による研究と、共同研究や共同施設利用研究などについて、種類別に「研究代表者を除
く当館の分担者＊、研究協力者＊＊）：研究テーマ、研究課題番号等」の順に掲載した。研究組織、研
究内容と成果の詳細については、Ⅲ　資料の項（113 ～ 114 ページ）に掲載した。

3. 2. 1. 日本学術振興会科学研究費補助金による研究

基盤研究（A）
前藤 薫（渡辺恭平＊）：次世代技術と自然史財

を高度に活用した広義寄生蜂の多様性情報基
盤の構築　（19H00942）

基盤研究（B）
鈴木寿志（田口公則＊）：変動帯の文化地質学　

（17H02008）
安田 敦（西澤文勝＊）：単一火山を給源とする

類似したテフラを識別・対比するための手法
開発　（20H01982）

基盤研究（C）
加藤ゆき（広谷浩子＊・大島光春＊・大坪　奏＊）：

外来生物問題を教える博物館―動物園ネット
ワークの構築に関する研究　（16K01052）

田中徳久：博物館資料の潜在的価値の顕在化－
海を渡った植物標本からの生物多様性情報の
発掘－　（17K01218）

広谷浩子（加藤ゆき＊）：博物館で「自然財」を
まもる－哺乳類標本の作製技術・情報管理の
体系化と継承－　（17K01219）

松本涼子：後頭部の形態から読み解く四肢動物
の首の運動機能の進化　（17K05698）

田口公則（大島光春＊・広谷浩子＊）：感情と観
覧行動からの展示文脈：何をどのように見て、
感じ、思考しているのか　（18K01112）

新井田秀一：歴史的な鳥瞰図に対する博物館学
的な視点から観た数値標高モデルによる再構
築　（19K01149）

瀬能 宏：分野横断的な標準和名の命名ルール
制定に向けた生物名称の史的変遷の解明

（20K01131）

石浜佐栄子（加藤ゆき＊・大坪　奏＊）：幼
児と親に豊かな博物館体験をいかに提供す
るか—会話を誘発する新たな展示デザイン　

（20K01132）
佐藤武宏（田口公則＊）：小学校・幼稚園に身近

な自然を持ち込むためのプッシュ型支援に関
する研究　（20K02753）

丹治雄一（山下浩之＊・田口公則＊）：岩石・
石材を素材とした歴史系および自然系博物
館による地域学習プログラムの協働開発　

（18K01111）
田上 響（松本涼子＊）：比較解剖学的・組織学

的手法による古生物の嘴の復元　（18K03828）
大澤剛士（大西　亘＊）：自然生態系と連続し

た土地利用はハビタットの質を引き継ぐか？　
（20K06096）

挑戦的研究（萌芽）
大和政秀（折原貴道＊）：アーバスキュラー

菌根菌胞子果の同定分類と有性生殖の探索　
（19K22269）

若手研究（B）
大坪 奏：自然史博物館に残された絵画資料「標

本画」の活用と共通課題克服のための実践的
研究　（16K16344）

折原貴道：空飛ぶ地下生菌仮説の検証―菌類の
分生子に着目した，島嶼系統地理の新たな展
開　（17K15184）

渡辺恭平：菌食性昆虫捕食寄生蜂の多様性と
寄生蜂－寄主－キノコ相互作用系の解明　

（17K15185）
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若手研究
西澤文勝：南九州カルデラ地域の前—中期更新

世火砕流堆積物の層序と爆発的火山噴火史の
解明　（19K13438）

国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（A））
松本涼子：絶滅四肢動物から解き明かす現生両

生類の首の進化　（18KK0393）

3. 2. 2. 各種助成金による研究

環境研究総合推進費（環境問題対応型研究）
荒谷邦雄（苅部治紀＊）：危機的状況にある奄美・

琉球の里地棲希少水生昆虫類に関する実効的
な保全・生息地再生技術の開発　（4-1901）

花博自然環境助成事業
折原貴道（生命の星・地球博物館 入生田菌類誌

調査グループ）：市民参加型調査に基づく大
規模な地域菌類誌の出版

3. 3. 著作活動・学会発表等

平田大二（ひらた　だいじ）　地学（鉱物）
［普及的著作等］
平田大二 , 2020.  たくさんの自然科学のとびら . 

自然科学のとびら，Vol.26, No.3，神奈川県
立生命の星・地球博物館 .

平田大二 , 2021.  「月球儀の表と裏」. 第 40 回
学 芸 員 の 展 示 余 話 .  https://nh.kanagawa-
museum.jp/www/contents/1598971982765/
index.html#no40.

田中徳久（たなか　のりひさ）　植物学（植物生態）
［論文］
田中徳久 , 2021. 2018–2020 年に見出した神奈川

県の地域植物相の重要な記録となる標本 . 神
奈川自然誌資料 , （42）: 143–147.

［著作・著書・調査報告書・資料等］
田中徳久 , 2020. 神奈川県を基準産地とする植生

単位 . 植生情報 , （24）: 12–16.
村上雄秀・中村幸人・鈴木伸一・阿部聖哉・原

田敦子・田中徳久 , 2020. 日本の森林植生の群
落体系（2019 年版）. 植生情報 , （24）: 26–35.

渡邊重彦・田中徳久 , 2020. 横浜植物会年報総目
次（第 39 号～ 48 号）. 横浜植物会編 , 横浜植
物会の歴史―創立 111 周年記念誌―（横浜植
物会年報第50号）, pp.92–93. 横浜植物会, 横浜.

渡邊重彦・田中徳久 , 2020. 野外例会の開催地
（2010〔平成 22〕年から 2019〔令和元〕年））. 

横浜植物会編 , 横浜植物会の歴史―創立 111
周年記念誌―（横浜植物会年報第 50 号）, 
pp.78–85. 横浜植物会 , 横浜 .

田中徳久 , 2020. 植物の学名に名を遺す横浜植物
会会員 . 横浜植物会編 , 横浜植物会の歴史―
創立 111 周年記念誌―（横浜植物会年報第 50
号）, pp.102–104. 横浜植物会 , 横浜 .

渡邊重彦・田中徳久 , 2020. 会や会員の方々が関
わった刊行物などの著作 . 横浜植物会編 , 横
浜植物会の歴史―創立 111 周年記念誌―（横
浜植物会年報第 50 号）, pp.104–120. 横浜植
物会 , 横浜 .

渡邊重彦・田中徳久 , 2020. 横浜植物会の顧問
と運営委員、会員の伝記と記録、追悼文 . 横
浜植物会編 , 横浜植物会の歴史―創立 111
周年記念誌―（横浜植物会年報第 50 号）, 
pp.124–126. 横浜植物会 , 横浜 .

田中徳久・勝山輝男 , 2020. 横浜の植物相 2020. 
横浜植物会編 , 横浜の植物 2020―横浜の植物

（2003）補遺―. pp.5–8. 横浜植物会 , 横浜 .
田中徳久・勝山輝男（編）, 2020. 横浜市産維管

束植物の区別分布表―2020―. 横浜植物会編 , 
横浜の植物 2020―横浜の植物（2003）補遺―. 
pp.9–76. 横浜植物会 , 横浜 .

篠原康之・佐々木シゲ子・山口太郎・渡辺重
彦・田中徳久・勝山輝男 , 2020. 『横浜の植物』

（2003） 補遺 . 横浜植物会編 , 横浜の植物 2020
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―横浜の植物（2003）補遺―. pp.77–124. 横
浜植物会 , 横浜 .

田中徳久・渡辺重彦 , 2020. 横浜の植物相研究
―先人たちの植物標本―. 横浜植物会編 , 横
浜の植物 2020―横浜の植物（2003）補遺―. 
p.125–135. 横浜植物会 , 横浜 .

渡辺重彦・篠原康之・田中徳久 , 2020. 標本の
採集地を横浜市の区の変遷から読み解く . 横
浜植物会編 , 横浜の植物 2020―横浜の植物

（2003）補遺―. p.136. 横浜植物会 , 横浜 .
田中徳久 , 2020. サイエンスミュージアムネット

で公開されている神奈川県で採集された標本
の同定変更 . Flora Kanagawa, （89）: 1067–1070.

田中徳久 , 2020. 未登録標本の扱いは慎重に―横
浜の植物相からサンシチソウを削除―. Flora 
Kanagawa, （89）: 1070–1071.

［普及的著作等］
田中徳久 , 2020. 訪ね損ねた春の花を訪ねて . 友

の会通信 , （108）: 4.
田中徳久 , 2020. 八方尾根の植物群落 . 横浜植物

会年報 , （49）: 29–31.
田中徳久 , 2020. 展示室にそびえ立つ巨木 第

2 回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no2

田中徳久 , 2020. 先輩学芸員の残したもの－ 30
万点の標本と「神奈川県植物誌」の基礎－ . 
自然科学のとびら , 26（4）: 30–31.

田中徳久 , 2021. 県民が作った緑の全戸籍？ 第
41 回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no41

佐藤武宏（さとう　たけひろ）　動物学（無脊椎動物）
［論文］
苅部治紀・寺山隼人・加賀玲子・佐藤武宏・坂部 貢 , 

2020. 岐阜県東濃地方の絶滅危惧種マダラナ
ニワトンボ生息地におけるネオニコチノイド
系農薬汚染の実態 . TOMBO, （62）: 26–37.

山下龍之丞・山川宇宙・佐藤武宏 , 2021. 神奈川
県の田越川感潮域から記録された希少貝類 3
種 . 神奈川自然誌資料 , （42）: 95–99. 

小沢広和・中井静子・佐藤武宏・中尾有利子 , 

2021. 教職課程科目「地学概論 I」における初
歩的な計算問題の実践例と課題 . 日本大学教
職課程紀要 , （4）: 91–96.

［普及的著作等］
佐藤武宏 , 2020. ユーレイカ（わかったぞ）！ ユ

ウレイイカの姿勢 . 第 4 回生命の星・地球博
物館学芸員の展示余話 . https://nh.kanagawa-
museum.jp/www/contents/1598971982765/
index.html#no4

佐 藤 武 宏 , 2020. ザ・ 日 本 の カ ニ . 第 21 回
生 命 の 星・ 地 球 博 物 館 学 芸 員 の 展 示 余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no21

佐藤武宏 , 2020. 全部エビなんです . 第 23 回
生 命 の 星・ 地 球 博 物 館 学 芸 員 の 展 示 余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no23

佐藤武宏 , 2020. 不思議な貝からひらめくもの
は？ 第 29 回生命の星・地球博物館学芸員
の 展 示 余 話 . https://nh.kanagawa-museum.
jp/www/contents/1598971982765/index.
html#no29

加藤ゆき（かとう　ゆき）　動物学（鳥類）
［論文］
葉山久世・加藤ゆき・篠田授樹・松本令以・久

米宗男・石井 隆・池内俊雄 , 2020. 特定外来
生物カナダガンの生態系からの除去の活動記
録 , Binos （27）: 105–122.

加藤ゆき・重永明生 , 2020. 神奈川県西部における
ツバメチドリの観察記録 , Binos （27）: 23–25.

加藤ゆき・川合英利・重永明生 , 2021. 神奈川県
小田原市におけるコウノトリCiconia boyciana
の観察記録 , 神奈川自然誌資料 （42）: 149–153.

［著作・著書・調査報告書・資料等］
小林さやか・星野由美子・岩見恭子・川田伸一

郎・加藤ゆき , 2020. 日本鳥学会 2019 年度大
会自由集会報告 W01第3回収蔵庫は宝の山！
－標本の収集と保存を考える－ , 日本鳥学会
誌 69（1）: 122–124.

［普及的著作等］
加 藤 ゆ き , 2020. 鳥 の 翼 の 形 . 第 14 回 生 命

の 星・ 地 球 博 物 館 学 芸 員 の 展 示 余 話 . 
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https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no14

加藤ゆき , 2021. 冬鳥を楽しむ . 地球博「学芸」
voice, 神静民報社 , 2021 年 1 月 23 日発行 . 

加藤ゆき , 2021. レッドデータの鳥類 . 自然科学
のとびら , 27（1）: 1.

加藤ゆき・広谷浩子 , 2020. 外来生物問題をど
のように伝えるのか？自然史博物館の取り組
み . 金属 , 90（9）: 45–51.

苅部治紀（かるべ　はるき）　動物学（昆虫類）
［論文］
苅部治紀・寺山隼人・加賀玲子・佐藤武宏・坂部貢 , 

2020. 岐阜県東濃地方の絶滅危惧種マダラナ
ニワトンボ生息地における ネオニコチノイ
ド系農薬汚染の実態 . Tombo, 62: 26–37.

Karube H., Phan, Q. T., & Ngo Q. P., 2020. 
Additional records of Vietnamese Odonata. 
III. Odonata from central Vietnam, with 
description of a new species of Heliogomphus 

（Odonata: Gomphidae）. Tombo, 62: 38–52.
Karube H., Shingo Sano S., & Phanarat., 2020. 

New record of Chlorogomphus arooni 
Asahina, 1981 （Odonata: Chlorogomphidae） 
from Cambodia. Tombo, 62: 38–52. 70–72.

Ishikawa H., & Karube H., 2020. A New Species 
of the Genus Hexacentrus  （Orthoptera: 
Tettigoniidae） from Hahajima, the Ogasawara 
Islands, South Japan. Japanese Journal of 
Systematic Entomology, 26 （2）: 333–335.

Ngo Q. P., Phan, Phan, Q. T., Karube H., Kompier 
T., Bui A. P., & Le H. S., 2020. Description of 
the female and notes on ecology of Sieboldius 
nigricolor （Fraser, 1924） from central Vietnam 

（Odonata: Gomphidae）. A Journal of the 
International Dragonfly Fund IDF 152: 1–7.

苅部治紀・加賀玲子 , 2021. 神奈川県内の絶滅危
惧種キバネツノトンボの現状 . 神奈川県立博
物館研究報告 50: 137–141.

［著作・著書・調査報告書・資料等］
苅部治紀・加賀玲子 , 2020. 大東諸島からスナア

カネを初確認 . Tombo, 62: 136.
杉山美樹・苅部治紀・関東準之助 , 2020. 八重山

諸島（西表島）からタガメの再確認 . Rostria, 
No. 65, 2020: 49–50. 

苅部治紀 , 2020. 危機が迫る絶滅危惧トンボ類の
保全 . 昆虫と自然 , （742）: 2–3.

苅部治紀 , 2020. ハネナガチョウトンボの現状と
保全 . 昆虫と自然 , （742）: 18–21.

［普及的著作等］
苅部治紀 , 2020. オガサワラシジミ衰亡から学ぶ

べきこと . 自然保護 , （579）: 30–31.
苅部治紀 , 2020. カンボジアの水生昆虫 . 自然科

学のとびら , 26（2）: 10–11.
［学会発表等］
苅部治紀・亀田 豊 , 2021. 水田だけではない　明

らかになった絶滅危惧水生昆虫へのネオニコ
チノイド系農薬の影響 . 日本生態学会岡山大会

渡辺恭平（わたなべ　きょうへい）　動物学（昆虫類）
［論文］
Watanabe, K., 2020. Taxonomic study of the tribe 

Banchini （Hymenoptera: Ichneumonidae: 
Banchinae） from Japan. Japanese Journal 
of Systematic Entomology, Supplementary 
Series, （2）: 1–58.

Watanabe, K., 2020. Review of the genus 
Gnathochorisis  Förster, 1869 （Hymenoptera, 
Ichneumonidae, Orthocentrinae） from Japan, 
with description a new species. Japanese Journal 
of Systematic Entomology, 26（1）: 48–52.

Watanabe, K., H. Mukai, H. Kitajima & M. 
Sueyoshi, 2020. The ichneumonid parasitoids 
of the fungus gnats genus Neoempheria 
Osten Sacken （Diptera: Mycetophilidae） 
infesting edible fungi in the sawdust-based 
cultivation houses. Japanese Journal of 
Systematic Entomology, 26（1）: 53–61.

Morishita, S. & K. Watanabe, 2020. Review of 
the genus Enizemum Förster （Hymenoptera: 
Ichneumonidae: Diplazontinae） from Japan. 
Japanese Journal of Systematic Entomology, 
26（1）: 153–156.

Taniwaki, T., A. Tamura & K. Watanabe, 2020. 
Species richness, abundance, and diversity of 
ichneumonid wasps in Japanese beech forests 



— 26 —

impacted by sika deer and sawfly herbivory. 
Entomological Science, 23（4）: 393–404. （doi: 
https://doi.org/10.1111/ens.12437）

Watanabe, K., 2020. Notes on the genus 
Pellis  Sheng & Sun, 2014 （Hymenoptera, 
Ichneumonidae, Banchinae）, with a new 
record from Japan. Zootaxa, 4877（2）: 386–
390. （doi: 10.11646/zootaxa.4877.2.10.）

Watanabe, K., 2020. Revision of the genus Cymodusa 
Holmgren, 1859 （Hymenoptera, Ichneumonidae, 
Campopleginae） from Japan. Japanese Journal of 
Systematic Entomology, 26（2）: 201–205.

Watanabe, K., 2020. New distribution records of 
the subfamily Tryphoninae （Hymenoptera, 
Ichneumonidae） in Japan. Japanese Journal of 
Systematic Entomology, 26（2）: 208–215.

Riedel, M. & K. Watanabe, 2021. Contribution 
to the genus Coelichneumon  Thomson 
in Japan （Hymenoptera, Ichneumonidae, 
Ichneumoninae）. Zootaxa, 4948（4）: 501–545.

渡辺恭平・瀬能 宏 , 2021. 神奈川県小田原市で
確認されたアシグロアオゴミムシ Chlaenius 

（Pachydinodes） leucops （Wiedemann, 1823）
（コウチュウ目，オサムシ科）. 神奈川自然誌
資料 , （42）: 65–70.

志村映実・櫻井大和・渡辺恭平・中濱直之・奥
田真未・岩元明敏・岩崎貴也 , 2021. 神奈川
大学湘南ひらつかキャンパスにおける地表徘
徊性甲虫相と建設以前からの変化 . 神奈川自
然誌資料 , （42）: 77–86.

渡辺恭平・川島逸郎 , 2021. 神奈川県箱根町にお
けるミズバチ Agriotypus gracilis Waterston, 
1930（ハチ目，ヒメバチ科）の再発見 . 神奈
川自然誌資料 , （42）: 29–32.

Watanabe, K., 2021. Taxonomic and zoogeographic 
study of the Japanese Phygadeuontinae 

（Hymenoptera, Ichneumonidae）, with 
descriptions of 17 new species. Bulletin of 
the Kanagawa Prefectural Museum （Natural 
Science）, （50）: 55–136.

小林純子・渡辺恭平 , 2021. ゴキブリヤセバチ（ハ
チ目，ヤセバチ科）の秋田県からの新分布記
録 . 昆蟲ニューシリーズ , accepted.

Morishita, S. & K. Watanabe, 2021. Review of the 
genus Diplazon Nees, 1819 （Hymenoptera: 
Ichneumonidae: Diplazontinae） from Japan. 
Zootaxa, accepted.

［著作・著書・調査報告書・資料等］
渡辺恭平・向井裕美 , 2020. 第 10 章 シイタケを

守る：ハエヒメバチの多様性と生態 . 前藤薫
（編），寄生バチと狩りバチの不思議な世界，
pp. 201–217. 一色出版 , 東京 . 

渡辺恭平・前藤 薫 , 2020. 第 14 章 ハチの採集と
同定 . 前藤薫（編），寄生バチと狩りバチの
不思議な世界 , pp. 291–314. 一色出版，東京 . 

渡辺恭平・齋藤 理 , 2020. 神奈川県から発見さ
れたタイワンヒラアシキバチ . 神奈川虫報 , 

（201）: 89–90.
岩崎響亮・渡辺恭平 , 2020. 酒匂川河川敷でヤナギ

ハムシの生息を確認 . 神奈川虫報 , （201）: 88.
渡辺恭平 , 2020. 日本産ウスマルヒメバチ族

Banchini の同定資料 . 神奈川虫報 , （202）: 
14–21.

渡辺恭平 , 2020. 日本および周辺地域に産するハ
バチヒメバチ亜科（ハチ目，ヒメバチ科）の
属への検索表 . 神奈川虫報 . （202）: 43–55.

渡辺恭平 , 2020. 南足柄市でカバオビドロバチを
採集 . 神奈川虫報 , （202）: 86.

渡辺恭平・加藤誠士・加藤和紀 , 2020. 狩川本流
で採集されたシマゲンゴロウ . 神奈川虫報 , 

（202）: 86.
渡辺恭平・樽　創・川島逸郎 , 2020. 小田原市で

イワツバメシラミバエを採集 . 神奈川虫報 , 
（202）: 81–82.

渡辺恭平 , 2020. 岐阜県、愛知県、滋賀県から記
録されたヒメバチについて－記録の訂正と追
加－ . つねきばち , （35）: 39–46.

渡辺恭平 , 2020. 田埜 正氏より寄贈された対馬
産のヒメバチ . つねきばち , （35）: 47–48.

渡辺恭平 , 2020. 2019 年および 2020 年に神奈
川県内で採集した昆虫の記録 . 神奈川虫報 , 

（203）: 66–81.
栗原草太・渡辺恭平 , 2020. ミヤマカラスアゲ

ハ春型を川崎市宮前区で採集 . 神奈川虫報 , 
（203）: 65.

山口華穂・渡辺恭平 , 2020. 大井町でリュウキュ
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ウムラサキを採集 . 神奈川虫報 , （203）: 19.
［普及的著作等］
渡辺恭平, 2020年4月11日. 家の近所で見つかっ

た本州初記録のハチの話 . 第 25 回 神静民報 
Chikyuhaku「学芸」voice. 神静民報社 , 小田原 .

渡辺恭平 , 2020. コオイムシ . 広報おおい（大井
町広報誌）, (656): 16.

渡辺恭平 , 2020. 恐怖の外来種 クビアカツヤカ
ミキリ . 自然科学のとびら , 26（2）: 1.

渡辺恭平 , 2020. 昆虫を上手に採る術（すべ）. 
神奈川県立生命の星・地球博物館友の会通信 , 
(109): 3. 

渡辺恭平 , 2020. 古民家に暮らすハチたち . か
ながわトラストみどり財団 , 機関誌ミドリ , 

（118）: 6–9.
渡辺恭平 , 2020. 新刊紹介「寄生バチと狩りバチ

の不思議な世界」. 花蝶風月（神奈川昆虫談
話会連絡誌）, 176: 7.

渡辺恭平 , 2020. 虫本紹介～新しい本から古い本
まで～ . 花蝶風月（神奈川昆虫談話会連絡誌）, 
176: 2–6.

渡辺恭平, 2020. ヒメアカタテハ. 広報おおい（大
井町広報誌）, 662: 20.

渡辺恭平 , 2020. 昆虫愛好家垂涎の珍虫　テン
トウゴキブリ . 第 10 回生命の星・地球博物
館学芸員の展示余話 . https://nh.kanagawa-
museum.jp/www/contents/1598971982765/
index.html#no10

渡辺恭平 , 2020. 世界最大級のハチ、タラン
チュラホーク . 第 18 回生命の星・地球博物
館学芸員の展示余話 . https://nh.kanagawa-
museum.jp/www/contents/1598971982765/
index.html#no18

渡辺恭平 , 2021. セイヨウミツバチ . 広報おおい
（大井町広報誌）, (665): 16.

渡辺恭平 , 2021. 学芸員の雑記帳① . 神奈川県立
生命の星・地球博物館友の会通信 111 号 , 2–3. 

渡辺恭平 , 2021. モルフォチョウのおなか . 第
24 回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no24

渡辺恭平 , 2021. 日本の国蝶　オオムラサキ . 第
28 回生命の星・地球博物館学芸員の展示余

話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no28

渡辺恭平 , 2021. 博物館で世界昆虫めぐり . 第
37 回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no37

［学会発表等］
神保宇嗣・鈴木まほろ・渡辺恭平・持田 誠・平

田慎一郎・大澤剛士 , 2021 年 2 月 13 日 . パ
ネル討論会：これからの日本の生物多様性情
報インフラを考える . 地球規模生物多様性情
報機構日本ノード . オンライン講演 . 

松本涼子（まつもと　りょうこ）
動物学（両生・爬虫類）

［論文］
Dong, L., Matsumoto, R., Kusuhashi, N., Wang, 

Y. & Evans, SE. 2020. A new choristodere 
（Reptilia: Choristodera） from an Aptian–Albian 
coal deposit in China.  Journal of Systematic 
Palaeontology, 18 （15）: 1223–1242.

酒井佑輔・真鍋 真・松本涼子・籔本美孝・平山 
廉 . 2020. 福井県大野市九頭龍地域の下部白
亜系手取層群伊月層より産出する脊椎動物化
石 .　福井県立恐竜博物館紀要 19: 105–112.

［普及的著作等］
松本涼子 , 2020. Professional：博物館学芸員 . 新

版理科の世界 3. 大日本図書 . p 122. 
松本涼子, 2020. 世界最大のカメ、オサガメがやっ

てきた . 自然科学のとびら . 26 （4）: 28–29.
松本涼子 , 2020. 生命展示室の入り口で足を

止めよう！メソサウルスの見どころ . 第６
回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . http://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no6

松本涼子 , 2020. カエルの鳴き声クイズに挑戦 . 
第 19 回生命の星・地球博物館学芸員の展示
余 話 . http://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no19

松本涼子 , 2020. カメの祖先だと考えられていた
こともありました . 第 27 回生命の星・地球博
物館学芸員の展示余話 . http://nh.kanagawa-
museum.jp/www/contents/1598971982765/
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index.html#no27
松 本 涼 子，2020. 少 し し ゃ が ん で ミ ズ オ オ

ト カ ゲ の 骨 格 を 見 る と・・・. 第 31 回
生 命 の 星・ 地 球 博 物 館 学 芸 員 の 展 示 余
話 . http://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no31

［学会発表等］
Tada, S., Matsumoto, R., Hanai, T., Iwami, Y., 

Tomita, N., Tsuihiji, T. 2020. Evaluation of 
endothermy based on nasal structures in 
extant Am-niota. 第 20 回東京大学生命科学シ
ンポジウム .2020 年 10 月 30 日 . 

多田誠之郎・松本涼子・花井智也・岩見恭子・
富田直樹・對比地孝亘 鼻腔構造にもとづく非
鳥類恐竜類の代謝状態の解明 . 日本古生物学
会第 170 回例会（口頭発表）. 2021 年 2 月 6 日 . 

酒井佑輔・真鍋真・松本涼子・籔本美孝・平
山廉 福井県大野市九頭竜地域の下部白亜系
手取層群伊月層より産出する脊椎動物化石 . 
日本古生物学会第 170 回例会（口頭発表）. 
2021 年 2 月 7 日 . 

鈴木 聡（すずき　さとし）　動物学（哺乳類）
［論文］
花上諒大・崎山直夫・加登岡大希・鈴木 聡・石川 創・

山田 格・田島木綿子・樽　創 , 2021. 相模湾・
東京湾沿岸で記録されたハクジラ亜目マイル
カ科について . 神奈川自然誌資料 , （42）: 1–21.

［普及的著作等］
鈴木 聡 , 2020. 比べてみよう！ 5 体のクマ剥製 . 

第 13 回生命の星・地球博物館学芸員の展示
余 話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no13

鈴木 聡 , 2020. 哺乳類の性的二型：イタチとゾ
ウアザラシの意外な共通点 . 自然科学のとび
ら , 26 （2）: 12–13.

鈴木 聡 , 2020. ノウサギの衣替え . 神静民報 .
鈴木 聡 , 2021. 収蔵資料のウェブ公開 . 自然科学

のとびら , 27 （1）: 6–7.

広谷浩子（ひろたに　ひろこ）　動物学（哺乳類）
［普及的著作等］
広谷浩子 , 2021. ウェルカム・ベアの由来 . 自然

科学のとびら , 27（1）: 4.
広谷浩子 , 2020. 最後の展示は人類です。第

7 回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . http://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no7

広谷浩子，2021. サルの世界の楽しみかた . 第
34 回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . http://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no34

加藤ゆき・広谷浩子 , 2020. 外来生物問題をど
のように伝えるのか？自然史博物館の取り組
み . 金属 , 90（9）: 45–51.

瀬能 宏（せのう　ひろし）　動物学（魚類）
［論文］
山川宇宙・碧木健人・津田吉晃・瀬能 宏 , 2020. 

三重県で採集されたオカメハゼおよびクチサ
ケハゼ . 南紀生物 , 62（1）: 22–25.

Araki ,  M., K. Uehara, H. Senou and H. 
Motomura, 2020. First records of the pughead-
pipefish Bulbonaricus davaoensis （Teleostei: 
Syngnathidae） from Japan. Species Diversity, 
25: 163–169. DOI: 10.12782/specdiv.25.163

Takigawa, Y., S. Kato, T. Nakano, K. Nakai, K. 
Tomikawa, S. Ishikawa, T. Fujita, K. Hosoya, 
S. Kawase, H. Senou, T. Yoshino and M. 
Nishino, 2020. The Vega Collection at the 
end of the nineteenth-century survey of Lake 
Biwa. In Kawanabe, H., M. Nishino and M. 
Masayoshi, eds., Lake Biwa: interactions 
between nature and people, Second editions, 
pp. 247–257. Springer, Cham.

Tea, Y.-K., A. C. Gill and H. Senou, 2020.  
Two new species of Pseudojuloides  from 
Western Australia and southern Japan, with 
a redescription of Pseudojuloides elongatus 

（Teleostei: Labridae）. Copeia, 108（3）: 
551–569. DOI: 10.1643/CI-19-316

崎山直夫・加登岡大希・瀬能 宏 , 2021. 2018 年に
相模湾から得られたホホジロザメ（ネズミザメ
目ネズミザメ科）と同湾および周辺海域におけ
る出現状況 . 神奈川自然誌資料 , （42）: 47–52.

山下龍之丞・三井翔太・碧木健人・瀬能 宏 , 
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2021. 神奈川県沿岸より初記録となるヌエハ
ゼ Siphonogobius nue  Shibukawa & Iwata, 
1998 の形態と棲息環境 . 神奈川自然誌資料 , 

（42）: 57–64.
Fujiwara, K., K. Kawama, N. Muto, H. Senou and 

H. Motomura, 2021. Validity and redescription 
of the poorly known Japanese blenny Alticus 
orientalis  Tomiyama 1955 （Perciformes: 
Blenniidae）. Ichthyological Research. DOI: 
https://doi.org/10.1007/s10228-020-00798-8

渡辺恭平・瀬能 宏 , 2021. 神奈川県小田原市で
確認されたアシグロアオゴミムシChlaenius 

（Pachydinodes） leucops （Wiedemann, 1823） 
（コウチュウ目 , オサムシ科）. 神奈川自然誌
資料 , （42）: 65–70.

矢頭卓児・手良村知功・江藤 曉・瀬能 宏 , 
2021. 静岡県沖から得られたホウボウ科魚類
バケソコホウボウの形態変異 . 神奈川県立博
物館研究報告（自然科学）, （50）: 31–37.

田 中 翔 大・ 斉 藤 洪 成・ 瀬 能 宏 , 2021. 小 笠
原諸島父島から採集されたクチボソボラ
Neomyxus leuciscus 稚魚とその生物地理学的
考察 . 神奈川県立博物館研究報告（自然科学）, 

（50）: 39–45.
波戸岡清峰・瀬能 宏・矢野幾維・鈴木寿之 , 

2021. 八重山諸島西表島から得られた日本初
記録のコクハンカワウツボ（新称）とその出
現状況 . 神奈川県立博物館研究報告（自然科
学）, （50）: 47–53.

［著作・著書・調査報告書・資料等］
鈴木寿之・渋川浩一・矢野維幾著 , 瀬能 宏監修 , 

2021. 新版日本のハゼ . 584 pp. 平凡社 , 東京 .
瀬能 宏 , 2021. 総説 : ハゼとはどんな魚か . 鈴木

寿之・渋川浩一・矢野維幾著 , 瀬能　宏監修 , 
新版日本のハゼ , pp. 17–21. 平凡社 , 東京 .

［普及的著作等］
瀬能 宏 , 2020. リュウグウノツカイの剥製の

秘密 . 第 3 回生命の星・地球博物館学芸員
の 展 示 余 話 . http://nh.kanagawa-museum.
jp/www/contents/1598971982765/index.
html#no3

瀬能 宏 , 2020. あなたはハシナガチョウザメ
を見たか！？ 第 17 回生命の星・地球博物

館 学 芸 員 の 展 示 余 話 . http://nh.kanagawa-
museum.jp/www/contents/1598971982765/
index.html#no17

西潟正人著 , 瀬能 宏監修 , 2020. 改訂新版日本産
魚料理大全 . 389 pp. 緑書房 , 東京 .

瀬能 宏 , 2020. ウミテング（ウミテング科）. 自
然科学のとびら , 26（4）: 25.

瀬 能 宏 , 2021. 謎 の マ グ ロ . 第 30 回 生 命
の 星・ 地 球 博 物 館 学 芸 員 の 展 示 余 話 . 
http ://nh.kanagawa-museum. jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no30

村瀬敦宣・緒方悠輝也・山﨑裕太・三木涼平・
和田正昭・瀬能 宏編 , 2021. 新・門川の魚図
鑑　ひむかの海の魚たち . 358 pp. 宮崎大学
農学部附属フィールド科学教育研究センター
延岡フィールド , 延岡市 .

［学会発表等］
Teramura, A., K. Koeda, H. Senou, K. Kikuchi 

and S. Hirase. 2020 （August 20–21）. DNA 
barcoding of mesopelagic and demersal fish 
species on the continental shelf and upper slope 
in Japanese and Taiwanese waters. eDSBS2020, 
https://dsbsoc.org/conferences/edsbs/

手良村知功・小枝圭太・瀬能 宏・菊池 潔・平
瀬 祥 太 朗 . 2020 （December 22–23）. DNA 
barcoding of mesopelagic and demersal fish 
species on the continental shelf and upper 
slope in Japanese and Taiwanese waters. バー
チャル研究会 : 生物多様性の DNA 情報学―
自然の計測と生命の理解のために . 理化学研
究所生命機能科学研究センター分子配列比較
解析チーム .

手良村知功・小枝圭太・瀬能 宏・菊池 潔・平
瀬祥太朗 . 2021 （March 28）. 日本近海産深
海性魚類の DNA バーコーディング . 令和３
年度日本水産学会春季大会 , オンライン .

大西 亘（おおにし　わたる）　植物学（維管束植物）
［論文］
大井和之・大西 亘，2021. DNA バーコーディン

グで明らかにされた真鶴半島におけるビロウ 
Livistona chinensis （Jacq.） R.Br. ex Mart.（ヤシ
科）の野生化 . 神奈川自然誌資料，42: 129–134. 



— 30 —

［著作・著書・調査報告書・資料等］
大西 亘 , 2020. 自然史系博物館における標本の

収集と管理 . ニッチェ・ライフ 7: 19–25.
山本絢子・馬場しのぶ・大西 亘 , 2020. エイ

ザンスミレとトウカイスミレの推定雑種 . 
FLORA KANAGAWA, 89: 1062–1063.

大西 亘・植物誌調査会藤沢グループ , 2020. ホ
シケチドメグサは 2 通りの種子散布機会を持
つ . FLORA KANAGAWA, 89: 1063–1065.

大西 亘 , 2020. 自然史博物館×デジタルアーカ
イブ ― オープンサイエンスを拓く一例とし
ての魚類写真資料データベース. 井上透（監）・
中村覚（編），デジタルアーカイブ・ベーシッ
クス３　自然史・理工系研究データの活用 , 
pp. 89–111, 233. 勉誠出版 . 東京 . 

［普及的著作等］
大西 亘 , 2020. 身近な木々に迫る危機 . 神静民

報 , 2020 年 5 月 16 日 . 神静民報社 , 小田原 .
［学会発表等］
大西 亘 , 2021 年 1 月 9 日 . 自然史系学術情報流

通の現状と展望 . 第 25 回情報知識学フォー
ラム , オンライン開催 . 

折原貴道（おりはら　たかみち）　菌類学
［論文］
大 前 宗 之・ 山 本 航 平・ 折 原 貴 道 , 2020. 

Microstoma apiculosporum（チャワンタケ目
ベニチャワンタケ科）の国内初記録 . 日本菌
学会会報 , 61（1）: 27–32.

折原貴道 , 2020. ヤマイグチ亜科（イグチ科イグ
チ目）に含まれる日本産地下生菌の多様性と
分類 . 日本菌学会会報 , 61（2）: 63–80.

陶山 舞・高木 望・出川洋介・佐藤大樹・折原貴道 , 
2021. 神奈川県におけるフナムシ腸内寄生菌
フナムシヤドリ（新称）Asellaria ligiae の生
息状況 . 神奈川自然誌資料 , （42）: 53–56.

Yamamoto K., N. Endo, M. Ohmae, T. Orihara, 
2021. Balsamia oblonga  （Helvellaceae）, a 
new species from a subalpine forest in Japan. 
Truffology, 4（1）: 1–7.

［著作・著書・調査報告書・資料等］
佐々木廣海・折原貴道 , 2020. 北海道で開催され

た地下生菌観察会 . 北海道キノコの会会報 , 

60: 13–15.
折原貴道 , 2020. 前川研究室での思い出 . 前川二

太郎教授定年退職記念誌，pp. 4–5，前川二太
郎教授定年退職記念事業会，鳥取 . 

折原貴道 , 2021. 神奈川県博物館協会総合防災計
画活動報告 . 神奈川県博物館協会会報 , （92）: 
55–57.

［普及的著作等］
折原貴道 , 2021. 学芸員ボイス『菌類標本を集め

る—その特殊性』. 神静民報 2021年2月20日付.
折原貴道 , 2021. 新種発表の裏側—「ありふれた

種」の標本を集める重要性 . 自然科学のとび
ら , 27 （3）: 2–3.

［学会発表等］
折原貴道・中島稔・山本航平・大前宗之・畠山

颯太・大塚健祐，2020 年 6 月 20 日 . 国内ユー
カリ植栽地から発生が確認された南半球原産
の地下生菌 3 種について . 一般社団法人日本
菌学会第 64 回大会，大阪市立自然史博物館，
大阪 . （現地開催中止；講演要旨発表のみ）

折原貴道，2021 年 1 月 7 日 . 分類学は実は最先
端？―未知のきのこと向き合う楽しさ . 第 20 
回日本分類学会連合公開シンポジウム「分類
学のすすめ—未来の分類学者に向けて—」（国
立科学博物館共催）. オンライン開催 . 

石田祐子（いしだ　ゆうこ）
植物学（植物生態学 ･ 植生学）

［著作・著書・調査報告書・資料等］
石田祐子 , 2021. 神奈川県立生命の星・地球

博物館の収蔵資料公開スタート . FROLA 
KANAGAWA, 90: 1086–1087. 

［普及的著作等］
石田祐子 , 2020, リンドウの花の性 . 第 9 回

生 命 の 星・ 地 球 博 物 館 学 芸 員 の 展 示 余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no9

石田祐子 , 2020. ハマオモト－博物館の歴史を
知る！？－ . 第 15 回生命の星・地球博物
館学芸員の展示余話 . https://nh.kanagawa-
museum.jp/www/contents/1598971982765/
index.html#no15

石田祐子 , 2021. ハコネコメツツジは何属か？ . 
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第 25 回生命の星・地球博物館学芸員の展示
余 話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no25

石田祐子 , 2021. 果実までもがトゲトゲのバラ . 
第 38 回生命の星・地球博物館学芸員の展示
余 話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no38

石田祐子 , 2020. 自宅でできる標本調査の下調
べ . SHINANENSE 長野県植物誌改訂委員会
News Letter，Vol4（3）（No.24）: 3–5. 

石田祐子 , 2021. 富士箱根地域のサクラと言え
ば？　神静民報 .

［学会発表等］
石田祐子・中村幸人 , 2021 年 3 月 17–21 日 . 北

アルプス後立山連峰北部の高山荒原の植生地
理学的研究 . 日本生態学会第 68 回全国大会 . 
岡山（オンライン開催）. 

大島光春（おおしま　みつはる）
古生物学（哺乳類）

［論文］
大島光春・髙橋 知・建見 聡・熊谷健太・三谷

恭子・ちがさき丸ごとふるさと発見博物館ア
クションプロジェクト運営部会 , 2021. エコ
ミュージアム活動における継続的な「企画展」
開催の意義―ちがさき丸ごとふるさと発見博
物館（神奈川県）の事例から―. 展示学 ,  （60・
61）: 28‒29. 日本展示学会 . 

［普及的著作等］
大島光春 , 2020. 最古の化石の最新情報 . 第 5

回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no5

大島光春 , 2020. カモノハシ恐竜の鶏冠 . 第 16
回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no16

大島光春 , 2020. カモノハシ恐竜の歯 . 第 32
回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no32

大 島 光 春 , 2020. 恐 竜 の 歯 . 第 35 回 生 命
の 星・ 地 球 博 物 館 学 芸 員 の 展 示 余 話 . 

https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no35

大島光春 , 2020. トリケラトプスの歯 . 第 39
回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no39

井島真知・大島光春 , 2020. 展示の評価 . 全科協
ニュース , 50（5）: 2. 全国科学博物館協議会 .

井島真知・大島光春 編 , 2020. 特集 展示の評価 . 
全科協ニュース , 50（5）: 2‒9. 全国科学博物
館協議会 .

大島光春 , 2020 年 9 月 26 日 . 境界域に生きる . 
神静民報 . 

大島光春 , 2021. ほね . よんでたのしむいきもの
づくしものづくし 11, pp. 1‒4. いきものづく
し ものづくし 11 別冊 . 福音館書店 , 東京 .

大島光春 , 2021. 来館者が持参したデジタル・デ
バイスを解説に利用している現場から . 全科協
ニュース , 51（2）: 2‒3. 全国科学博物館協議会 .

大島光春 編 , 2021. 特集 来館者が持参したデジ
タル・デバイスを解説に利用している現場か
ら . 全科協ニュース , 51（2）: 2‒9. 全国科学
博物館協議会 .

［学会発表等］
大島光春・髙橋 知・建見 聡・熊谷健太・三谷恭子・

ちがさき丸ごとふるさと発見博物館アクショ
ンプロジェクト運営部会，2020 年 9 月 20 日 . 
エコミュージアム活動における継続的な「企
画展」開催の意義―ちがさき丸ごとふるさと
発見博物館（神奈川県）の事例から―. 第 39
回日本展示学会研究大会 , オンライン .

樽　創（たる　はじめ）　古生物学（哺乳類）
［論文］
Shota Mitsui, Hajime Taru, Fumio Ohe, Chien-

Hsiang Lin, Carlos Augusto Strüssmann, 2021. 
Fossil fish otoliths from the Chibanian Miyata 
Formation, Kanagawa Prefecture, Japan, with 
comments on the paleoenvironment. Geobios, 
64: pp. 47–63.

花上諒大・崎山直夫・加登岡大希・鈴木 聡・石川 創・
山田 格・田島木綿子・樽　創 , 2021. 相模湾・
東京湾沿岸で記録されたハクジラ亜目マイル
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カ科について . 神奈川自然誌資料 , （42）: 1–21.
前田大智・樽　創・福嶋 徹・髙桒祐司・鍔本武久 , 

2021. 東京都昭島市の下部更新統加住層（上総
層群）から産出したシカ属の化石 . 神奈川県
立博物館研究報告（自然科学）, （50）: 21–29.

Kazue Ohishi, Masao Amano, Ken Nanamatsu, 
Nobuyuki Miyazaki, Yuko Tajima, Tadasu K. 
Yamada, Ayaka Matsuda, Mari Ochiai, Takashi 
F. Matsuishi, Hajime Taru, Hajime Iwao and 
Tadashi Maruyama, 2020. Serologic survey of 
Brucella infection in cetaceans inhabiting along 
the coast of Japan. The Journal of Veterinary 
Medical Science, 82（1）: 43–46.

［著作・著書・調査報告書・資料等］
渡辺恭平・樽　創・川島逸郎 , 2020. 小田原市で

イワツバメシラミバエを採集 . 神奈川虫報 , 
202: 81–82.

［普及的著作等］
樽　創 , ゴンフォテリウムの眠った場所 . 第

11 回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no11

［学会発表等］
前田大智・樽　創・福嶋 徹・髙桒祐司・鍔本武久 , 

2020 年 12 月５日 . 東京都昭島市の更新統加
住層から産出したシカ化石 . 愛媛大学理学部 , 
第 20 回日本地質学会四国支部総会・講演会 .

田口公則（たぐち　きみのり）　古生物学（貝類）
［論文］
志澤泰彦・田口公則 , 2021. 「展示見学ポートフォリ

オづくり」における概念地図法を用いた一考察
－理科教育法の課外授業の実践報告－ . 日本大
学生物資源科学部「教職課程紀要」, 4: 51–59.

［著作・著書・調査報告書・資料等］
松島義章・田口公則・川名ひろみ , 2020. 材木

座町屋遺跡（材木座五丁目 946 番 1 番地）出
土の貝類 . 神奈川県・鎌倉市材木座町屋遺跡

（No.261）発掘調査報告書 , 221–236.
山下浩之・田口公則 , 2021. 総合研究「現代的な

視点による神奈川県地質史の構築」刊行にあ
たって　伊豆－小笠原弧北端部の地質概要 . 
神奈川博調査研報（自然）, 16: 1–6.

田口公則・山下浩之・石浜佐栄子 , 2021. 足柄地
域の地質：フィリピン海プレートの北縁、伊
豆衝突帯の現場 . 神奈川博調査研報（自然）, 
16: 35–48.

石浜佐栄子・笠間友博・西澤文勝・田口公則・
山下浩之 , 2021. 衝突帯と付加体の間で形成
された大磯丘陵の地質と地史に関する再整
理 . 神奈川博調査研報（自然）, 16: 49–68.

柴田健一郎・野崎 篤・高橋直樹・笠間友博・西
澤文勝・田口公則 , 2021. 三浦半島の新第三系
と第四系：付加体―外縁隆起帯―前弧海盆堆
積物 . 神奈川博調査研報（自然）, 16: 69–106.

野崎 篤・笠間友博・西澤文勝・田口公則 , 2021. 
多摩丘陵および下末吉台地の第四系 . 神奈川
博調査研報（自然）, 16: 107–123.

河尻清和・笠間友博・西澤文勝・野崎 篤・田口
公則 , 2021. 相模野台地に分布する中津層群
と段丘堆積物 . 神奈川博調査研報（自然）, 
16: 125–136.

［普及的著作等］
田 口 公 則 , 2020. 天 井 に 光 る “ 地 球 ” . 第 22

回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no22

田 口 公 則 , 2020. 100 号 記 念「 歴 代 編 集 者
Q&A」. 自然科学のとびら , 26（3）: 20.

田口公則・松島義章 , 2021. フォトグラメトリで
タイワンシラトリの産状を再現 . 自然科学の
とびら , 27（1）: 5.

［学会発表等］
田口公則 , 2020 年 7 月 14 日 . 地域石材を文化

地質学の文脈に活かす：大磯町の石材「シン
ドーサキの石」を例に . JpGU - AGU Joint 
Meeting 2020: Virtual, オンライン .

田口公則・下出朋美 , 2021 年 1 月 30 日〜 2 月 7
日 . 「展示見学ポートフォリオ」の画像を用
いた来館者行動の分析：どのように巡り、何
を見て、感動したか . 全日本博物館学会第 46
回研究大会 , オンデマンド .

山下浩之（やました　ひろゆき）　地学（岩石学）
［論文］
Basch, V., A. Sanfilippo, C. Sani, Y. Ohara, J. Snow, 
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O. Ishizuka, Y. Harigane, K.  Michibayashi, 
A. Sen, N. Akizawa & H. Yamashita, 2020. 
Crustal accretion in a slow-spreading back-arc 
basin: Insights from the Mado Megamullion 
oceanic core complex in the Shikoku Basin. 
Geochemistry, Geophysics, Geosystems, https://
doi.org/10.1029/2020GC009199.

［著作・著書・調査報告書・資料等］
山下浩之・田口公則 , 2021. 総合研究「現代的な

視点による神奈川県地質史の構築」刊行にあ
たって　伊豆－小笠原弧北端部の地質概要 . 
神奈川博調査研報（自然）, 16: 1–6.

川手新一・河尻清和・山下浩之 , 2021. 丹沢山地
の地質 − 古伊豆・小笠原北端の衝突帯に関連
して –. 神奈川博調査研報（自然）, 16: 13–34.

田口公則・山下浩之・石浜佐栄子 , 2021. 足柄地
域の地質：フィリピン海プレートの北縁、伊
豆衝突帯の現場 . 神奈川博調査研報（自然）, 
16: 35–48.

石浜佐栄子・笠間友博・西澤文勝・田口公則・
山下浩之 , 2021. 衝突帯と付加体の間で形成
された大磯丘陵の地質と地史に関する再整
理 . 神奈川博調査研報（自然）, 16: 49–68.

山口珠美・山下浩之・萬年一剛・小林 淳 , 2021. 
箱根火山の地質と形成史：最近の研究レビュー . 
神奈川博調査研報（自然）, 16: 137–160.

［普及的著作等］
山下浩之 , 2020. 地球上に存在した巨大大陸「ゴン

ドワナ」. 公明新聞 , 18806 号 , 2020 年 4 月 31 日 .
山下浩之 , 2020. 余見の宝篋印塔に使われた石

材 . 広報おおい , 2020 年 9 月 1 日 .
山下浩之 , 2021. 余見の宝篋印塔に使われた石材

その２. 広報おおい , 2021 年 3 月 1 日 .
山下浩之 , 2021. 樹脂に埋め込まれた隕石 . 第

26 回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no26

山下浩之 , 2021. 最古の岩石は本当に最古？ . 第
36 回生命の星・地球博物館学芸員の展示余
話 . https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no36

［学会発表等］
小原泰彦・沖野郷子・秋澤紀克・藤井昌和・針金

由美子・平内健一・石塚 治・町田嗣樹・道林
克禎・Sanfilippo Alessio・Sani Camilla・Basch 
Velentin・Snow Jonathan・Sen Atlanta・ 谷 健
一郎・山下浩之 , 2020. 四国海盆の海洋下部地
殻と最上部マントル：マドメガムリオン航海
から探る . JpGU-AGU Joint Meeting 2020.

Basch, V., A. Sanfilippo, C. Sani, Y. Ohara, J. Snow, 
O. Ishizuka, Y. Harigane, K.  Michibayashi, A. 
Sen, N. Akizawa & H. Yamashita, 2020. Crustal 
accretion in a slow-spreading back-arc basin: 
Insights from the Mado Megamullion oceanic 
core complex （Shikoku Basin, Philippine Sea）. 
2020 Fall Meeting, AGU, Dec. 10.

秋澤紀克・小原泰彦・石塚 治・山下浩之 , 2020. 
背弧海盆におけるマグマ活動：マドメガムリ
オン（四国海盆）の例 . 日本地球化学会第 67
回オンライン年会 .

小原泰彦・沖野郷子・秋澤紀克・藤井昌和・針金
由美子・平内健一・石塚 治・町田嗣樹・道林
克禎・Sanfilippo Alessio・Sani Camilla・Basch 
Velentin・Snow Jonathan・Sen Atlanta・ 谷 健
一郎・山下浩之 , 2020. 四国海盆海洋コアコン
プレックスから明らかにする背弧海盆海洋地
殻 . 海と地球のシンポジウム , 東京大学大気海
洋研究所・海洋研究開発機構 , 2020.12.17

新井田秀一（にいだ　しゅういち）　環境科学
［論文］
新井田秀一 , 2021. 地球観測衛星画像や DEM を

用いた神奈川の地形判読 . 神奈川県立博物館
調査研究報告（自然科学）, （16）: 181–190.

［普及的著作等］
新井田秀一 , 2020. 角スコップのような足柄平

野 . 地球博「学芸」voice, 神静民報社 , 2020
年 7 月 11 日発行 .

石浜佐栄子（いしはま　さえこ）　地学（堆積学）
［論文］
石浜佐栄子・笠間友博・西澤文勝・田口公則・山

下浩之 , 2021. 衝突帯と付加体の間で形成された
大磯丘陵の地質に関する再整理 . 神奈川県立博
物館調査研究報告（自然科学）, （16）: 49–68.

田口公則・山下浩之・石浜佐栄子 , 2021. 足柄地
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域の地質 : フィリピン海プレートの北縁、伊
豆衝突帯の現場 . 神奈川県立博物館調査研究
報告（自然科学）, （16）: 35–48.

［著作・著書・調査報告書・資料等］
石浜佐栄子 , 2020. 学芸員が知りたいことを、来館

者からの評価で測る〜特別展「地球を『はぎ取
る』」を例に〜 . 全科協ニュース , 50（5）: 4–7.

［普及的著作等］
石 浜 佐 栄 子 , 2020. 100 号 記 念「 歴 代 編 集 者

Q&A」. 自然科学のとびら , 26（3）: 21.
石浜佐栄子 , 2020. どうやってここへ？展示室の

切り取り・型取り・はぎ取り標本 . 自然科学
のとびら , 26（4）: 26–27.

石浜佐栄子 , 2020. 小田原城の地層 . 地球博「学
芸」voice, 神静民報社 , 2020 年 6 月 13 日発行 .

石浜佐栄子 , 2021. これか〜！今の地球じゃ
できないコマチアイト . 第 8 回学芸員の
展 示 余 話 . Online, posted on 2020. 5. 5. 
https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1598971982765/index.html#no8.

西澤文勝（にしざわ　ふみかつ）　地学（火山地質学）
［論文］
小林 淳・青木かおり・村田昌則・西澤文勝・鈴木

毅彦 , 2020. 伊豆諸島，新島火山宮塚山イベン
ト以降のテフラ層序と噴火史 . 火山 , 65: 21–40.

［著作・著書・調査報告書・資料等］
西澤文勝 , 2020. テフラを見る . 富士山考古学研

究会編 , 富士山噴火の考古学 : 火山と人類の
共生史 , pp.186–189. 吉川弘文館 , 東京 .

石浜佐栄子・笠間友博・西澤文勝・田口公則・
山下浩之 , 2021. 衝突帯と付加体の間で形成
された大磯丘陵の地質と地史に関する再整
理 . 神奈川県立博物館調査研究報告（自然科
学）, 16: 49–68.

笠間友博・西澤文勝 , 2021. 神奈川県に分布する
テフラ−関東ローム層と中期更新世の指標テ
フラ− . 神奈川県立博物館調査研究報告（自
然科学）, 16: 161–180.

河尻清和・笠間友博・西澤文勝・野崎 篤・田口
公則 , 2021. 相模野台地に分布する中津層群
と段丘堆積物 . 神奈川県立博物館調査研究報
告（自然科学）, 16: 125–136.

野崎 篤・笠間友博・西澤文勝・田口公則 , 2021. 
神奈川県立博物館調査研究報告（自然科学）, 
16: 107–123.

柴田健一郎・野崎 篤・高橋直樹・笠間友博・西
澤文勝・田口公則 , 2021. 三浦半島の新第三
系と第四系 : 付加体 – 外縁隆起帯 – 前弧海盆
堆積物 . 神奈川県立博物館調査研究報告（自
然科学）, 16: 69–106.

［普及的著作等］
西澤文勝 , 2020. 小田原の成り立ち . 小田原市郷土

文化館編 , 小田原市郷土文化館常設展示ガイド　
小田原の歴史と文化 , pp.14. 小田原市 , 小田原 .

西澤文勝 , 2020. 日本最大の隕石展示、マンドラ
ビラ隕石 . 第 1 回学芸員の展示余話 . Online. 
Available from internet: https://nh.kanagawa-
museum.jp/www/contents/1598971982765/
index.html#no1

西澤文勝 , 2020. 写真もみてね！地球の熱と火山
の噴火 . 第 12 回学芸員の展示余話 . Online. 
Available from internet: https://nh.kanagawa-
museum.jp/www/contents/1598971982765/
index.html#no12

西澤文勝 , 2020. 噴火の様子が違うわけ .  第
20 回 学 芸 員 の 展 示 余 話 . Online. Available 
from internet: https://nh.kanagawa-museum.
jp/www/contents/1598971982765/index.
html#no20

［学会発表等］
村田昌則・小林 淳・青木かおり・高橋尚志・西

澤文勝・鈴木毅彦 2020. 伊豆諸島，神津島火
山における過去 3 万年間の噴出量 . 日本火山
学会講演予稿集 2020 年度秋季大会 : 87.

山本真也・西澤文勝・吉本充宏・宮入陽介・横山
祐典・菅 寿美・大河内直彦 , 2020. Compound-
specific 14C analyses of fatty acids as potential 
dating tools for lake sediments: A case study 
from Lake Kawaguchi, central Japan. Abstracts 
of JpGU-AGU Joint Meeting 2020: HQR06-05.

大坪 奏（おおつぼ　かなで）　アーカイブズ
［普及的著作等］
大坪 奏 , 2020 年 12 月 12 日 . コロナ禍の博物館

とウェブサイト . 神静民報 .
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3.4．レファレンス対応人数

　2020 年度の学芸員のレファレンス業務について、件数の表記が可能なものを分野別に、問い合わせ
の手法によって分類し、表に示した。

レファレンス対応人数・マスコミに掲載された件数

マスコミ等の問合せ元（掲載未確認のものを含む）
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3.5．各種委員・役員・非常勤講師

　委員・役員については、「役職名（必要に応じ
機関・団体名）」の順に記載した。非常勤講師に
関しては、「学校名、科目名」の順に記載した。
査読については、和文誌については「雑誌名（依
頼元）」を日本語で、欧文誌については「雑誌名

（依頼元）」を欧文で記載した。
 
斎藤靖二

［委員・役員］
総務省 平和祈念館運営に関するアドバイザー
公益財団法人日本博物館協会理事
公益財団法人日本博物館協会「博物館研究」編

集委員
公益財団法人日本博物館協会 棚橋賞・博物館活

動奨励賞選考委員会委員
一般財団法人全国科学博物館振興財団評議員会

議長 
独立行政法人国立科学博物館附属自然教育園　

環境問題特別委員会委員 
独立行政法人国立科学博物館契約監視委員会委員
国立研究開発法人海洋研究開発機構 地球掘削科

学推進委員会委員長
聖光学院中学校・高等学校 SSH 運営委員会委員
公益財団法人東京地学協会会長（代表理事） 

平田大二
［委員・役員］
全国科学博物館協議会理事
神奈川県博物館協会理事
独立行政法人国立科学博物館の評価に関する有

識者会議委員（文化庁）
小田原市文化財保護委員会委員（小田原市教育

委員会）
相模原市文化財保護審議会委員（相模原市教育

委員会）
横須賀市文化財専門審議会委員（横須賀市教育

委員会）
（一社）日本地質学会理事会理事
（公社）東京地学協会コンプライアンス委員会委員
（公社）東京地学協会外部アドバイザリー委員会

委員

地学雑誌編集委員
地質の日事業推進委員会委員長
学校法人日本大学文理学部地球科学科・外部ア

ドバイザー委員会委員
学校法人玉川学園 SSH 運営指導委員会委員

［査読］
地学雑誌（（公社）東京地学協会発行）
地学教育（日本地学教育学会）

田中徳久
［委員・役員］
植生学会編集委員（植生学会）
神奈川県レッドリスト評価・選定委員会委員（神

奈川県）
かながわ生物多様性計画の改定に関する検討委

員会委員（神奈川県）
神奈川県植物誌調査会運営委員
横浜植物会運営委員
大和市文化財保護審議会委員
茅ヶ崎市環境審議会委員
大磯町環境審議会委員
大磯町文化財専門委員
箱根町文化財保護委員
寺家ふるさと村「四季の家」管理運営委員会委員

［非常勤講師等］
神奈川大学理学部非常勤講師（前期）「地域の自

然史」
桜美林大学非常勤講師（後期・集中）「野外安全管理」

［査読］
植生学会誌（植生学会）

佐藤武宏
［委員・役員］
神奈川県レッドリスト評価・選定委員会委員（神

奈川県）
［非常勤講師］
神奈川大学理学部非常勤講師（前期）「地域の自

然史」
日本大学生物資源科学部非常勤講師（後期）「博

物館概論」
［査読］
神奈川自然誌資料
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加藤ゆき
［委員・役員］
日本鳥学会監事（日本鳥学会）
神奈川県鳥類目録編集委員会委員（日本野鳥の

会神奈川支部）
周南市ツル保護協議会委員（山口県周南市）
相模原市環境影響評価審査会委員（神奈川県相

模原市）
［査読］
日本鳥学会誌（日本鳥学会）
神奈川自然誌資料

苅部治紀
［委員・役員］
日本トンボ学会会長
日本トンボ学会編集委員会委員長
日本トンボ学会自然保護委員長
日本甲虫学会自然保護委員
小笠原諸島世界自然遺産地域科学委員会委員
環境省令和元年度絶滅のおそれのある野生生物

の選定・評価検討会昆虫分科会検討委員
環境省希少野生生物推進員
環境省小笠原希少昆虫保護増殖事業連絡会議委

員 環境省グリーンアノール対策ワーキング
グループ 座長

環境省兄島陸産貝類保全プロジェクト会議検討
委員

林野庁小笠原諸島森林生態系保護地域保全管理
委員会委員 

林野庁小笠原諸島固有森林生態系修復事業アド
バイザー

東京都聟島列島植生回復調査検討委員会委員
東京都父島列島外来樹木対策検討委員会委員
東京都北進線改修事業に関わる専門家委員会委員 

［査読］
Trombo （日本トンボ学会）
Aeschna（トンボ研究会） 
保全生態学研究（日本生態学会） 

渡辺恭平
［委員・役員］
日本昆虫学会代議員（日本昆虫学会）
日本昆虫目録編集委員（日本昆虫学会）

神奈川昆虫談話会幹事（神奈川昆虫談話会）
JBIF ワーキンググループメンバー

［査読］
Fauna Ryukyuana（琉球大学風樹館）
神奈川自然誌資料
Animal Systematics, Evolution and Diversity　

（Korean Society of Systematic Zoology）
ZooKeys

松本涼子
［委員・役員］
日本古生物学会和文誌「化石」　編集
白山市恐竜パーク運営委員
神奈川県レッドリスト評価・選定委員会委員（神

奈川県）
国立科学博物館協力研究員

［査読］
Palaeontology （英国古生物学会）
化石（日本古生物学会和文誌）　
神奈川自然誌資料

鈴木　聡
［委員・役員］
日本哺乳類学会分類群名・標本検討委員会（日

本哺乳類学会）
中大型哺乳類分布調査検討委員（自然環境研究

センター）
神奈川県レッドリスト評価・選定委員会委員（神

奈川県）
自然誌学会連合博物館部会委員

［非常勤講師等］
神奈川大学理学部非常勤講師（前期）「地域の自

然史」
［査読］
Mammal Study（日本哺乳類学会）
Journal of Veterinary Medical Science（日本獣医

学会）
神奈川自然誌資料

広谷浩子
［委員・役員］
日本人類学会人類学普及委員（日本人類学会） 
神奈川県鳥獣総合対策協議会サル対策専門部会
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委員（神奈川県）
神奈川県西湘地域鳥獣対策協議会委員（神奈川県） 
厚木市野生鳥獣対策会議委員（厚木市）

［非常勤講師等］
都留文科大学非常勤講師「博物館展示論」、「博

物館資料保存論」 
桜美林大学非常勤講師博物館実習「バリアフリ

一実習 1・2」 
［査読］
神奈川自然誌資料

瀬能　宏
［委員・役員］
日本魚類学会代議員（日本魚類学会）
日本魚類学会副会長（代表理事）（日本魚類学会）
日本魚類学会自然保護委員希少海産魚問題検討

部会委員（日本魚類学会）
日本魚類学会標準和名検討委員会委員長（日本

魚類学会）
日本生物地理学会評議員（日本生物地理学会）
神奈川県レッドリスト評価・選定委員会委員長

（神奈川県）
希少野生動植物種保存推進員（環境省）
絶滅のおそれのある野生生物の選定・評価検討

会海水魚類分科会委員（環境省）
令和２年度農林水産技術会議研究課題設定部会

（水産業の部）委員（神奈川県）
［査読］
タクサ
Cybium
魚類学雑誌（2 篇）
Ichthyological Research
Zootaxa
神奈川自然誌資料

大西　亘
［委員・役員］
日本植物分類学会植物データベース専門委員会

委員長
デジタルアーカイブ学会評議員
神奈川県レッドリスト評価・選定委員会植物・

菌類部会委員（神奈川県）
神奈川県植物誌調査会運営委員

種生物学会監査委員
［査読］
神奈川自然誌資料

折原貴道
［委員・役員］
日本地下生菌研究会会長
日本地下生菌研究会事務局
日本地下生菌研究会編集・出版統括
日本地下生菌研究会総会・シンポジウム担当
一般社団法人日本菌学会代議員
一般社団法人日本菌学会庶務担当幹事
一般社団法人日本菌学会 2020–2021 年度菌類観

察会実行委員
一般社団法人日本菌学会第 65 回大会実行委員

（シンポジウム企画）
日本菌学会関東支部企画幹事 ［菌類観察会担当］
日本菌学会関東支部第 7 回勝本賞選考委員会委員
神奈川県レッドリスト選定・評価委員会植物・

菌類部会委員（神奈川県）
神奈川県博物館協会総合防災計画推進委員会委

員長
神奈川県博物館協会機能研究部会幹事
文部科学省科学技術・学術政策研究 科学技術
予測センター専門調査員

［査読］
Journal of Fungi（MDPI）
神奈川自然誌資料
Fungal Systematics and Evolution （Westerdijk 

Fung a l  B i o d i v e r s i t y  I n s t i t u t e ,  Th e 
Netherlands）

石田祐子
［委員・役員］
神奈川県植物誌調査会運営委員
長野県植物誌改訂委員

［査読］
植生学会誌
神奈川自然誌資料

大島光春
［委員・役員］
全科協ニュース編集委員（全国科学博物館協議会）
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湘南台文化センターこども館運営委員会委員
茅ヶ崎市教育委員会文化生涯学習プラン推進委

員会委員
［非常勤講師等］
帝京科学大学（後期）博物館経営論（分担）

樽　創
［委員・役員］
日本哺乳類学会分類群名・標本検討委員会（日

本哺乳類学会）
神奈川地学会幹事
あきる野市文化財保護審議会委員（あきる野市

教育委員会）
［査読］
神奈川自然誌資料

田口公則
［委員・役員］
日本地質学会生涯教育委員会委員
日本共生科学会編集委員
全日本博物館学会行事委員
神奈川県博物館協会第 68 回全国博物館大会プロ

ジェクト委員
神奈川県地学会幹事

［非常勤講師等］
日本女子大学非常勤講師「博物館実習」

新井田秀一
［委員・役員］
箱根ジオパーク推進協議会幹事会委員

［非常勤講師等］
日本大学生物資源科学部非常勤講師（後期集中）

「博物館展示論」
神奈川大学理学部非常勤講師（前期）「地域の自

然史」　

山下浩之
［委員・役員］
箱根ジオパーク推進協議会幹事会委員
史跡江戸城石垣石丁場跡調査整備委員会専門委

員（熱海市教育委員会）
史跡江戸城石垣石丁場跡調査整備委員会専門委

員（伊東市教育委員会）
小田原市郷土文化館協議会委員（小田原市教育

委員会）
［非常勤講師］
学校法人玉川大学農学部非常勤講師（後期）「地学」
学校法人玉川大学農学部非常勤講師（後期）「地

学実験」

西澤文勝
［委員・役員］
箱根ジオパーク推進協議会幹事会役員
神奈川地学会幹事

［非常勤講師等］
公立大学法人東京都立大学大学院都市環境科学

研究科地理環境学域非常勤講師（後期）「都
市環境科学特別講義 4」

東京都立大学都市環境科学研究科地形・地質学
研究室客員研究員

東京都立大学火山災害研究センター学外メンバー
［査読］
火山（日本火山学会）
地学雑誌（東京地学協会） 
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3.6. 講師依頼等

　当博物館学芸員等への講師依頼件数を、依頼元と実施場所（館内・館外）の区分で一覧表に示した。
行政機関・各種団体からの依頼については、実施日順にその内容を示した。（延べ件数集計のため、複
数日にわたるものはそれぞれの実施日を計上している。独立行政法人は行政機関に含め集計した。）
なお、学校（小・中・高・大・養護等および教員研修）からの依頼については、「5.2．学校教育への対
応」（61 ～ 62 ページ）「5.3．博物館実習」（62 ～ 63 ページ）に記載した。

講師依頼元の内訳

行政機関・各種団体の依頼（館内実施）

行政機関・各種団体の依頼（館外実施）

（次ページに続く）
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（前ページから続く）



— 42 —

3.7. 学術交流

　当館で開催された様々な学会や研究会などの総会・例会・講演会等について記載した。なお、「他団体・
機関との連携行事」に記載がある、一般に公開した講演会は 57 ページに詳細を記載のため省略した。

3.8. 他施設・団体への協力

　他博物館、学会などへの協力関係について、協力先、期間、内容、担当者等を記載した（開催日初日順） 。

3.9. 外部研究者の受け入れ

　調査研究活動に関する要項に基づき、外部研究者の受け入れを行っている。2020 年度は外来研究員
18 名を受け入れた。なお、今年度の研究成果に関しては、Ⅲ　資料の項（105 ～ 113 ページ）に掲載した。
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館長 
濱田隆士		 （2000 年４月１日）（2011 年逝去） 青木淳一	 （2006 年４月１日）

学芸員
高橋秀男	 （2000 年４月１日）（2019 年逝去）
村岡健作	 （2000 年４月１日）
生出智哉	 （2000 年４月１日） 
松島義章	 （2002 年４月１日）（2021 年逝去）
中村一恵	 （2004 年４月１日）（2015 年逝去）
今永　勇	 （2005 月４月１日） 

奥野花代子	（2009 年４月１日） 
山口佳秀	 （2012 年４月１日）
高桑正敏	 （2012 年４月１日）（2016 年逝去）
新井一政	 （2013 年４月１日）
勝山輝男	 （2019 年 4 月 1 日）
笠間友博	 （2019 年 4 月 1 日） 

3.10. 名誉館員

　博物館名誉館員称号授与要項に基づき、館長として勤務した職員、学芸員として 20 年以上勤務し、
かつ研究上特に業績のあった職員等を名誉館員に認定している。これまでに認定された「名誉館員氏
名（認定年月日）」を以下に掲載する。
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標本収蔵資料の登録実績 アーカイブズ収蔵資料の登録実績

4. データバンク機能

　博物館には、貴重な自然遺産を集積し、将来へ継承していく使命がある。ここでは、そのデータバ
ンクとしての博物館の機能として、博物館資料の整備および利用状況をまとめた。

4.1. 資料概況

4.1.1. 収蔵資料登録実績

　2021 年 3 月 31 日現在の収蔵資料の登録実績は右表のとおりである。なお、開館以来年度ごとの資料
登録実績に関しては、Ⅲ　資料の項（94 ～ 95 ページ）に掲載した。この登録件数は、資料番号を付
したものを計数しており、同一の資料番号に枝番を付したものは、加えて計数していない。また、Ⅲ　
資料の項（95 ページ）には、登録点数も掲載した。登録点数は、枝番を付したものも個別に計数した
数である。
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4.1.2. 購入資料

［菌類］合計 2 点
ヤミイロクヌギタケのレプリカ　1 点
ジャガイモタケのレプリカ　1 点

［昆虫］合計 93 点
世界の昆虫コレクション

［魚類］合計 33 点
世界の淡水魚類

［爬虫類］合計３点
エリマキトカゲ剥製　１点
グリーンバジリスク剥製　１点
ブラウンバジリスク骨格　１点

［哺乳類］合計 1 点
ナマケモノ剥製　１点

［古生物］合計 1 点
プレシオソレックス産状レプリカ　１点

［地質］合計 1 点
地層型取り資料（足柄層群塩沢層）　１点

［衛星画像］合計３点
M7007 釧路沖 (D7007S-2)　1 点
M7026 南鳥島海域 (D7026S-2)　1 点
M7027 沖ノ鳥島海域 (D7027S-1)　1 点

4.1.3. 寄贈資料

　寄贈を受け、2020 年度に博物館情報システムへの登録が完了した資料に関して、「資料名　件数（寄
贈者（敬称略））」の順に記した。寄贈者が同一の場合には、当該年度の寄贈資料をまとめ、代表する
資料名、合計件数を記した。なお、寄贈を受けたが、博物館情報システムに未登録の資料に関しては、
本項には記載していない。
　登録件数は、標本 23,512 件、アーカイブズ 14,494 件である。

［維管束植物］　合計 13,156 件

［菌類・地衣類］　合計 306 件
キツチダンゴ １件
コノハシメジ １件
コツチグリほか ６件
クサウラベニタケほか ３件
ナカグロアセタケ １件
クジラタケほか 35 件
タマゴタケ １件
トキイロヒラタケ １件
アカアシボソチチタケ １件

タカネイタチタケ類似種 １件

ナガミノツチレイシタケ １件
ホソモジゴケ １件

ホシミノタマタケ属の一種 １件
イヌワラビさび病菌 １件
カシ類紫かび病菌ほか ２件
ハナホウキタケ類似種 １件
Phaeoisaria sp. １件
アセラリア・リギアエ ５件
コウヤボウキさび病菌 １件
チャセイヨウショウロ ２件
イワヒメワラビさび病菌 １件
Leucoscypha leucotricha １件
アミガサホウライタケ １件
スクレロガステル属の一種 １件
イボセイヨウショウロ １件
ジャノヒゲ炭素病菌 １件
ヌメリコウジタケ属の一種 １件

ヌメリガサ科の一種 １件
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スミレ類さび病菌 １件
ヤリテンツキ黒穂病菌 １件
ユリ暗斑病菌　仮称 １件

［魚類］　合計 3,009 件
アユほか 19 件［いであ株式会社］
ボウズハゼほか 129 件［パシフィックコンサ

ルタンツ株式会社［小田原市委託］］
カラドジョウほか 25 件［一寸木　肇］
パラアンバッシス・ランガ １件［浦野貴士］
イゴダカホデリ １件［岡部　久］
クロトガリザメほか 144 件［下光利明］
カスリハタほか ７件［下瀬　環］
テンジクハナダイ １件［加藤　晃］
ドンコ １件［岩崎響亮］
ヤギウオ １件［旗　薫］
スミツキハナダイ １件［吉澤敏明］
ホシフグほか 25 件［宮崎佑介］
アゴアマダイ １件［宮澤正之］
ヒメキチジほか 26 件［饗場空璃］
タヌキベラほか ４件［芹澤政喜］
テングノタチ １件［熊谷翔太］
メイタガレイほか 11 件［栗山義男］
ツマグロスジハゼ １件［向井貴彦］
ナミマツカサ １件［江森正典］
ノドグロヒメアンコウ １件［江藤　暁］
アヤヨシノボリほか 147 件［荒尾一樹］
アカテンモチノウオほか ４件［高瀬　歩］
ウグイ ５件［佐藤たまき］
アサバガレイほか 36 件［坂本幸博］
ウバザメ １件［崎山直夫］
イトヒキコハクハナダイほか 90件［桜井　雄］
フタホシヒゲトラギスほか ５件［三井翔太］
タカハダカほか ５件［三浦寛子］
キュウセンほか ３件［山口泰広］
エゾウグイほか 28 件［山川宇宙］
ショウサイフグほか 21 件［山田和彦］
ボライタチウオほか ２件［志賀靖弘］
ゴコウハダカ １件［寺西聡子］
キダイほか 380 件［手良村知功］
メダイ １件［手良村知功・加藤柊也］
ドジョウほか ４件［重永明生］
カワビシャほか ２件［松沢陽士］

ウスカワタケ属の一種ほか ５件
フラジェロスキファ属の一種 １件
アカハチノスタケほか 4 件
ハナヤスリタケ １件
プレオスポラ科の一種 １件
ウメノキゴケほか ４件
サマツモドキ属の一種 １件

ヨシ類さび病菌ほか ２件
ウチキクロボシゴケほか ３件
キシメジ類似種 １件
コガネショウロタケ １件

ヘクソカズラさび病菌ほか 104 件
フミヅキタケ属の一種 １件
タブペスタロチア病菌 １件
アオゾメクロツブタケほか ３件
コガネショウロタケほか ２件
ヒロハヘビノボラズさび病菌ほか ７件

シバさび病菌 ３件
アラゲキクラゲほか 10 件
ハナガサイグチ １件
ノボリリュウタケ属の一種ほか 25 件

アセラリア・リギアエ 12 件
タケ類赤衣病菌 １件
ハナホウキタケ類似種 １件
ヒメレンゲゴケほか ５件
ホシミノタマタケ １件
キイロヒメベニヒダタケ［仮称］ほか ７件

キイロイグチ １件
クロムラサキニガイグチ １件

シロキツネノサカズキほか ８件
イロガワリ類似種ほか ２件
ウラベニガサ属の一種ほか ５件
レモンチチタケ［城川仮称］１件

Orthopteromyces rhaphidophora  Ri & 
Degawa  1 件

Rossbeevera bispora １件
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クエ １件［松島義章］
ダルマガレイ属未同定種ほか ５件［新江ノ

島水族館（崎山直夫）］
ヒガシシマドジョウほか 21 件［諏訪　仁］
シチセンスズメダイ １件［生物学研究所］
ナガレメイタガレイ 13 件［西潟正人］
ボロサクラダイ １件［石井宣之］
ミナミメダカ（東日本型）ほか ６件［川合英利］
ヒオドシほか 52 件［前田達郎］
インドオキアジほか ３件［草野洋佑（小田

原市漁業協同組合）］
マハタモドキほか 1162 件［村瀬敦宣］
クロボウズギス １件［中西　健（下田海中

水族館）］
ウミテング １件［中村良成］
スズキほか ５件［津田幸彦］
テ ン ジ ク ハ ナ ダ イ 属 未 同 定 種 ほ か ２ 件

［椎名雅人］
ハナザメほか 347 件［田中　猛］
ヒレナガユメタチほか ２件［田中優平（東京都

島しょ農林水産総合センター八丈事業所）］
リュウグウハゼほか 87 件［田中翔大］
コケノコギリほか ３件［島田和彦］
トウカイスズメダイほか ３件［棟方航平］
アカエソ属未同定種ほか 37 件［棟方航平・

加藤　晃］
ホンモロコほか ８件［馬場春都］
ビワコオオナマズほか ９件［馬渕浩司］
ホトケドジョウ ４件［八鍬隼之介］
ヒナモロコほか 19 件［尾山大知］
クマサカフグ １件［尾川泰将］
シオイタチウオほか ６件［服部伊吹］
ヒナハゼ属の１種１ほか ７件［碧木健人］
ドボアテリナ・パラウエンシス ２件［木村清志］
アカモンガラほか 56 件［野村智之］
ギムノトラックス・ポリウラノドン １件

［矢野維幾］
シロカサゴ １件［立崎憲一］
キバラヨシノボリ ５件［鈴木寿之］
ウミタナゴ １件［和田俊章］

［哺乳類］　合計 222 件
ニホンザル 37 件

ホッキョクグマほか ３件

ニホンザル ２件
ニホンザルほか 35 件
タヌキ １件
ニホンイノシシ ２件
ニホンアナグマ １件
ニホンアナグマ １件
タイワンザル １件
ニホンザル １件
タヌキほか 10 件
タイワンジカほか ７件
ニホンザル ７件
ホッキョククジラ １件
ツキノワグマほか ２件
ハクビシン １件
ニホンザル ９件
ニホンテン １件
ニホンジカ １件

ニホンザル １件
ニホンザルほか 85 件
フタユビナマケモノ １件
ニホンイノシシ １件
ニホンザルほか ５件
ニホンジカほか ２件
ユビナガコウモリ １件
オグロワラビーほか ３件

［鳥類］　合計 ５件
ヤマドリ １件
シロハラ １件
カンムリバト １件
セグロカモメ １件
コサギ １件

［両生類］　合計 175 件
タゴガエル １件
オオハナサキガエルほか ２件

ヌマガエルほか ２件
ヤマアカガエルほか ３件
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モリアオガエルほか 29 件

ノーザン　ツーラインド　サラマンダー １件

ハコネサンショウウオほか 41 件

ツチガエルほか 55 件

アカハライモリ １件
モリアオガエルほか ９件
トウキョウサンショウウオほか ４件

レッド　アイ　ツリーフロッグほか ４件

ツチガエル １件
アンダーソンサラマンダーほか 22 件

［爬虫類］　合計 116 件
シマヘビ １件
ニホンヤモリ １件
ニホンイシガメほか ３件

タカチホヘビほか ３件

エラブウミヘビ属未同定ほか ２件
タイマイ １件
ニホンカナヘビほか ３件

フトアゴヒゲトカゲ １件
ヒガシニホントカゲ １件

ニホンヤモリ １件
ニホンカナヘビほか ２件

グリーンイグアナほか 33 件
カミツキガメ １件
インドホシガメ 63 件

［軟体動物］　合計 2,524 件
Valvata tricarinata ほか ２件
オオカラミミミズほか ２件
クレオパトラガイほか 17 件

Thiara amarula ほか 8 件
Thiara 属の一種 ２件
Melanopsis tricarinata ほか 7 件
ツメタガイほか 2,225 件
フネアマガイ １件
ユウシオガイほか ３件
マキミゾアマオブネほか ９件
ツノダシヘナタリ １件
タイワンワスレほか 28 件
Elimia livescens ほか 33 件
サザナミマクラガイほか 89 件

ミワスレガイほか 72 件
Brotia pagodula ほか ２件
Caecum crebricinctum ほか ４件
オオヘビガイほか 19 件

［甲殻類］　合計 101 件
スジエビほか ５件
フジテガニほか 27 件
タイワンヒライソモドキほか 14 件

オオキンセンモドキ １件
ウオノエ科・種未同定 ４件
ムツハアリアケガニほか 14 件
チゴイワガニほか 12 件
ガタバクベニツケガニほか ３件

ヒラモクズガニ １件
ガタバクベニツケガニほか ９件
アゴヒロカワガニほか ５件
マメアカイソガニほか ６件

［昆虫］　合計 1,110 件
オオイチモンジ １件
フタキボシケシゲンゴロウ １件
チャバネアオカメムシほか ２件
コガタウツギヒメハナバチ １件
ヒメツノカメムシ １件
ヘラクヌギカメムシ 1 件
キバネツノトンボほか ８件
ヒメオオメナガカメムシほか 56 件
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ウスバシロチョウほか 1,026 件
ウツギヒメハナバチ １件
ヒョウモンチョウほか 12 件

［化石］　合計 113 件
サメ 87 件
ステゴロフォドン １件
ヴィンクティフェル・コンプトニ １件

ヴィンクティフェル・コンプトニほか ３件

ヒゲクジラ １件
キダリス １件
下顎骨ほか ２件
リコプテラ・ダヴィディ ３件
ヒゲクジラ類ほか ９件
レピドトゥス・マンテリイほか ５件

 
［岩石］　合計 1,040 件　

超高温グラニュライトほか 254 件
サフィリン超高温グラニュライトほか ２件

サフィリン超高温グラニュライトほか 13 件

菫青石超高温グラニュライトほか ３件

超高温グラニュライトほか ３件

珪線石超高温グラニュライトほか ２件

大型シュードリューサイトほか １件

玄武岩溶岩ほか 13 件

サフィリン超高温グラニュライトほか ６件

コマチアイト １件

サフィリングラニュライト １件

大隅石超高温グラニュライトほか 33 件

ネフェリン閃長岩ほか ９件

ザクロ石黒雲母流紋岩ほか ７件

角閃岩捕獲岩 １件
斑れい岩ほか 55 件
黒雲母流紋岩溶岩ほか 52 件

黒雲母流紋岩溶岩 １件
アルカリ玄武岩ほか 148 件

火山礫凝灰岩ほか 82 件
ザクロ石片麻岩ほか 12 件
無斑晶質玄武岩ほか ４件
ザクロ石流紋岩ほか 24 件
ガラス質流紋岩溶岩ほか 17 件

単斜輝石安山岩ほか 41 件
火山砕屑岩ほか 41 件
マリン岩ほか 53 件
含カンラン石複輝石安山岩ほか 32 件

モンチカイトほか 18 件
モンチカイトほか ２件
角閃石アルカリ斑れい岩ほか ２件

石灰珪質岩スカルンほか 46 件

大隅石超高温グラニュライトほか 33 件

玄武岩溶岩 １件
炭酸塩チムニーほか ２件
炭酸塩ノジュールほか ９件

富士宝永テフラ １件
火山砕屑物（火山礫） １件

火山砕屑物（火山灰） １件
火山砕屑物ほか ３件
火山砕屑物 １件
姶良 Tn テフラほか ４件
火山砕屑物（火山灰） １件
火山砕屑物（火山灰） １件
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火山砕屑物（火山礫）ほか ２件
火山砕屑物（火山礫）ほか １件

［植物標本写真］合計 １件 
ラショウモンカズラ １件

［魚類写真］　合計 5,456 件
ミギマキ×タカノハダイほか 13 件［さかなクン］
アマゴ×ヤマメほか 4 件［パシフィックコン

サルタンツ株式会社（小田原市委託）］
キンブナほか 303 件［阿部章夫］
オオニベ １件［安達任伯］
サザナミトサカハギ １件［伊部浩司］
イチモンスズメダイほか ８件［井越幸夫］
アカオビハナダイ １件［井上啓子］
アブラハヤほか ９件［一寸木　肇］
イ ト ヨ リ ダ イ 科 未 同 定 属 未 同 定 種 １ 件

［稲取漁協（小池氏）］
クエ １件［稲葉美佐雄］
オハグロベラ属未同定種 １件［横関　修］
ヤミクモハゼ近似種 １件［岡田尚子］
ヤミクモハゼ近似種ほか ３件［岡田明日香］
ベラ科未同定属未同定種ほか ２件［屋本恵子］
クロトガリザメ １件［下光利明］
カマストガリザメ １件［下村亮太（小田原

魚市場）］
ユキフリソデウオほか ２件［加山藍子］
オヨギトラギス １件［加藤昌一］
メイチダイ １件［釜井昌二］
フタゴハゼ １件［丸木敏裕］
ヤギウオ １件［旗　薫］
テングノタチ １件［吉岡健太郎］
ヒメウバウオほか ２件［吉田俊司］
ホウセキキントキほか ２件［吉田奈央］
マハタモドキ １件［吉野達哉］
ヒメハナダイ １件［吉澤敏明］
マハゼほか ４件［宮崎佑介］
アイゴほか ３件［橋本郁代］
サルゴセントロン・コルヌータム １件［橋本博則］
アカブチムラソイほか ２件［橋本博典］
ヒメゴンベ １件［桐谷範彦］
カラスダラ １件［芹澤政善］

カスリフサカサゴほか ２件［金子裕昭］
ヌディアンテナリウス・サブテレス １件

［熊谷翔太］
フエダイほか 11 件［栗岩　薫］
テングノタチ １件［栗生裕二］
ヤミハタほか 62 件［御宿昭彦］
ホウボウほか 13 件［江藤幹夫］
キタノメダカ １件［荒尾一樹］
カレイ科未同定属未同定種 １件［高橋　智］
デルタスズメダイ １件［高山優美］
フエフキダイ属未同定種ほか 14件［高瀬　歩］
マダラハタほか ５件［高田菜穂子］
モンヒモウミヘビ １件［黒木清二］
スジコバン １件［黒柳都夫］
ギンユゴイ １件［黒澤ゆり］
モンツキハギほか ５件［黒澤敏弘］
アマクチビほか ４件［今関真二郎］
サンゴハナビヌメリ １件［今川　郁］
イトヒラアジほか 11 件［佐藤　俊］
ダイダイヤッコ １件［佐野利枝］
クロオビエビス １件［斎藤正幸］
ニジエビスほか ２件［細井大生］
ツマジロオコゼ １件［細木祐子］
サザナミダイほか 68 件［坂本幸博］
クロコショウダイほか ３件［崎山直夫］
ボラ １件［三浦寛子］
キハッソク １件［三宮重徳］
クビアカハゼ １件［山口明男］
キバラヨシノボリ ６件［山崎　曜］
サンゴタツほか 20 件［山崎公裕］
マーカスミノカエルウオ ２件［山田智恵子］
アイスズメダイ １件［山田博和］
オオヤマトカマス １件［山田和彦］
マダラトラギスほか 12 件［山本　敏］
クロオビエビス １件［山本智之］
イワアナコケギンポほか 10 件［山﨑裕太］
アオギハゼ １件［糸井泰久］
アゴアマダイ属未同定種 １件［寺師純子］
キバラヨシノボリ 12 件［鹿野雄一］
ニッコウイワナ １件［柴崎弘太朗］
ヒレコダイほか 24 件［手良村知功］
オオヨシノボリほか 29 件［住倉英孝］
ハナザメほか 16 件［緒方悠輝也］
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ヒメフエダイほか ２件［小杉正則］
ツマジロオコゼ １件［小谷明日香］
アカハラヤッコほか 18 件［小野　均］
イナズマタテガミカエルウオ １件［小林恵美子］
シロオビハゼほか 404 件［松野清伯］
アマクチビ １件［上田浩彰］
ネズミギスほか 45 件［新宮邦彦］
クロオビエビス １件［森　健司］
アワセイソハゼ属未同定種 １件［森下　修］
モヨウタケウツボほか ９件［森山　敦］
スミゾメハナハゼ １件［森田康平］
アカテンコバンハゼ １件［諏訪　誉］
タカハヤ １件［西野弘晃］
クロトガリザメ １件［西野勇馬］
ヤイトハタほか 2 件［青木］
ウナギギンポ １件［石井祥太］
ナミハタ １件［石井宣之］
ブラウントラウトほか 11 件［石原龍雄］
アオスジモンガラほか 15 件［石崎宏人］
パラケイリヌス・ベラエ １件［石野昇太］
キバラヨシノボリ ７件［赤塚義之］
ドワーフ・スリングジョウ・ラスほか 1,353 件

［浅野　勤］
チカメタカサゴ １件［前田健児］
メイチダイ属の１種１ほか 12 件［前田達郎］
アオスジテンジクダイほか ２件［前田優子］
カマストガリザメ １件［草野洋佑（小田原

市漁業協同組合）］
マサゴハゼほか 242 件［村瀬敦宣］
ペトロスキルテス・ゼスタスほか ２件［大山貴弘］
ク マ ノ カ ク レ ウ オ 属 未 同 定 種 ほ か ２ 件

［大塚幸彦］
テンス属未同定種 １件［大塚理人］
アケボノハゼほか ３件［池田宜生］
ウシマンボウ １件［中谷智美］
ハナザメ １件［中島田正希］
ヒレコダイ １件［中澤　啓］
ウミショウブハゼ属未同定種ほか 38 件

［中澤博子］
カスリハタ １件［長谷川大樹］
シボリ属未同定種 １件［長嶋祐成］
ヤセアマダイ １件［長尾正樹］
オナガウツボ ２件［鳥越　翔］

キビレアカレンコほか ４件［津田幸彦］
プテラゴグス・フラジェリフェルほか ７件

［津波古　健］
ウチウミマダラエソ １件［辻　隼人］
ミナミキントキほか 3 件［田村有子］
セダカダイミョウサギほか ７件［田中宏幸］
カマストガリザメほか 15 件［田中弘文］
リュウグウハゼほか 48 件［田中翔大］
アケゴロモヘビギンポ・ハクテンヘビギンポ

未確定種ほか ７件［渡井幹雄］
ミナミヒメハゼほか ６件［渡邉浩昭］
イシダイ １件［土屋駿和］
コモンハタ １件［島田和彦］
ワキグロアカフエダイほか ７件［東　智弘］
マダラトビエイほか 444 件［藤田  矗］
メイチダイ属未同定種ほか ２件［藤田晴大］
コイほか ５件［内田大貴］
スズメダイ科未同定種 １件［内田武志］
カミソリウオほか 1,375 件［内野啓道］
ミナミハナダイほか 396 件［内野美穂］
ヒラスズキほか ７件［日浦大稀］
ヤスジニセモチノウオほか 55 件［任　賢治］
イトヒキヌメリ属未同定種 １件［白川直樹］
アゴアマダイ科未同定属未同定種ほか ２件

［八木克憲］
イワサキスズメダイ １件［尾関健二］
ベンガルフエダイ １件［尾崎広史］
イラほか ５件［尾川泰将］
ホオジロザメ １件［布施友輝］
フタホシフエダイ １件［服部伊吹］
シミズシマイサキほか 12 件［福地伊芙映］
スミレエビス １件［豊川健人］
ササノハベラ属未同定種 １件［豊嶋康志］
マダイ １件［北嶋　円］
ギンカガミ １件［堀口和重］
クモハゼ属の１種ほか ２件［木曽敦子］
ヒメフエダイほか ２件［野口洋昌］
カマストガリザメ １件［矢嶋　寛（魚國）］
ツマリテングハギほか ９件［有山　誠］
チゴダラほか 52 件［有馬義裕］
モンツキカエルウオほか ２件［有馬啓人］
パラケイリヌス・ベラエほか ３件［立岡博之］
アイスズメダイほか 16 件［立崎憲一］
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シマイソハゼ属未同定種 １件［鈴木　徹］
トゴットメバル １件［鈴木康裕］
カエルアンコウ １件［鈴木晋一］
ホ シ ハ ゼ 属 近 似 属 １ の １ 種 １ ほ か ８ 件

［鈴木直司］
ミナベヒメジほか 15 件［鈴木美智代］
コヒレダルマザメ１件［鰐渕理太］
ニタリ １件［眞田樹也］
イタチザメ １件［濵田秀昭］

［哺乳類写真］　合計 128 件
ニホンアナグマほか ２件
シベリアイタチ １件
シベリアイタチほか ４件
キツネ １件
アマミノクロウサギほか 16 件
シベリアイタチほか ６件
ニホンイノシシほか ２件
アライグマほか ６件
ハクビシンほか 11 件
イエネコほか ９件
ニホンイタチほか ２件
ニホンテンほか 10 件
アフリカゾウほか 31 件
ニホンイノシシほか ４件
イエネコほか ６件
ニホンアナグマ １件
カピバラ １件
ニホンイタチほか 14 件
シベリアイタチ １件

［鳥類写真］　合計 31 件
ツバメチドリほか 29 件
コオリガモほか ２件

［両生類写真］　合計 159 件
アズマヒキガエルほか ４件

モリアオガエルほか ４件
モリアオガエルほか ２件
トノサマガエル １件
タゴガエルほか 145 件

ニホンアマガエルほか ３件

［爬虫類写真］　合計 69 件
アオダイショウ １件
グリーンアノール １件

ニホンイシガメ １件
シロマダラ １件
ニホントカゲほか ３件

ヤマカガシほか 55 件

ニホンカナヘビ ５件

ニホンヤモリ ２件

［景観画像］　合計 １件
ラショウモンカズラ生育地 １件
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4.1.4. 職員採集その他による資料（新たに登録されたもの）

標本収蔵資料の登録実績

アーカイブズ収蔵資料の登録実績

4.2. 図書資料収集状況

　2020 年度に受け入れた和書の冊数は、購入が 160 冊、寄贈が 1,025 冊、編入が 2 冊であった。
洋書については、購入が 5 冊、寄贈が 55 冊であった。受入図書の合計は 1,247 冊である。そのほか
CD-ROM の寄贈が 9 タイトルであった。

2020 年度受入図書（冊数） 2021 年 3 月 31 日現在の所蔵資料総数



— 54 —

4.3. 資料利用状況

4.3.1. 研究目的の利用

　博物館資料について、特に学術上の研究のため利用する場合、「資料の特別利用」の制度にて資料利
用を可能にしている。館外貸出承認申請書を提出し、承認を受けることで、博物館資料を閲覧、計測、
撮影、掲載などに利用することが可能である。2020 年度について、特別利用の利用数は次のとおりである。

分野別の利用件数

利用について通常の閲覧利用は「閲覧」とし、特に撮影を伴うものを「撮影」、データ解析を目的とするものを「解析」、「そ
の他」には、学術発表利用（学会等発表、論文発表での画像掲載等）を含めた。
標本：実物標本、レプリカ等；画像：フィルム・プリントなどの画像、デジタルカメラやスキャン等によるデジタル画像；属性：
標本情報
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分野別の利用件数

4.3.2. 研究目的以外の利用

　博物館資料について、資料を借用し普及・教育などに利用する場合、「資料の館外貸出し」の制度に
て資料利用を可能にしている。館外貸出承認申請書を提出し、承認を受けることで、博物館資料を借用し、
展示、教材利用、掲載・放映などに利用することができる。2020 年度について、館外貸出の利用数は次
のとおりである。

標本：実物標本等；画像：フィルム・プリントなどの画像、デジタルカメラやスキャン等によるデジタル画像；属性：標本情報
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4.4. 資料燻蒸

博物館資料を良好な状態で保存するために燻蒸を行った。

大収蔵庫の燻蒸 　
　2020年6月15日から19日まで、酸化エチレン・
テトラフルオロエタンの混合ガス（混合比、酸
化エチレン 15％、テトラフルオロエタン 85％）
による殺虫、殺卵、殺カビを目的とした燻蒸を
行った。なお、例年燻蒸期間中は休館の措置が
取られる（今年度は新型コロナウイルス感染症
拡大防止対応のため臨時休館中）。

燻蒸装置を使った燻蒸 
　標本製作室に設置されている燻蒸装置を使用
し、酸化エチレン・テトラフルオロエタンの混
合ガスによる殺虫、殺卵、殺カビを目的とした
燻蒸を行った。鳥獣はく製や昆虫標本、書籍な
どを対象とし 13 回実施した。 

5. 学習支援機能

　県民の生涯学習活動を様々な場面で支援することは、博物館の社会的使命の一つである。当館では
これに応えるために企画情報部を組織し、事務職員と研究職員（学芸員）とが協力態勢をとっている。
この中で、県民の生涯学習支援を多種多様な場面で数多く進めるとともに、学校教育支援にも取り組
んでいる。
　近年、県民の学ぼうとする意欲が高まる中で、生涯学習ニーズに応えるため、自然史博物館である
当館の特質を活かした自然科学講演会、各種の講座などの学習支援事業を展開している。
　また、学校教育における支援要請、理科等の教科学習、総合的な学習の時間、インターンシップの
受け入れ、教員の各種研修の受け入れ、教材開発の支援などに応えた。
　さらに、一般の方々や児童・生徒の自学自習の場として、ミュージアムライブラリーを設けている。
ここには博物館学習指導員が配置され、種々の学習相談に応じている。特に学校を中心とする団体で
の利用者には、要請に応じて学習指導員によるガイダンスの便宜も図っている。
　県民のボランティア活動等を受け入れ、支援することは、広く生涯学習の機会を確保することであ
るとともに、博物館の社会的使命として重要な柱である。そのためボランティア活動の受け入れや養
成講座の実施、博物館実習等の受け入れ、博物館友の会の運営支援などの活動を通じて、県民・地域
とともにある博物館を目指している。

5.1. 生涯学習への対応

5.1.1. 自然科学講演会等

　本年度開催された、自然科学に関する館主催・共催の講演会・シンポジウム、学会の開催に関連し
て一般公開のかたちで実施（予定）された講演会等の行事について、次表に記した。
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他の団体・機関との連携行事（博物館をとりまく諸機関との連携による講演会・シンポジウム・研究会等）

5.1.2. 講座等

　博物館が実施した講座を当日受付の講座と事前申し込みが必要な講座に分け記載した。同名講座で
も、募集・受付の異なるものは別講座とした。神奈川県総合教育センターの研修として受講した場合、
その人数を記載した。

当日受付の講座
　2 講座のべ３日間を予定したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

当日受付の講座

自然科学講演会（博物館行事に関連した一般の方々向け講演会）
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事前申込が必要な講座
　募集 41 講座のうち、実施は 10 講座、参加者延べ数 122 名 ｡

事前申込が必要な講座

（次ページに続く）
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（前ページから続く）

（次ページに続く）
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（前ページから続く）

5.1.3. よろずスタジオ

　毎月第 3 日曜日を除く日曜日に学習指導員による「よろずスタジオ」を計画した。テーマは、恐竜
の折り紙ひろば他 8 講座。第 3 日曜日には、友の会との共催による「よろずスタジオ」を計画した。
なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実施回数はそれぞれ 2 講座 4 回と 1 講座 1 回だった。

博物館主催　よろずスタジオ　

友の会との共催　よろずスタジオ

5.1.4. 夏休みの自由研究を支援する催し物

　学習指導員が対応する、夏休みの小・中学生理科自由研究の相談は、表の期間での実施を計画したが、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。

自由研究を支援する催し物
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5.1.5. 特別展・企画展に関する講座・イベント

　講演会を企画したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。

5.2. 学校教育への対応

5.2.1. 理科等の教科学習・講義および総合的な学習の時間への対応

博物館で対応したもの

依頼元等へ出向いて対応したもの
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5.2.2. 職場体験およびインターンシップ受け入れ        

　職業体験やインターンシップは、総合学習の一環とした取り組みも含まれ、区別することが難しい。
進路学習的な取り組みとしての博物館体験を抽出し記載した。活動内容は、学芸員の仕事や資格を得
るための進路および展示室、収蔵庫などの見学、行事等への参加を行った。

職場体験およびインターンシップ

5.2.3. 教員の各種研修受入        

　総合教育センター研修枠として実施した博物館講座は、59 ページに記載した（No.32 の講座）｡
　博物館内での研修については、新型コロナウイルス感染症対策のため、受入を行わなかった ｡

依頼元等へ出向いて対応したもの

5.3. 博物館実習

5.3.1. 博物館実務実習

　当館では自然誌系分野を専攻し、学芸員資格の取得をしようとする学生を、博物館実習生として受
け入れている。2020 年度は、大学院・大学から 31 名の実習生を受け入れた。
　実習は、例年企画情報部企画普及課が担当する共通実習 2 日間と学芸部が担当する分野別実習 7 日間
で構成されるが、2020 年度は新型コロナウイルスの感染予防のために、全実習生が集合する共通実習を
1 日に短縮し、各分野での実習も密状態にならないように工夫して実習を実施した。詳細は以下のとお
りであった。（8 月受入延べ人数：121 人　9 月受入延べ人数：118 人　10 月受け入れ延べ人数：40 人）

実習日と主な実習内容
全員共通日程（1 日間）　

［担当］企画普及課職員
［期日］8 月 21 日（金）
［内容］オリエンテーション、館長講話、常

設展示見学、収蔵庫など館内諸施設見学、
管理課長、企画普及課長、学芸部長によ
る館の概要・展示内容・研究状況などの
説明。

グループ別実習（7 日間 )　
［担当］学芸部各グループ（詳細は以下の通り）
◎植物グループ（4 名）

［担当］	田中徳久・大西　亘・石田祐子・
折原貴道

［期間］	8 月 22 ～ 23・27 ～ 31 日
［内容］	植物標本の製作、配架など
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◎菌類グループ（3 名）
［担当］	折原貴道・田中徳久・大西　亘・

石田祐子
［期間］	8 月 22 ～ 23 日・9 月 2 ～ 5・8 ～

9 日
［内容］	菌類標本の製作、配架、菌類の野

外調査など
◎動物グループ（5 名）

［担当］	佐藤武宏・加藤ゆき・松本涼子・
鈴木　聡・広谷浩子

［期間］	9 月 21・22・24 ～ 27・29・30 日
［内容］	標本製作、標本整理、標本情報登

録など
◎魚類グループ（5 名）

［担当］	瀬能　宏
［期間］	10 月 8 ～ 11・13 ～ 16 日
［内容］	魚類標本の製作、撮影、登録、配架、

メンテナンスなど
◎昆虫グループ（4 名）

［担当］	苅部治紀・渡辺恭平
［期間］	8 月 22 ～ 25・28 ～ 31 日
［内容］	昆虫標本の製作、標本ラベルの取

り付け、野外調査など
◎古生物グループ（4 名）

［担当］	大島光春・樽　創・田口公則

博物館実務実習受け入れ状況

［期間］	8 月 26 ～ 30 日・9 月 1 ～ 3 日
［内容］	化石標本の整理、レプリカ製作、

フォトグラメトリ制作、ジャンボ
ブック展示の模擬展示

◎地学グループ（6 名）
［担当］	山下浩之・新井田秀一・石浜佐栄子・

西澤文勝
［期間］	9 月 11 ～ 13・15 ～ 19 日
［内容］	岩石標本整理、ワークショップの

実施、講座の補助など

5.3.2. 博物館見学実習

博物館実務実習受け入れ状況

　当館では大学における学芸員養成課程のうち、
博物館学の見学実習の一環として、専攻・専門
分野を問わず実習を受け入れている。一般向け
の展示のみならず、館施設全体の見学を通して、

大学生に博物館の機能や社会的意義を深く理解
させることが目的である。今年度は 3 大学 4 件
26 名の見学実習を受け入れた。
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5.4.　ミュージアムライブラリーにおける学習支援活動

　ミュージアムライブラリーでは、来館者の学習意欲に応えられるよう、自然誌関係の図書、雑誌等
を揃え、自由に閲覧できる開架式環境と、閉架式図書資料等の閲覧が行える環境を整備している。また、
博物館情報システムによる情報検索ができるほか、学芸員による学習相談や学校現場での豊かな経験
を生かした学習指導員による学習相談、学校をはじめ各種諸団体利用者の見学に関する支援を行って
いる。2020 年度のライブラリー利用者は 50,140 人で、1 日平均利用者数は 298 人であった。また、有
料コピーサービスを来館者には直接、来館できない利用者には郵送で、それぞれ実施している。これ
らのコピーサービスには、延べ 71 件の申込があった。
　なお、新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措置として発出された緊急事態宣言により、4 月 1 日
～ 6 月 30 日、1 月 12 日～ 3 月 21 日の間は臨時休館となった。

ミュージアムライブラリー月別利用状況

5.5. 学習指導員による学習支援活動

　当博物館は、県民の皆さんに、より身近で開かれた博物館、学校との連携をはかる博物館、生涯学
習を支援する博物館を目指しており、これらの実現のために館全体で様々な事業に取り組んでいる。
そのためのサポートとして５名の学習指導員（非常勤）を配置している。
　当館の学習指導員は、学校現場および博物館での豊かな経験を生かし、児童・生徒をはじめ一般の方々
からのレファレンスに関する業務や自由研究のアドバイスなどの学習支援、また学校をはじめ各種諸
団体利用者に対する展示物のガイダンスなど、来館者へのサービスに関する業務を行っている。

5.5.1. 学習支援・レファレンス業務

学習指導員は学習指導員室に常駐し、様々な相
談に応じている。児童・生徒の質問を受け付け
たり、自由研究等へのアドバイスを行ったり、
設定された課題解決のためにその筋道を示した

りする学習支援を行っている。このほか、来館
者のレファレンス受付や、博物館に持ち込まれ
た動植物や鉱物、化石の同定や質問に対して、
学芸員との連携を図っている。学芸員のレファ
レンス対応状況については、「3.4 レファレンス
対応人数」(35 ページ ) 参照。
 
 

5.5.2．団体利用者へのサービス

［団体利用の申込受付］
　学習指導員は、団体利用者からの電話、FAX、
直接の来館等に対応し、予約の申込みを受け付
けている。地域や年齢など来館される方々は多
岐にわたっている。

［下見見学への対応］ 　
　事前に下見のために来館した団体に対しては、
施設の利用方法や館内の見どころ等を説明する
ほか、希望者には博物館の展示を紹介したビデ
オ映像の貸し出しも行っている。
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学習指導員によるガイダンスの月別対応状況

5.5.3. 団体利用状況

　2020 年度の団体利用人数は、123 団体、7,027
人で、入館者数全体 131,986 人に対する割合は

5.32％であった。団体利用件数の内訳は、学校教
育関係 ( 保育園を含む ) と学校以外で分類した。

団体の種別内訳

　この下見見学の多くは学校関係者や、子ども
会、ボーイスカウト、障がいのある方々の施設・
団体である。

［ガイダンスサービス］
　ガイダンスを希望した団体には所要時間 15 ～

20 分程度で、学習指導員が展示室の構成や主な
展示物の説明、館内の見どころ等についてわか
りやすく紹介し、また利用にあたっての注意事
項について説明をしている。本年度の利用状況
は以下のとおりである。 
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団体の地区別利用状況（上段：件数；下段：人数）

5.6. 博物館のボランティア活動　

　当館では、ボランティア活動を生涯学習の一環と位置づけ、登録制の博物館ボランティア制度を設
けている。活動内容は、資料整理や展示準備、調査研究、展示解説等さまざまである。登録には職員
推薦（随時）あるいは入門講座の受講（年一回開催）の二つの方法がある。活動分野は大きく「学芸
ボランティア」「展示・普及ボランティア」「ライブラリーボランティア」に分かれており、希望する
分野に登録し活動する。年度単位の登録で、希望により更新できる。
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博物館ボランティアの活動分野

5.6.1. 学芸ボランティア

　各分野で、担当学芸員の指導・指示により、
博物館資料の収集、整理や調査研究への協力、
標本作製、標本等の資料のデータ入力などを主
な活動内容としている。分野により標本作製の
手法や手順は異なり、専門的な技術や知識を習

得する場ともなっている。この他にも、特別展
などの展示制作補助、講座や観察会の補助など
を通じて博物館を支えている。担当学芸員と活
動内容や日程を調整しながら活動する。 
 

5.6.2. 展示・普及ボランティア

　各自の都合の良い日に来館し、得意な展示分
野についての案内や解説を行っている（スポッ
ト解説）。視覚障がい者の方の誘導や、展示ラベ
ルへの点字シールの製作・貼付などの活動も行
う（誘導・案内）。制服としてスタッフジャンパー
を貸与している。
　当分野は「学芸ボランティア」「館運営ボラン
ティア（現ライブラリーボランティア）」の登録
者から希望を募り 2002 年度から始まった活動で
ある。2004 年度からはボランティア入門講座で

も展示解説分野を設置し、講座修了者が活動に
加わっている。
　2015 年度からは、子ども向け当日参加型ワー
クショップ（よろずスタジオ）の運営を補助す
る「博物館教育プログラム」の分野を新設して
いる。この分野については、当館の登録ボラン
ティアの他に、小田原短期大学と連携し、同保
育学科の学生にも参加をいただいている（2020
年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響に
より活動を見合わせた）。 
 

5.6.3. ライブラリーボランティア

　さまざまな専門書や一般向け図書を収蔵する
ミュージアムライブラリーで、図書の整理・装
備（ラベル・透明カバー貼り等）や補修等の活

動を行っている。担当職員と活動内容や日程を
調整しながら活動する。 
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5.6.4. 分野別登録人数と活動状況　

　分野別の登録人数は右表、活動状況は下表の
とおりである。

2020 年度「博物館ボランティア」登録人数

（※）	 それぞれの分野間で重複登録している人を除いた実
人数を示した．実人数のうち，保険加入者は 313 名．

2020 年度「博物館ボランティア」登録人数

5.6.5. ボランティア入門講座

　当館でのボランティア活動を理解していただ
き、円滑に参加していただくための入門講座を
開催している。全体講義のほかに分野別の実習

があり、受講後、翌年度からのボランティアに
登録し活動していただく。2020 年度は新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のため中止した。

5.6.6. ボランティア研修

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
展示解説・誘導・教育ボランティアで活動中の

方々に対する研修会は中止した。
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5.7. 広報

　博物館広報活動は、広く当館の認知度を向上させること及び常設展示をはじめ特別展・企画展といっ
た資料展示や、各種の観察会・講演会といった学習支援活動などを広く周知し、来館・参加をよびか
けることを目的としている。
　2020 年度の広報活動は、前年度に引き続き催物案内など広報印刷物の作成・配布と、マスメディア
等への情報提供および公式 Twitter アカウントによる広報を行った。

5.7.1. 広報印刷物の作成・配布

　広報として、特別展・企画展・観察会などの
各種催し物を周知するため「催物案内」、イベン
トの開催に合わせポスターやチラシなどを次の
表のとおり作成・配布した。
　催物案内は、新型コロナウイルス感染状況の
見通しが立たない中、年間を通じた講座開催情

報とせず、前期分の「４月～８月分」を発行す
ることとした。
　企画展の印刷物は、配架施設の感染症対策に
よってはチラシ置き場の撤去が考えられたため、
ポスターを中心とした作成を行った。

作成印刷物一覧

主な配布先の凡例．A：小田原市立小中学校；B：県内図書館；C：博物館園；D：県政情報窓口；E：マスメディア；F：小田急電鉄・
箱根登山鉄道；G：大雄山線；H：その他．

5.7.2. マスメディア等への情報提供

　博物館の催物については、教育局の方針によ
り、記者クラブへ情報提供を行わなかった。
　一方、臨時休館中の「Web で楽しむ地球博」
のような来館を要しない活動の一部については、
記者クラブへ参考資料送付を行った。
　この１年間の紹介記事件数は、掲載が確認で
きたものだけでも 135 件あった。内訳は、新聞

14 件、広報誌・情報誌・雑誌等 32 件、テレビ 5 件、
ラジオ 3 件、ウェブサイト等インターネット 56
件、その他 25 件であった。
　昨年度に引き続き、当館ウェブサイトへの流
入元などを参考に、観光情報ウェブサイトに対
してイベント情報の登録、発信を行った。
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5.7.3. SNS を利用した広報

　県内外へ広く活発な広報活動を行うため、次
のとおり Twitter による情報発信を行った。

公式 Twitter アカウントによる情報発信
　広報アカウントは、特別展等のイベントに限
定せず、緊急時や災害時等の情報発信媒体とし
ても活用することとし、開館状況や企画展、博

物館の活動状況、臨時休館中のウェブコンテン
ツの紹介等について情報発信した。
　また、新たに混雑情報発信アカウント「@
seimeinohoshiCI」を取得し、当館の混雑状況の
情報発信を行った。なお、混雑情報発信アカウ
ントに関してはリツイート数（RT）などはカウ
ントしていない。

Twitter による情報発信

TW：合計ツイート数；RT：ツイート 1 時間後のリツイートの数；いいね：ツイート 1 時間後の「いいね」の数；IMP：ツイー
ト 1 時間後のインプレッション数．
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6. 刊行物

6.1. 定期刊行物

　博物館の調査研究の成果として、「神奈川県立博物館研究報告（自然科学）」第 16 号を刊行した。本
号には 7 編の論文が掲載された。本誌は 49 号から完全電子ジャーナルに移行し、当館ウェブサイト及び
J-STAGE で公開している。
　神奈川県内の自然誌に関する研究成果の公表、記録を目的とした、「神奈川県自然誌資料」第 42 号を刊行
した。本号には 30 編の論文が投稿され、査読を経て 25 編が掲載された。本誌は 41 号から完全電子ジャー
ナルに移行し、当館ウェブサイト及び J-STAGE で公開している。
　博物館の広報誌として、「自然科学のとびら」を年４回発行した。一般利用者向けに博物館からの情
報をわかりやすく提供することを目的としている。また、同じ内容を当館ウェブサイトで紹介している。 
　前年度の博物館活動に関して、その概要を紹介する「神奈川県立生命の星・地球博物館年報」第 25
号（2019 年度）を刊行した。本誌は、国内の主な博物館、県内の研究機関、行政機関等に配布している。

6.1.1. 神奈川県立博物館研究報告 ( 自然科学 ) 

［号数］第 50 号（電子出版）
［発行日］2021 年 3 月 30 日
［ ア ー カ イ ブ 場 所 ］ 当 館 ウ ェ ブ サ イ ト

（https://nh.kanagawa-museum.jp/www/
contents/1599723857751/index.html） な ら
び に J-STAGE（https://www.jstage.jst.go.jp/
browse/bkpmnh/-char/ja）

［編集担当］折原貴道・大島光春・西澤文勝
［編集委員会］平田大二（編集委員長）・齋藤靖二・

田中徳久・加藤ゆき・新井田秀一
［内容］

山本将太・相場博明・佐藤たまき：更新統塩
原層群（栃木県）から産出した魚類化石と
ウグイ現生種Tribolodon hakonensis の比較

前田大智・樽　創・福嶋　徹・高桑祐司・鍔
本武久：東京都昭島市の下部更新統加住層

（上総層群）から産出したシカ属の化石
矢頭卓児・手良村知功・江藤　曉・瀬能　宏：

静岡県沖から得られたホウボウ科魚類バ
ケソコホウボウと形態変異

田中翔大・斉藤洪成・瀬能　宏：小笠原諸島父
島から採集されたクチボソボラNeomyxus 
leuciscus 稚魚とその生物地理学的特性

波戸岡清峰・瀬能　宏・矢野幾維・鈴木寿之：
八重山諸島西表島から得られた日本初記
録のコクハンカワウツボ（新称）とその
出現状況

渡辺恭平：日本産チビトガリヒメバチ亜科（ハ
チ目、ヒメバチ科）の 17 新種の記載を伴
う分類学的および動物地理学的研究（英文）

苅部治紀・加賀玲子：神奈川県の絶滅危惧種
キバネツノトンボの現状

 

6.1.2. 神奈川自然誌資料 

［号数］第 42 号（電子出版）
［発行日］2021 年 3 月 18 日
［ ア ー カ イ ブ 場 所 ］ 当 館 ウ ェ ブ サ イ ト

（https://nh.kanagawa-museum.jp/www/

contents/1599725880823/index.html） お よ
び J-STAGE（https://www.jstage.jst.go.jp/
browse/nkpmnh/list/-char/ja）

［編集担当］渡辺恭平・瀬能　宏
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［編集委員会］田中徳久・川島逸郎・小渕正美
［内容］

花上諒大・崎山直夫・加登岡大希・鈴木　聡・
石川　創・山田　格・田島木綿子・樽　創：
相模湾・東京湾沿岸で記録されたハクジ
ラ亜目マイルカ科について

三井翔太：神奈川県横須賀市佐島に分布する
上部中新統・三崎層より産出した硬骨魚
類の耳石および咽頭歯化石

渡辺恭平・川島逸郎：神奈川県箱根町におけ
るミズバチ Agriotypus gracilis Waterston, 
1930（ハチ目，ヒメバチ科）の再発見

大井和之・岸しげみ・一ノ瀬友博：藤沢市に
生育するクゲヌマランの遺伝子解析

手塚真理・司村宜祥・野崎隆夫：秦野市葛葉
緑地で採集されたカゲロウ目・カワゲラ
目・トビケラ目昆虫

崎山直夫・加登岡大希・瀬能　宏 ：2018 年
に相模湾から得られたホホジロザメ（ネ
ズミザメ目ネズミザメ科）と同湾および
周辺海域における出現状況

陶山　舞・高木　望・出川洋介・佐藤大樹・
折原貴道：神奈川県におけるフナムシ腸
内寄生菌フナムシヤドリ（新称）Asellaria 
ligiae の生息状況

山下龍之丞・三井翔太・碧木健人・瀬能　宏： 
神奈川県沿岸より初記録となるヌエハゼ 
Siphonogobius nue  Shibukawa & Iwata, 
1998 の形態と生息環境

渡辺恭平・瀬能　宏：神奈川県小田原市で確
認されたアシグロアオゴミムシ Chlaenius 
(Pachydinodes ) leucops  (Wiedemann, 
1823)（コウチュウ目，オサムシ科）

岩崎貴也・奥田真未・渡部凌我・斎藤昌幸・
土田彩加・志村映実・泉　進：カメラトラッ
プで確認された神奈川大学湘南ひらつか
キャンパスにおける哺乳類相とキャンパ
ス建設前後の変化

志村映実・櫻井大和・渡辺恭平・中濱直之・
奥田真未・岩元明敏・岩崎貴也：神奈川

大学湘南ひらつかキャンパスにおける地
表徘徊性甲虫相と建設以前からの変化

洲澤　譲・洲澤多美枝：酒匂川（神奈川県）で
採集された外来種ミズワタクチビルケイソウ

山下龍之丞・山川宇宙・佐藤武宏：神奈川県の
田越川感潮域から記録された希少貝類 3 種

八巻鮎太・杉村　誠・伊藤昌平：相模湾江の
島沖からの原記載以来 79 年ぶりのコトク
ラゲLyrocteis imperatoris の再発見

内田大貴・久保田潤一・金本敦志・中村孝司・
舟木匡志：神奈川県三浦市で記録された
ガー科魚類の外来魚 Lepisosteus oculatus

關　義和：神奈川県茅ヶ崎市南西部における
クリハラリスの観察記録

和田圭史・平田寛重：小田原市酒匂川におけ
るコオリガモ Clangula hyemalis の観察記録

樋口　諒：神奈川県茅ヶ崎海岸において採集
されたクロコウスバカゲロウ（アミメカ
ゲロウ目，ウスバカゲロウ科）の記録

武田祐二・大土直哉：三浦半島におけるガタ
バクベニツケガニ（甲殻亜門：十脚目：
ワタリガニ科）の初記録

大井和之・大西　亘：DNA バーコーディン
グで明らかにされた真鶴半島におけるビ
ロ ウ Livistona chinensis (Jacq.) R.Br. ex 
Mart.（ヤシ科）の野生化

乾　直人・山川宇宙・碧木健人・是枝伶旺：
2019 年 9 月以降に相模湾およびその周辺
地域から採集された注目すべきカニ類 7 種

田中徳久：2018–2020 年に見出した神奈川県
の地域植物相の重要な記録となる標本

加藤ゆき・川合英利・重永明生：神奈川
県小田原市におけるコウノトリ Ciconia 
boyciana の観察記録

高橋慶伍・竹内寛彦：神奈川県大和市にお
け る 国 内 外 来 種 ヌ マ ガ エ ル Fejervarya 
kawamurai の初記録

荒尾一樹・馬渡和華・大原庄史・風呂田利夫：
東京湾内湾の谷津干潟の魚類相—III
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6.1.3. 自然科学のとびら

自然科学のとびら　26 巻 2 号 通巻 99 号
［発行日］2020 年 6 月 25 日
［発行部数］250 部
［ウェブ公開場所］当館ウェブサイト（https://
nh.kanagawa-museum.jp/tobira/index.html）

［編集担当］本杉弥生
［内容］

渡辺恭平：表紙「恐怖の外来種 クビアカツ
ヤカミキリ」

苅部治紀：「カンボジアの水生昆虫調査」
鈴木　聡：「哺乳類の性的二型：イタチとゾ

ウアザラシの意外な共通点」
石田祐子：「フレキシブルなダケカンバ」
土屋定夫：ライブラリー通信「文人たちの博

物誌⑦　小松 左京の巻　日本を沈めた男
の生物学はＳＦではなかった！？」

自然科学のとびら　26 巻 3 号 通巻 100 号
［発行日］2020 年 9 月 15 日
［発行部数］250 部
［編集担当］本杉弥生
［内容］

表紙「おかげさまで通巻 100 号」
平田大二：「たくさんの自然科学のとびら」
山下浩之・佐藤武宏・田口公則・苅部治紀・

大島光春・石浜佐栄子：「歴代編集６人へ
の共通Ｑ＆Ａ」

「自然科学のとびら 51 号～ 100 号 総タイトル」
小林瑞穂：ライブラリー通信「世界を変えた

100 の化石」

自然科学のとびら　26 巻 4 号 通巻 101 号
［発行日］2020 年 12 月 15 日
［発行部数］250 部
［編集担当］本杉弥生
［内容］

瀬能　宏：表紙「ウミテング」
石浜佐栄子：「どうやってここへ？ 展示室の

切り取り・型取り・はぎ取り標本」
松本涼子：「世界最大のカメ、オサガメがやっ

て来た」
田中徳久：「先輩学芸員の残したもの－ 30 万

点の標本と「神奈川県植物誌」の基礎－」
土屋定夫：ライブラリー通信「文人たちの博

物誌⑧　吉行 淳之介の巻　淳之介はオカ
ピを見たか？」

自然科学のとびら　27 巻 1 号 通巻 102 号
［発行日］2021 年 3 月 15 日
［発行部数］250 部
［編集担当］本杉弥生
［内容］

加藤ゆき：表紙「レッドデータの鳥類」
折原貴道：「新種発表の裏側 －「ありふれた

種」の標本を集める重要性－」
広谷浩子：「ウェルカム・ベアの由来」
田口公則・松島義章（名誉館員）：「フォトグラ

メトリでタイワンシラトリの産状を再現」
鈴木　聡：「収蔵資料のウェブ公開」
小林瑞穂：ライブラリー通信「検証キノコ新

図鑑」

6.1.4. 神奈川県立生命の星・地球博物館年報 

［号数］　　第 25 号 
［発行日］　2020 年 6 月 30 日 
［発行部数］500 部 
［編集担当］内田　功・平賀保彦・樽　創

［内容］ 　　
沿革・事業報告（運営管理機能・情報発信機
能・シ ンクタンク機能・データバンク機能・
学習支援機 能・刊行物・情報システム・連
携機能）・資料
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6.2. 不定期刊行物

　博物館の総合研究「現代的な視点による神奈川県地質史の構築」（2017年度～2020年度）の成果として、
「神奈川県立博物館調査研究報告（自然科学）」16 号を刊行した。本誌は、県内主要図書館をはじめとして、
図書館、博物館、関係研究機関等に配布した。
 

6.2.1. 神奈川県立博物館調査研究報告 ( 自然科学）

山下浩之：衝突帯と付加体の間で形成さ
れた大磯丘陵の地質に関する再整理

柴田健一郎・野崎　篤・高橋直樹・笠間友博・
西澤文勝・田口公則：三浦半島の新第三
系と第四系：付加体－外縁隆起帯－前弧
海盆堆積物

野崎　篤・笠間友博・西澤文勝・田口公則：
多摩丘陵および下末吉台地の第四系

河尻清和・笠間友博・西澤文勝・野崎　篤・
田口公則：相模野台地に分布する中津層
群と段丘堆積物

山口珠美・山下浩之・萬年一剛・小林　淳：箱
根火山の地質と形成史：最近の研究レビュー

笠間友博・西澤文勝：神奈川県に分布するテ
フラ―関東ローム層と中期更新世の指標
テフラ―

新井田秀一：地球観測衛星画像や DEM を用
いた神奈川の地形判読

［号数］ 16 号
［発行日］ 2021 年 3 月 18 日
［発行部数］ 200 部
［編集担当］ 田口公則・石浜佐栄子・山下浩之・

西澤文勝
［内容］

山下浩之・田口公則：総合研究「現代的な視
点による神奈川県地質史の構築」刊行にあ
たって　伊豆－小笠原弧北端部の地質概要

河尻清和：小仏山地に分布する四万十帯小仏
層群・相模湖層群の地質

川手新一・河尻清和・山下浩之：丹沢山地の
地質―古伊豆・小笠原北端の衝突帯に関
連して―

田口公則・山下浩之・石浜佐栄子：足柄地
域の地質：フィリピン海プレートの北縁、
伊豆衝突帯の現場

石浜佐栄子・笠間友博・西澤文勝・田口公則・

6.3. 刊行物販売状況
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7．情報システム

7.1．システムの概要

　博物館情報システムは、博物館の活性化、生涯学習時代における学習支援、研究活動の高度化等を
推進するため、収蔵資料（標本・画像ほか）に関する情報を基本として、博物館に蓄積されている膨
大な量の知的情報を総合的に管理する博物館活動のプラットフォームとして構築されたものである。
　このシステムには、1995 年３月より稼働している「収蔵資料管理システム」、「展示情報システム」
というサブシステムがあり、これらを有機的に機能させることにより博物館業務の柱であるところの
資料の収集・管理、研究、展示活動を支援している。また、研究成果の公開や広報・普及活動に関す
るお知らせは、2012 年９月より「ウェブサイト公開システム」によって運用している。
　このシステムは、当博物館と県立歴史博物館が共同で開発を行い、2000 年度および、2005 年度には、
機器の更新および新 OS に対応したシステムへの移行作業を行った。さらに、2006 年度には Update サー
バを追加導入し、クライアント PC の Windows Update が効率よく行うことができるようになり、管
理もしやすくなった。2016 年度の機器更新では、最新の OS とセキュリティ対策ソフトにより安全で
快適なシステムが構築されている。2020 年度の機器更新では、「収蔵資料管理システム」のバージョン
アップにより「収蔵資料データベース」として、収蔵資料のデータがウェブサイトにて公開された。「ウェ
ブサイト公開システム」はソフトウエアを変更し、マルチデバイスに対応したウェブサイトが提供可
能となった。セキュリティソフトは教育局より各端末に配信する方法に変更となった。2021 年３月 31
日現在の、当博物館の博物館情報システムの機器構成は下表の通りである。なお、各機器は 100BASE-
TX/100BASE-T/1000BASE-SX により TCP/IP プロトコルで接続されている。

機器構成表

2020 年度リースを反映させて作成．備品，消耗品はカウントせずリースのみの数．
機種名・使用 OS・ソフトウェアは機器更新時の納入明細より作成．
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7.2. サブシステムの紹介 

7.2.1. 収蔵資料管理システム

　博物館情報システムの中核となる「収蔵資料管
理システム」は、これまで分野や個人ごとにカー
ドやパソコン等で個別に管理されていた収蔵資料
に関する情報（資料番号、資料名、採集地、採集
年月日、採集者など）を、サーバで一元的に管理し、
資料の画像、さらには画像そのものも資料として
管理している。また、資料に添付するラベルの印
刷など、資料整理業務の効率化も図られている。
　 こ の サ ブ シ ス テ ム は、『 神 奈 川 県 植 物 誌
1988』、『神奈川県植物誌 2001』および『神奈川
県植物誌 2018』の証拠標本を含む『維管束植物』
や、ダイバーや釣り人などが撮影した魚の写真
をデータベース化した『魚類写真』など、36 の
データベースから構成される。なお、2003 年度
より、書籍（図書・雑誌）についても収蔵資料

管理システムで取り扱われている。標本・アー
カイブズ登録状況は 44 ページに記載した。また、
書籍の情報については下表に示した。
　これらの情報は、2020 年 10 月よりウェブペー
ジの収蔵資料データベースにて公開を行った。
また、本システムにより維持・管理されている
データの一部は、独立行政法人国立科学博物館
などとの協働により、インターネットを利用し
て外部に公開されている。

書籍登録状況

7.2.2. 展示情報システム

　ミュージアムライブラリーにおいて、展示室
で見られる資料や解説文からさらに深く踏み込
んだ学習への欲求を持つ利用者に対して、研究
に基づく博物館独自の新鮮な情報を、検索シス
テムにより分かりやすく提供している。2020 年
度の新規作成はなかった。この他に、神奈川県
立歴史博物館が作成・提供している「画像で見

る歴史と文化」、「収蔵品コレクション」も閲覧
が可能である。
　展示情報システムの一部は、2004 年 7 月より、
当館ならではのコンテンツとして、ウェブペー
ジ上で公開している。なお、2020 年度は、新型
コロナウィルス感染症拡大防止のため、ライブ
ラリーでの端末の使用を中止した。

展示情報システムのメニュー
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7.3. インターネットの利用

7.3.1. ウェブサイト

　小田原市と共同で 1995 年 10 月より開設して
いたウェブサイト（ウェブページ）は、当館へ
のサーバの設置に伴い、2006 年 2 月より博物館
独自の運用に切り替えた。2012 年 9 月には利用
者が使いやすく、また博物館の魅力が伝わるよ
うウェブページのデザインを大幅に改良した。
2020 年 9 月にそれまで使用していたアプリケー
ションを入れ替えて、マルチディバイスに対応
したウェブページが作成可能となった。ウェブ

ページでは博物館に関する様々な情報を提供し
ているが、そのトップページへのアクセス数を
示したのが下の表である。2020 年 9 月のソフト
ウエアの入れ替えに伴い、アクセス数が集計で
きるようになり、2021 年 1 月より集計結果とし
て使用している。
　1997 年度以降のアクセス実績に関しては、
Ⅲ　資料の項（96 ページ）に掲載した。
 

月別ウェブトップページアクセス数

7.3.2. 連携サイト

　独立行政法人国立科学博物館と連携し、当館所
蔵の魚類画像資料の検索サイト「魚類写真資料
データベース」とその英語版である「FishPix」を
それぞれ 2001 年と 2003 年から運用している。近
年では毎年約 5,000 件の画像資料を追加している。

　2004 年度以降のそれぞれのページへのアクセス
実績（ページビュー数；画像のダウンロード数は
含まない）に関しては、Ⅲ　資料の項（96 ～ 97 ペー
ジ）に掲載した。 

連携して情報を公開しているウェブサイト

アクセス数：2020 年４月１日から 2021 年 3 月 31 日までのサイトアクセス数（件数）；国立科学博物館のデータ提供による．

教育局総務室 ICT 推進グループから送付されてくるウェブサイトアクセス数（2020 年 12 月まで）．2021 年 1 月からは当
館でカウント．
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7.4. 情報提供

7.4.1. GBIF への情報提供

　GBIF（Global Biodiversity Information 
Facility：地球規模生物多様性情報機構）とは、
生物多様性に関するデータを各国・各機関で収
集し、ネットワークを通じて全世界的に利用す
ることを目的とする国際協力による科学プロ
ジェクトである。プロバイダごとにデータが蓄
積され、その数は GBIF 全体では 2022 年 1 月
28 日現在 19 億 2,395 万件以上となっている。ま
た、独立行政法人国立科学博物館が中心となり
推進している自然史標本データ整備事業では、
S-Net（サイエンスミュージアムネット）として
国立科学博物館経由で GBIF に提供されたデー
タが国内向けに公開されている。
　2006 年度から、当館を含む神奈川県内の博物
館及び関連施設が連携を図り、自然史標本情報
の整備や公開などを目的に、「自然史標本データ
ベース神奈川委員会」が設置されている。2020

年度について、自然史標本データベース神奈川
委員会への参加館は全 2 館、全体で 22,800 件の
自然史標本情報の提供を行った。
 
2020 年度自然史標本データベース神奈川委員会
参加館

相模原市立博物館
神奈川県立生命の星・地球博物館

当館からの 2020 年度標本情報提供数
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8. 連携機能

　当館では、連携機能を活かした事業として、継続的なネットワーク事業、共催事業を実施するとと
もに、館内施設による利用者サービスを行っている。

8.1. 友の会

「神奈川県立生命の星・地球博物館 友の会」は、博物館を広く活用し、博物館活動を支援するとともに、
会員相互の交流を図ることを目的に 1997（平成 9）年に発足した。

8.1.1. 事務部・広報部・企画部の活動

　事務局は、会員の互選によって選出された役
員によって運営されている。2020 年度も博物館
と会員相互の親睦を深める事業や友の会の普及
と発展のために必要な事業を多数企画していた
が、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め中止や変更などの多い年となった。延期を重
ねながら、７月１日（水）～８月 31 日（月）まで、
博物館のミニ企画展示コーナーで「友の会会員
440 名とともに－学芸員や私たちといっしょに
自然を楽しみませんか－」を開催した。
　※参加予定だったミューズ・フェスタ 2021 は、
同感染症の拡大防止のため中止となった。

［事務部］
1.	 第 24 回 総会（書面開催）を開催した。
2.	 役員会を６回開催し、以下の事項を検討・実

施した。
役員会開催日

４月 24 日（金）発送作業のみ実施
６月 27 日（土）
９月 19 日（土）
12 月 19 日（土）
２月６日（土）リモート開催
３月 20 日（土）リモート開催
３月 28 日（日）発送作業のみ実施

（1）友の会の運営について
（2）会員への発送作業などについて

（3）総会、およびイベントについて
（4）新型コロナウイルス感染症対策について
（5）コロナ禍における友の会の活動について
（6）ミューズ・フェスタ 2021 について

［広報部］
1.	 博物館ウェブサイト内の友の会ページ、ブロ

グの管理・運営
2.	 ツイッター（@kpmtomo）による情報提供
3.	 友の会 年間行事一覧表の作成・配付
4.	 会報「友の会通信」を４回（通巻 第 108 ～

111 号）発行
5.	「自然科学のとびら 友の会版」を４回（通巻 

第 99 ～ 102 号）発行

［企画部］
1.	 講座担当者会議を２回開催し、以下の事項を

企画・実施した。
講座担当者会議開催日

11 月７日（土）
３月 20 日（土）リモート開催

	 友の会が主催する講座や観察会を企画、博物
館側との調整を行い、以下の講座を実施し、
延べ 42 講座（そのうち中止 37 件）88 人が参
加した（別表のとおり）。

2.	 講座スタッフ用ビブス（ユニフォーム）を製
作した。
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8.1.2. 観察会・講座等



8.2. サロン・ド・小田原

　サロン・ド・小田原は、友の会との共催による講演・交流会からなる集いの１つ。従来の講演会や
茶話会とは異なり、第 1 部の話題提供（講演）、第 2 部の交流会（ワークショップなど）を併せて「サ
ロン」と位置づけ、いわゆるサイエンスカフェのように参加者と話題提供者の交流が深まることを期
待している。2020 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。

8.3. 神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会（WESKAMS）

　神奈川県西部地域ミュージアムズ連絡会は、「神奈川県西部地域にあるミュージアムがネットワーク
化をはかり、これからの新しいミュージアムのありかたを考えていこう」と当館のよびかけのもとに
1996 年 7 月に発足し、現在の加盟館園は 54 施設になる。会の愛称を WEST KANAGAWA MUSEUMS 
を略して「WESKAMS （ウエスカムズ）」と名付け、その事務局を当館においている。
　WESKAMS の目的を達成させるための事業について、協議・検討する場として「館園長・協力会員
会議」を年１回開催しているが、2020 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため会議は中止
となり、メールにより代替とした。
　また、WESKAMS に加盟する、ミュージアム施設が連携し、情報交換・相互理解のために互いの施
設を訪問・見学する企画を、学習支援と地域文化発展に寄与するため、1997 年 10 月から「ミュージア
ム・リレー」として一般に公開している。毎月 1 回、持ち回りで各施設の協力を得て開催し、施設の
特色を活かした特別な企画や、学芸員、専門スタッフによる分かりやすい解説が一般参加者に好評を
博している。

今年度開催された会議

今年度開催されたミュージアム・リレー

（次ページへ続く）
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（前ページから続く）
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8.4. 館内施設等の状況

当館では利用者へのサービス充実のため、売店「ミュージアムショップ」、レストラン「フォーレ」、
ともしびショップ・喫茶「あーす」の各施設を外部からのテナントにより設置している。

売店「ミュージアムショップ」（１階） 　
　生涯学習施設としての博物館におけるミュー
ジアムショップであることから、展示内容と関
連した物をできるだけ世界中から取り寄せてい
る。例えば、中国遼寧省やアメリカ・ユタ州の
化石、アメジスト、水晶、メノウはブラジル、
モルダバイトはチェコからなど展示物の秘めた
メッセージの伝わるグッズを販売している。特
別展に際しては、それぞれの展示コンセプトに
合わせて特別コーナーを設置している。
　また、博物館とショップスタッフとの定期ミー
ティングを通して、博物館におけるミュージアム
ショップのあり方や扱うグッズについて検討を
行っている。それによって当館学芸員の執筆によ
る博物館刊行物の発行や自然科学系書籍の充実、
オリジナル商品の開発などの成果をあげた。
　博物館の来館者が、その感動や驚きを持ち帰
り、また行ってみようと思っていただけるよう
な空間づくりとしている。

レストラン「フォーレ」（３階） 
　早川のせせらぎ、緑の山並みに囲まれたロケー
ションの博物館レストランは、見学による「博
物館疲労」を癒し、感動や驚きの余韻を語り合
う空間として重要であり、利用者サービスの一
翼を担っている。

　メニューは、サンドイッチなどの軽食から、
ハンバーグ、カレーライスなどの洋食、箱根そ
ばをセットにした和食などを用意している。ま
た、ケーキ・メニューなども充実しており、ど
なたにでも対応できる品揃えとなっている。事
前の予約があれば、障がい者に配慮した調理方
法での提供も可能な範囲で対応している。利用
状況は、日曜日、祝日、春・夏休み等、学校の
休みの日には利用者が多く混雑するが、夏季期
間中にテラスの部分を利用した野外席を用意し、
混雑の緩和を図っている。
　今後も、博物館及び地域のレストランとして
の特色を出すため、利用者のニーズを意識し、
内容の充実と明るく雰囲気の良いレストランを
目指していく。

ともしびショップ・喫茶「あーす」（１階） 　
　「ともしびショップ」は、障がい者の社会参加
の促進、 就労の場の確保の視点から、障がい者
の働ける場として設置されており、当ショップ
は県内では 4 店目にあたる。
　「あーす」は、来館者の休憩場所として喫茶を
営業しているほか、市内の入所施設・作業所等
での自主製品の販売も行っている。
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III 資料

1. 条例・規則

1.1. 神奈川県立の博物館条例

神奈川県立の博物館条例
昭和 41 年 10 月７日
条例第 43 号

（趣旨）
第１条　この条例は、神奈川県立の博物館の設置、

管理等に関し必要な事項を定めるものとする。
（設置）

第２条　博物館法（昭和 26 年法律第 285 号）に基づ
き、次のとおり神奈川県立の博物館（以下「博物
館」という。）を設置する。

（職員）
第３条　博物館に、事務職員、技術職員その他の所

要の職員を置く。
（観覧料の納付等）

第４条　博物館に展示している博物館資料を観覧す
る者（以下「観覧者」という。）は、別表に定め
る額の観覧料を納めなければならない。ただし、
公開の施設に展示している博物館資料の観覧につ
いては、この限りでない。

２　前項本文の規定にかかわらず、特別な企画の展
覧会を開催する場合の観覧料は、神奈川県教育委
員会（以下「教育委員会」という。）がその都度
定めることができる。

３　教育委員会は、第１項本文及び前項に規定する観
覧料を納めた者に観覧券を交付するものとする。

４　観覧者（別表備考２に規定する者を除く。）は、
入館する際に、前項に規定する観覧券又はこれに
代わるものとして教育委員会が認めたものを提出
し、又は提示しなければならない。

（観覧料の減免）
第５条　前条第１項本文及び第２項の規定にかかわら

ず、教育委員会は、次の各号のいずれかに該当す
る者については、観覧料を減免することができる。

（１）教育委員会が開催する行事に参加する者
（２）教育課程に基づく教育活動として入館する

高校生（学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号。
別表備考において「法」という。）第１条に規
定する高等学校及び中等教育学校の後期課程
並びにこれらに準ずる教育施設に在学する者
をいう。別表において同じ。）並びに児童及び
生徒の引率者

（３）その他教育委員会が適当と認めた者
（観覧料の不還付）

第６条　既に納付された観覧料は、還付しない。ただ
し、教育委員会が災害その他特別の事情により還
付するのを適当と認めたときは、この限りでない。

（資料の特別利用）
第７条　博物館資料を学術上の研究のため特に利用

しようとする者は、教育委員会の承認を受けなけ
ればならない。

（利用の制限）
第８条　教育委員会は、博物館の利用者が次の各号

のいずれかに該当する場合には、その利用を制限
することができる。

（１）この条例又はこの条例に基づく規則に違反
したとき。

（２）他の利用者に著しく迷惑をかけるおそれが
あると認めるとき。

（３）施設、博物館資料等を損傷するおそれがあ
ると認めるとき。

（４）その他教育委員会が必要と認めるとき。
（委任）

第９条　この条例に定めるもののほか、博物館の管理
等に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。
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別表（第４条関係）

1.2. 神奈川県立の博物館組織規則

神奈川県立の博物館組織規則
昭和 41 年 11 月 18 日 
教育委員会規則第 10 号

（趣旨）
第１条　この規則は、神奈川県立の博物館の組織に関

し必要な 事項を定めるものとする ｡ 
（部等の設置）

第２条　神奈川県立の博物館に、次の部及び課を置く ｡
　管理課
企画情報部
　企画普及課
　情報資料課
学芸部

（管理課の事務）
第３条　管理課においては、次の事務を分掌する ｡ 

（１）公印に関すること ｡
（２）文書の収受、発送、保存、閲覧等に関する

こと ｡ 
（３）個人情報の開示、訂正、利用停止等に関す

ること ｡    
（４）人事に関すること ｡
（５）財産の管理及び館内の秩序の維持に関する

こと ｡
（６）予算の経理に関すること ｡ 
（７）観覧料の徴収に関すること ｡ 
（８）物品の調達及び処分に関すること ｡ 
（９）寄贈品の受納並びに寄託品の受納及び返納

に関すること。
（１０）その他他部課の主管に属しないこと ｡ 

第４条　削除
（企画普及課の事務）

第５条　企画普及課においては、次の事務を分掌する ｡
（１）博物館活動の企画及び調整に関すること ｡ 
（２）博物館活動の普及及び広報に関すること ｡
（３）博物館活動に関する講演会、講習会、研究会等

の開催に関すること ｡ 
（４）他の博物館その他教育、学術又は文化に関する

施設、団体等との連絡、協力及び情報の交換に関
すること ｡

（情報資料課の事務）  
第６条　神奈川県立歴史博物館の情報資料課におい

ては、次の事務を分掌する ｡
（１）人文科学等に関する図書等の収集、整理、

保管及び閲覧に関すること ｡
（２）博物館情報システムの運用に関すること ｡

２　神奈川県立生命の星・地球博物館の情報資料課
においては、次の事務を分掌する ｡

（１）自然科学等に関する図書等の収集、整理、
保管及び閲覧に関すること ｡ 

（２）博物館情報システムの総合的企画及び調整
並びに運用に関すること ｡ 

備考１　学生とは、法第１条に規定する大学及び高等専門学校、法第
124 条に規定する専修学校並びに法第 134 条第１項に規定する各
種学校に在学する者をいう。

２　学齢に達しない者並びに法第１条に規定する小学校、中学校、中
等教育学校の前期課程及び特別支援学校並びにこれらに準ずる教
育施設に在学する者は、無料とする。
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（学芸部の事務）
第７条　学芸部においては、次の事務を分掌する ｡

（１）博物館資料の収集、製作、整理、保管、展示、
解説及び指導に関すること ｡

（２）博物館資料の専門的及び技術的な調査研究

に関すること ｡ 
（委任）

第８条　この規則の施行に関し必要な事項は、神奈
川県教育委員会教育長が定める ｡

1.3. 神奈川県立の博物館の利用等に関する規則

神奈川県立の博物館の利用等に関する規則
昭和 41 年 11 月 18 日
教育委員会規則第 9 号

（趣旨）
第１条　この規則は、神奈川県立の博物館の利用等

に関し必要な事項を定めるものとする。
（権限の委任）
第２条　次に掲げる神奈川県教育委員会の権限は、

神奈川県教育委員会教育長（以下「教育長」とい
う。）に委任する。

（１）神奈川県立の博物館条例（昭和 41 年神奈川
県条例第 43 号。以下「条例」という。）第４
条第２項の規定により観覧料を定めること。

（２）条例第４条第３項の規定により観覧券を交
付すること。

（３）条例第４条第４項の規定により観覧券に代
わるものを認めること。

（４）条例第５条の規定により観覧料を減免する
こと。

（５）条例第６条ただし書の規定により観覧料の
還付を認めること。

（６）条例第７条の規定により利用を承認すること。
（７）条例第８条の規定により利用を制限すること。

（休館日等）
第３条　神奈川県立歴史博物館及び神奈川県立生命

の星・地球博物館（以下「博物館」という。）の
休館日は、次のとおりとする。

（１）月曜日（国民の祝日に関する法律（昭和 23
年法律第 178 号）に規定する休日（以下「国
民の祝日等」という。）に当たるときを除く。）

（２）国民の祝日等の翌日（土曜日、日曜日又は国
民の祝日等に当たるときを除く。）

（３）12 月 28 日から翌年の１月４日まで
（４）その他教育長が定める日

２　前項の規定にかかわらず、教育長は、必要があ
ると認めるときは、臨時に博物館を開館すること
ができる。

（開館時間等）
第４条　開館時間は、次のとおりとする。
２　前項の規定にかかわらず、教育長は、必要があ

ると認めるときは、これを変更することができる。
（観覧券の様式）

第５条　条例第４条第３項に規定する観覧券は、神
奈川県立歴史博物館にあつては第１号様式とし、
神奈川県立生命の星・地球博物館にあっては第２
号様式とする。

（観覧料の減免申請）
第６条　観覧料の減免を受けようとする者は、あら

かじめ、観覧料減免申請書を教育長に提出し、観
覧料減免承認書の交付を受けなければならない。

（観覧料の還付申請）
第７条　観覧料の還付を受けようとする者は、観覧料

還付申請書に観覧券を添えて教育長に提出し、観
覧料還付承認書の交付を受けなければならない。

（資料の特別利用）
第８条　条例第７条の規定により博物館資料の特別利

用の承認を受けようとする者は、特別利用承認申請
書を教育長に提出し、特別利用承認書の交付を受け
なければならない。

（利用の方法）
第９条　博物館を利用する者は、博物館の管理上必要

な事項を守り、職員の指示に従わなければならない。
（資料の館外貸出し）

第１０条　次に掲げるものは、教育長の承認を受けて
博物館資料の館外貸出しを受けることができる。

（１） 国立の博物館、博物館法（昭和 26 年法律第 285
号）第２条第１項に規定する博物館及び同法第
29 条の規定により文部科学大臣の指定した博物
館に相当する施設

（２） 社会教育法（昭和 24 年法律第 207 号）第 21 条
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に規定する公民館
（３） 国立の図書館及び図書館法（昭和 25 年法律第

118 号）第２条第１項に規定する図書館
（４） 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第１条に

規定する学校
（５） その他教育長が適当と認めるもの
２　前項の規定による承認を受けようとするものは、

館外貸出承認申請書を教育長に提出し、館外貸出
承認書の交付を受けなければならない。

（館外貸出しの期間）
第１１条　博物館資料の館外貸出しの期間は、30 日

以内とする。ただし、教育長は、特に必要がある
と認めるときは、これを延長することができる。

２　前項の館外貸出しの期間は、博物館が当該博物
館資料を引き渡した日から起算してその返還を受
ける日までの日数により算定するものとする。

３　教育長は、館務の都合により必要があるときは、
博物館資料の館外貸出しの期間中であつても、当

該博物館資料の返還を求めることができる。
（館外貸出しをした資料の利用方法）

第１２条　博物館資料の館外貸出しを受けたものは、
当該博物館資料を、承認を受けた利用の目的又は
場所以外の目的又は場所で、利用してはならない。

（資料滅失等の届出）
第１３条　博物館資料の館外貸出しを受けたものは、

当該博物館資料を滅失し、又は損傷したときは、
直ちに資料滅失（損傷）届出書を教育長に提出し
なければならない。

（寄託を受けた資料の利用の制限）
第１４条　寄託を受けた博物館資料の館外展示及び

館外貸出しは、寄託者の承諾がある場合のほかは、
行なうことができない。

（委任）
第１５条　この規則の施行に関し必要な事項は、教

育長が定める。

2. 館年表

2.1. 再編整備決定から開館まで

1986 年
12 月	 第二次新神奈川計画において、博物館の

再編整備が決定
1988 年

7 月	 神奈川県立自然系博物館（仮称）を小田
原市入生田に建設することが決定

12 月	 神奈川県立博物館整備構想懇談会（座長 :
渡邊 格（慶応義塾大学名誉教授））から
提言

1989 年
3 月	 神奈川県立自然系博物館（仮称）整備計

画策定 
	 神奈川県立自然系博物館（仮称）展示計

画策定
4 月	 教育庁社会教育部社会教育課に博物館建

設準備班を設置
11 月	 神奈川県立自然系博物館（仮称）資料収

集委員会（委員長 : 上田誠也（東京大学
名誉教授））発足

12 月	 展示設計プロポーザル実施
	 展示基本設計着手

1990 年
2 月	 建築設計プロポーザル実施
	 建築調査設計着手

3 月	 自然系博物館の建設事業が、小田原市と
の協調事業となる

	 神奈川県立自然系博物館（仮称）資料収
集計画策定

	 博物館情報システム整備計画策定
9 月	 博物館情報システム実施計画策定
10 月	 建築基本設計着手

1991 年
3 月	 自然系博物館（仮称）建設用地（小田原

市入生田） 取得
4 月	 組織改正により教育庁社会教育部社会教

育課が、生涯学習部生涯学習課となる
10 月	 第一期造成工事着手
	 建築実施設計着手
	 展示実施設計着手

1992 年
4 月	 組織改正により生涯学習部博物館開設準

備室となり、企画調整班、自然系整備班、
人文系整備班、展示・資料整備班の 4 班
体制となる

6 月	 第二期造成工事着手
8 月	 博物館情報システム開発プロポーザル実施
	 博物館情報システム開発調査設計着手
10 月	 自然系博物館（仮称）建築工事着工
	 自然系博物館（仮称）展示工事着工
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1993 年
4 月	 博物館情報システム開発着手
6 月	 第三期造成工事着手

1994 年
6 月	 第四期造成工事着手
12 月	 自然系博物館（仮称）建築工事竣工
	 神奈川県立博物館条例一部改正

1995 年
1 月 1 日	 神奈川県立生命の星・地球博物館が機関

設置され、管理部に管理課、経理課、企
画情報部に企画普及課、 情報資料課及び
学芸部の 3 部 4 課を置く

3 月	 博物館法第 11 条の規定に基づく登録博
物館となる

	 生命の星・地球博物館展示工事竣工
3 月 20 日	 開館記念式典実施
3 月 21 日	 一般公開開始 

2.2. 開館から 2020 年度末まで（資料収集・調査研究事業を除く）

1995 年
3 月 21 日	 一般公開開始
4 月 29 日	 開館記念講演会「地球を歩いてみません

か」濱田隆士・中雄一
5 月 7 日	 入館者 10 万人到達（開館 41 日目）
6 月 22 日	 紺綬褒章の伝達式（櫻井都美子・小泉明裕）
9 月 6 日	 ジブチ共和国大統領ご視察
9 月 24 日	 入館者 30 万人到達（開館 158 日目）
11 月 10 日	 神奈川県博物館協議会（2001 年まで毎

年実施）
1996 年

3 月 20 日	 開館 1 周年記念講演会「自然史（誌）系
博物館の位置づけ」沼田眞・中川志郎・
濱田隆士

4 月	 シンボルマーク製作
4 月 17 日	 入館者 50 万人到達（開館 321 日目）
6 月 1 日	 学習指導員による団体サービス（ガイダ

ンス）開始
9 月	 ガイダンスビデオ製作

1997 年
3 月 1 日	 エントランスガイダンス開始
3 月 20 日	 開館 2 周年記念講演会「3 年目を迎える博

物館の新しい活動・博物館をこんなふうに
利用してみませんか」浜口哲一・濱田隆士

	 バリアフリー音声ガイドサービス開始
3 月 21 日	 日本植物分類学会第 27 回大会（3 月 23

日まで）  
2000 年

3 月 20 日	 開館5周年記念講演会「博物館は宝の山!」  
3 月 23 日	 Xu Daosheng（湖北省博物館）・Jang, Sang-

Hoon （韓国国立中央博物館）ほか視察  
3 月 31 日	 濱田隆士館長退任  
4 月 1 日	 青木淳一館長就任  
5 月 13 日	 日本土壌動物学会第 23 回大会（5 月 14

日まで）
8 月 6 日	 入館者 200 万人到達（開館 1,613 日目）  
10 月 6 日	 2000年度日本魚類学会年会（10月9日まで） 
10 月 15 日	 200 万人達成記念展示「写真コンテスト

応募作品」 

2001 年  
3 月 20 日	 開館 6 周年記念講演会「自然史（誌）を

楽しむ～ いま箱根 の自然は～」
3 月 27 日	 神奈川県博物館協議会を廃止  
4 月 15 日	 青木淳一館長が南方熊楠賞を受賞  
10 月 19 日	 中国遼寧省職員視察 
11 月 9 日	 ミュージアム・リレー第 50 走達成記念

講演会 
11 月 22 日	 ミュージアム・リレー第 50 走達成記念

シンポジウム 
11 月 23 日	 日本蜻蛉学会（11 月 25 日まで） 

2002 年
2 月 21 日	 博物館課題研究会「博物館のめざすべき

方向」  
3 月 19 日	 箱根フリーパス対象施設に参加  
3 月 21 日	 開館 7 周年記念シンポジウム「蝕まれる

かながわの生 物」
7 月 19 日	 入館者 250 万人到達（開館 2,206 日目） 

250 万人達成感謝 ウィーク  
7 月 21 日	 「自然を楽しむみち」案内板贈呈式 

2003 年  
1 月 30 日	 博物館課題研究会「博物館の独立行政法

人化の動きと現状について」
3 月 11 日	 全国科学博物館協議会総会（3月12日まで）   
3 月 21 日	 ミューズ・フェスタ（開館記念事業とし

て、以降毎年実施）  
3 月 28 日	 青木淳一館長が小田原城下町大使に就任   
7 月 20 日	 夏休み期間中、17 時 30 分まで開館時間

延長（2004 年まで実施）
8 月 2 日	 日本蘚苔類学会（8 月 3 日まで）   

2004 年   
3 月 9 日	 博物館課題研究会「博物館評価の現状と

その実例 について」
5 月 25 日	 入館者 300 万人到達（開館 3,770 日目）
11 月 20 日	 日本鞘翅学会第17回大会（11月21日まで）

2005 年
3 月 8 日	 博物館課題研究会「指定管理者制度とそ

の導入の動向について
7 月 18 日	 夏休み中無休開館期間（以降、毎年実施）
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2006 年
1 月 14 日	 ミュージアム・リレー第 100 走達成記念

行事 （1 月 15 日まで）
3 月 23 日	 博物館課題研究会「指定管理者の指定を

受けて」
3 月 31 日	 青木淳一館長退任
4 月 1 日	 管理部と経理課が廃止され、管理課、企

画情報部の企画普及課、情報資料課及び
学芸部の 2 部 3 課となる。

	 斎藤靖二館長就任
7 月 8 日	 入館者 350 万人到達（開館 3,409 日目）
11 月 12 日	 自然史学会連合講演会「教科書で学べな

い自然史」
5 月 10 日	 生命の星・地球博物館友の会発足 
7 月 23 日	 入館者 100 万人到達（開館 705 日目） 
10 月 17 日	 WESKAMS ミュージアム・リレーを開始
11 月 15 日	 日本鞘翅学会第 10 回記念大会（11 月 16

日まで） 
1998 年 

1 月 30 日	 日本古生物学会1998年年会（2月1日まで）  
3 月 21 日	 開館 3 周年記念事業「生命の星・地球フェ

スタ '98」 （3 月 29 日まで）
3 月 30 日	 天皇皇后両陛下行幸啓  
4 月 4 日	 日本動物分類学会第 34 回大会（4 月 5

日まで）  
8 月 26 日	 日本第四紀学会1998年大会（8月28日まで）  
9 月 12 日	 中国遼寧省友好代表団来館 
11 月 3 日	 入館者 150 万人到達（開館 1,090 日目） 

1999 年  
3 月 20 日	 「トーキングサイン・ガイドシステム」

発表会  
8 月 4 日	 中国科学院南京地質古生物学研究所所長

ほか視察 
11 月 6 日	 日本蜻蛉学会大会（11 月 7 日まで） 
11 月 12 日	 天皇陛下ご在位 10 周年慶祝事業 無料公開 
11 月 14 日	 みなかんネットワーク大会 
11 月 27 日	 常設展示化石標本 3 点の盗難を確認 
12 月 9 日	 常設展示化石標本 10 点の盗難を確認 

2007 年
2 月 28 日	 全国科学博物館協議会理事会総会
3 月 30 日	 博物館課題研究会

2008 年
3 月 11 日	 博物館課題研究会
3 月 22 日	 子ども自然科学作品展（以降毎年実施）
8 月 12 日	 入館者 400 万人到達（開館 4,062 日目）

2009 年
3 月 10 日	 博物館課題研究会「展示照明の現状と課題」

2010 年
10 月 21 日	 入館者 450 万人到達（開館 4,863 日目）

2011 年
3 月 13 日	 ミューズ・フェスタ 2011（東日本大震

災により中止）

2012 年
8 月 3 日	 入館者 500 万人到達（開館 5,183 日目）

2013 年
8 月 22 日	 世界の動物切手コレクション寄贈（功刀

欣三様）
10 月 8 日	 天皇陛下行幸啓（特別展天覧）
11 月 29 日	 奥村定一昆虫コレクション寄贈（奥村哲

子様）
2014 年

1 月 13 日	 入館者 550 万人到達（開館 5,716 日目）
3 月 19 日	 貝類標本コレクション寄贈（名倉菊江様）
3 月 31 日	 斎藤靖二館長退任
4 月 1 日	 平田大二館長就任、斎藤靖二名誉館長就任
7 月 7 日	 林原自然科学博物館教材・教育用標本一

式寄贈（株式会社林原メセナセンター）
9 月 11 日	 メソサウルス類化石・ダウリアチョウザ

メ本剥製・ アラスカ産オオカミ本剥製寄
贈（三浦菊男様）

11 月 14 日	 第47回日本魚類学会年会（11月17日まで）
2015 年

3 月 15 日	 開館 20 周年記念シンポジウム「自然史
系博物館のあるべき姿と評価軸－生命の
星・地球博物館の活動から－」

8 月 29 日	 入館者 600 万人到達（開館 6,190 日目）
10 月 31 日	 今関細密画コレクション寄贈（今関士郎様）

2016 年
3 月 16 日	 子ども自然科学作品展会期を延長（5 月

8 日まで）
	 活動報告展の休止

2017 年
5 月 3 日	 入館者 650 万人到達（開館 6,667 日目）

2018 年
10 月 26 日	 入館者 700 万人到達（7,104 日目）

2019 年
1 月 25 日	 日本古生物学会第 168 回例会（1 月 27

日まで）
2 月 24 日	 天皇陛下ご在位 30 周年慶祝事業 無料公開
5 月 1 日	 天皇御即位慶祝事業無料公開
6 月 8 日	 日本動物分類学会第 55 回大会（6 月 9

日まで）
10 月 22 日	 即位礼正殿の儀無料公開

2020 年
3 月 4 日	 新型コロナウイルス感染拡大防止のため

臨時休館（6 月 30 日まで）
2021 年

1 月 12 日	 新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め臨時休館（3 月 22 日まで）

3 月 23 日	 新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め臨時休館を継続（ただし事前に予約を
された方に限り入館可能）



— 90 —

3. 統計資料

3.1. 利用者状況

3.1.1. 常設展示室の入場者状況

2020 年度の記録
最高：2020 年９月 20 日 ( 日）	 3,318 人
最低：2021 年 1 月 8 日 ( 金）	 106 人

※ 1995 年 3 月 21 日から　7,649 日開館
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3.1.2. 特別展示室の入場者状況

3.1.3. 講座・観察会・研修会等参加者状況

3.2. 年度別利用者数の推移
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3.3. 特別展・企画展開催実績

［特別展］
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［企画展］

(　　　）内は 2021 年 3 月 31 日までの値．



3.4. 資料登録実績

　資料登録実績は、標本とアーカイブズを分けて、小計を算出し、資料に付随して登録した付随メディア数も示した。また、
合計については、登録件数に加え、登録点数を算出した。

(*2)

(*2)

(*1)

(*1)



※ 1：1995 年度と 1996 年度の魚類の登録件数は、誤りを修正したため、年報第 24 号までの数値と異なる。
※ 2：魚類写真の登録件数は、誤りを修正したため、年報第 24 号まで数値と異なる。
※ 3：2014 年度と 2015 年度のはぎ取りの登録件数は、誤りを修正したため、年報第 21 号までの数値とは異なる。
※ 4：2015 年度の両生類写真と爬虫類写真の登録件数は、誤りを修正したため、年報第 21 号までの数値とは異なる。
※ 5：2015 年度と 2016 年度の菌類細密画の登録件数は、誤りを修正したため、年報第 22 号までの数値とは異なる。
※ 6：2017 年度の図書、雑誌の登録件数は、誤りを修正したため、年報第 23 号までの数値とは異なる。
※ 7：付随メディアの登録件数は、誤りを修正したため、年報第 22 号までの数値とは異なる。
※ 8：アーカイブズの甲殻類細密画の小計は、誤りを修正したため、年報第 22 号までの数値とは異なる。

(*3) (*3)

(*4)
(*4)

(*5) (*5)
(*8)

(*6)
(*6)

(*7)
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3.5. ウェブサイトアクセス実績（トップページアクセス数）

3.6. 魚類写真資料データベースのアクセス実績（ページビュー数）

教育局総務室 ICT 推進グループから送付されてくるウェブサイトアクセス数（2020 年 12 月まで）．2021 年 1 月からは当館でカウント．
＊：マシントラブルのため，記録なし．

国立科学博物館から送付されてくる魚類写真データベースアクセス数集計の日本語版の数字．
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3.7. FishPix のアクセス実績（ページビュー数）

国立科学博物館から送付されてくる魚類写真データベースアクセス数集計の英語版の数字．

3.8. WESKAMS ミュージアム・リレー開催記録

（次ページへ続く）
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（次ページへ続く）

（前ページから続く）
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（次ページへ続く）

（前ページから続く）
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（次ページへ続く）

（前ページから続く）
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（前ページから続く）
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3.9. 来館者アンケート

3.9.1. 館内での満足度調査（入館券投票式）

［調査方法］
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、従来のシール式やアンケートを取り止
め、入館券による投票と電子申請システムの
併用によって実施した。1階エントランスホー
ルに投票箱と電子申請システムの二次元バー
コードを印刷したポスターを設置し、来館者
に回答を求めた。

［調査期間］
2021 年 3 月 23 〜 31 日の開館日（8 日間）

［有効回答数］
579 件（投票 578 件・電子申請システム 1 件）

［調査内容］
　当館に対する総合的な満足度（満足・どちら
かといえば満足・どちらかといえば不満・不満）

［調査結果］

3.9.2. 常設展示室での利用者アンケート（シール式）

　接触による感染症拡大を防止するため、実施を見送った。

3.9.3. 特別展観覧者へのアンケート

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
特別展を開催せず、会期を延長して企画展を開
催したが、企画展開催期間のアンケートについ

ては、接触による感染症拡大を防止するため、
実施を見送った。

3.9.4. 講座参加者へのアンケート（記入式）

［調査方法］
　講座参加者にアンケートを実施し、世代、
講座への参加回数、感想等を調査した。

［調査対象］
　計画した博物館講座（ボランティア入門講
座を含む）41 講座のうち、感染症拡大防止対
策として中止した講座を除く 10 講座について、
講座終了後にアンケートを行った。なお、講座

が 2 日間以上にまたがっている場合は、その講
座の最終日の終了後にアンケート調査した。

［有効回答数］
94 件

［調査項目］
5 項目（回答者の世代・過去の講座への参加・
講座を知ったきっかけ・講座に対する感想・
また参加したいか）
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［調査結果］
講座参加者の世代等の内訳

過去の講座への参加について

どこで（何で）講座を知りましたか（複数回答可）

講座に参加しての感想（複数回答可）

また参加したいですか（複数回答可）

4. 調査研究関連資料

4.1. 研究成果

　令和 2 年度に終了した研究について成果概要を記した。

4.1.1. 博物館基礎研究（総合研究）

現代的な視点による神奈川県地質史の構築
［研究期間］平成 29 年度～令和 2 年度
［研究担当者］田口公則・山下浩之・笠間友博・

新井田秀一・石浜佐栄子・大島光春・樽　創・
河尻清和・柴田健一郎・野崎 篤・山口珠美・
髙橋直樹・川手新一

［研究内容］
　神奈川県の地質を網羅的にレビューした文献
のひとつが、神奈川県史 自然編（1978）である。
この基本文献である神奈川県史 自然編も発行か
ら 40 年以上が経過し、その刷新が望まれていた。

すなわち、県史発行後、地球科学の考え方が地向
斜説からプレートテクトニクス説へ大きく変わる
とともに地球科学の各分野の学術的発展と分析機
器の進歩により、神奈川県内の地質現象について
もその理解が大きく前進したからである。
　本研究では、県内の地学系博物館学芸員を中
心に、神奈川県内各地域の地質ついて従来の研
究をレビューし、年代学や古生物学、地球化学、
地球物理学的な視点も踏まえた現代的な研究課
題を探るために、新たな神奈川県の地質史をま
とめることを目的とした。
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　神奈川県を構成する地質体を考慮し、つぎの
8 エリアに分け、それぞれのエリアについて先
行研究をレビューするとともに、新知見や課題
も含めてまとめた。

・	 小仏エリア：小仏山地、中津山地の東縁部
や愛甲台地の北端部を構成する地質体とし
て小仏層群および相模湖層群を対象とした。

・	 丹沢エリア：丹沢山地、中津山地、道志
山地を構成する地質体として、丹沢層群
および丹沢層群に貫入した深成岩類や小
規模火山岩類、丹沢層群の変成岩類、愛
川層群を対象とした。

・	 足柄エリア：足柄山地、関本丘陵および
足柄平野を構成する足柄層群と足柄層群
の形成時もしくは形成後の火成岩、段丘
堆積物と沖積層などを対象とした。

・	 大磯エリア：大磯丘陵と秦野盆地を構成
する丹沢層群、高麗山層群、三浦層群相
当層、足柄層群相当層、前川層、羽根尾層、
相模層群相当層、関東ローム層および沖
積層と多岐にわたる地質体を対象とした。

・	 三浦エリア：三浦半島を構成する地質体
として、葉山層群、三浦層群、上総層群、
相模層群相当層（横須賀層、宮田層など）
および沖積層などを対象とした。

・	 多摩エリア：多摩丘陵と多摩川低地を構
成する上総層群、相模層群、関東ローム
層および沖積層を対象とした。

・	 相模野エリア：相模野台地、愛甲台地、相
模平野を構成する中津層群、上総層群、相
模層群および関東ローム層を対象とした。

・	 箱根エリア：箱根火山を構成する火山噴
出物を中心に、箱根火山の基盤岩も対象
とした。

　研究成果は、神奈川県立博物館調査研究報告（自
然科学）第16号に発表した。また、本研究の成果は、
2022 年度の特別展において公開予定である。

小笠原諸島火山列島における動植物相と島嶼で
の進化

［研究期間］令和 1 年度～令和 2 年度
［研究担当者］苅部治紀・加藤英寿・千葉 聡・

川上和人・鈴木 創・佐々木哲郎

［研究内容］
　火山列島（北硫黄島、硫黄島、南硫黄島）は、
小笠原諸島の中でも島の歴史が数万年程度と比較
的歴史の新しい島々であり、小笠原群島とは別の
伊豆火山列に属している。この列島固有の動植物
も知られており、その起源も注目される。本研究
では、地史的には新しい火山群にどのように動植
物が定着・進化してきたのかを調査研究し、島ご
との種分化の過程も明らかにしていくことを目的
とした。また、対象とする島々は人為の影響も多
様であり、１．急峻で陸水が存在しないために開
拓が行われず、これまで原生状態が保持されてき
た南硫黄島、２．第二次世界大戦以前には数百名
の島民が在住して、開拓が継続された北硫黄島、
３．戦時中に大規模な破壊が行われ、島のほぼ全
域が改変されている硫黄島と、大きな差異がある
ため、その比較も行った。
・島固有種や絶滅危惧種の存在

　島としての歴史は新しいが、硫黄列島では
固有の動植物が知られているが、鳥類では硫
黄島のマミジロクイナ、北硫黄島のシマハヤ
ブサの両固有亜種は戦後の記録がなく、絶滅
したものと考えられる。現存するものでは、
南硫黄のクロウミツバメは世界唯一の繁殖地
となっており、小笠原群島で急減するオガサ
ワラカワラヒワが健在で、これらの種のリ
フュージとしても価値が高い。同様の例とし
ては、植物でのシマクモキリソウ、昆虫での
オガサワラハラナガハナアブがあげられる。
　固有属種として、ミナミイオウヒメカタゾ
ウムシが知られ、昆虫ではこのほか前種と同
様に飛翔能力を失ったスジヒメカタゾウムシ
属では、南北硫黄島からそれぞれ固有種が記
録されている。このほかミナミイオウムネボ
ソアリが南硫黄から、イオウヨツボシオオア
リ、イオウトラカミキリが南北硫黄島から記
録されている。昆虫類では、小笠原群島に類
縁がある種が多いが、ミクロネシアや広く太
平洋域を対象とした遺伝的な解析が待たれる。
　陸産貝類では分類学的な整理が進行中であ
るが、南硫黄では高標高地に北ユーラシア起
源の種が、低標高域に熱帯太平洋系の種が分
布している。植物でも、ムニンエダウチヘゴ



— 105 —

などの固有種が知られ、小笠原群島以外にも、
伊豆諸島や熱帯太平洋系の種が分布している
ことが明らかになっている。歴史の古い小笠
原群島と比較すると動植物の固有化は少数だ
が、数万年とされる期間にすでに固有種まで
分化が進行しているものがあることは、急速
な進化が起こっていることを示している。

・人為の影響と外来種の影響
　上記のような視点で３島を見ると、原生状
態が保たれている南硫黄島は、916 ｍと伊豆

小笠原最高峰となっているように標高も高
く、動植物すべてでもっとも良好な状況が維
持されている。これに対して北硫黄島は人為
の影響が各所に見られ、南硫黄と同様の雲霧
林が存在しながら、小型海鳥の繁殖が確認で
きない。南硫黄は海洋島の生態系に大きな影
響を与えるクマネズミが未侵入であることの
重要性を示唆している。特に北硫黄島と比較
すると膨大な個体数を擁する海鳥の喪失は、
島の生態系にも大きな影響を与えている。 

4.1.2. 博物館基礎研究（個別研究）

神奈川県周辺のトンボ類における南方種の分布
拡大について　５

［研究期間］令和 1 年度～令和 2 年度 
［研究担当者］苅部治紀
［研究内容］
　近年分布域の北上が顕著な昆虫類の中で、トン
ボ類でも数種で急速な分布拡大が記録されている。
本研究では、ホソミイトトンボとタイワンウチワ
ヤンマの県内での分布拡大の様相を追跡した。
　ホソイトトンボは（かつては東海地方が北限
だった種）おもに丘陵地や湿地・水田に生息す
る種で、県内では 1969 年の川崎市の記録以降県
内での記録がなく、長らく偶産種として扱われ
ていた。1990 年に山北町で記録され、その後は
記録がなくこれも偶産とされてきた。2006 年に
筆者が南足柄市で複数の個体を確認し、これ以
降急速に県内での記録が増加していく。2000 年
代は、まず南足柄、秦野、厚木などで点々と記
録され、2010 年代には一気に拡大していくが、

丹沢山麓沿いに相模原まで、湘南沿いには茅ケ
崎までの拡大は早かった。2010 年代後半には、
川崎・横浜などでも点々と確認されるようにな
り、三浦方面にも侵入が始まった。
　現在県中西部では春先の最優占種となり、さ
らに拡大が遅かった三浦半島でも各地で記録さ
れ、鎌倉での記録がでるなど、ほぼ県全域に達
した。初の定着確認から 15 年ほどでの拡散で
あった。近年では北関東での記録も増加してお
り、国内でも北上は継続するものと思われる。
　同様に分布拡散が顕著なタイワンウチワヤンマ
は、横浜市鶴見区、大井町の単発の記録後、2011
年に記録された小田原城では、2012 年から継続
して複数が記録された。本種はなかなか拡散しな
かったが、この数年、横浜市旭区、横須賀市、三
浦市などで連続して記録されるようになった。
　なお、これまでの成果については、日本トン
ボ学会大会にて連続して報告しており、拡大状
況が一段落したので、今後論文化する。
 

4.1.3. 外来研究員による研究

小笠原諸島におけるヒメカタゾウムシ類の生態
について

［研究担当者］加賀玲子
［研究内容］
　本研究の目的：小笠原では、近年、大規模な
干ばつや大雨等の過激な気候変動、グリーンア

ノール等の外来種の生息域の拡大により、ヒメ
カタゾウムシ類は遺伝的な研究も、生態的な知
見も得られないままに、個体数が激減する個体
群が出てきた。生息地の実態の把握と、生態を
解明し、保全に向けての基礎的なデータとなる
ことを目指す。
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　今年度は、COVID-19 の感染拡大により、島嶼
部の生き物を研究対象とする多くの研究者がそう
であったように、現地での調査を自粛せざるを得
なかった。生息調査については、12 月に一度だけ、
おがさわら丸の PCR 検査を受け、感染対策に気
をつけ、現地でもできるだけ人と会わないように
して調査を実施した。土壌性のツチヒメカタゾウ
ムシは成虫が見られる時期であったので、父島、
母島、兄島、弟島、の一部で調査を行った。時間
的に十分な調査はできなかったが、特に母島では
生息地、個体数ともに激減していることが明らか
になった。要因の一つとして、これまでは認識し
ていなかったが、外来種オガサワラリクヒモムシ
の影響も懸念される。
　一方、生態の解明については、兄島の個体数
が多い生息地からツチヒメカタゾウムシ数頭を
持ち帰り、内地で飼育下に置いて観察したとこ
ろ、3 か月ほど成虫を生かしておくことができ、
交尾も観察できた。
　今後の課題：しばらくは、現地調査がままなら
ない状況が続くと思われる中、限られた調査の機
会を最大限に活かすことを目標とする。生態の解
明については、今年度試行した飼育方法を発展さ
せ、鉢植え等を利用し産卵環境を整えての観察を
試みたい。また、ヒメカタゾウムシ類の幼虫は土
壌性と思われることから、オガサワラリクヒモム
シによる影響調査を急ぐ必要がある。

神奈川県におけるハバチ類相の解明
［研究担当者］加藤優羽
［研究内容］
　ハバチ類は、ハバチ科を中心とする原始的な
ハチ目のグループで、日本国内からは約 800 種
が知られる。神奈川県内からは、このうち約
300 種が知られるが、未同定種も多く、今後も
種数の増加が見込まれる。ハバチ類の幼虫は一
部を除き植食性で、寄主特異性の高い種が多い。
そのため、昨今の神奈川県内における環境の変
化、とりわけ丹沢山地におけるシカによる林床
の食害に見られるような、植生の変化による影
響を今後強く受ける事が予想され、県内におけ
るハバチ類相の解明は急務であると言える。そ
こで、野外調査および標本調査を行う事で、神

奈川県内におけるハバチ類相の解明を目指した。
　ハバチ類の多くは、成虫が早春から初夏の間
の短い期間にのみ現れる年一化性の生活史を送
るため、この時期に野外調査を行う事がハバチ
類相の解明には大変重要であるが、今年度は新
型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言等
の影響により、この時期に野外調査を進めるこ
とが出来なかった。しかしながら、既に手元に
あった神奈川県産の標本の同定を進めると共に、
2020 年 8 月から 11 月にかけて、年多化性のハ
バチ類の成虫や幼虫の採集を目的として、自宅
の周辺である川崎市や横浜市を中心に野外調査
を行った。その結果、13 種の神奈川県未記録種
と、1 種の日本未記録種を確認すると共に、採
集した幼虫の飼育を行う事で、生活史等の生態
的知見をいくつか得る事が出来た。本結果につ
いては、今後複数の論文にまとめて報告を行う
と共に、来年度も調査を継続する予定である。

ゴキブリ類の比較発生学的研究 
［研究担当者］藤田麻里
［研究内容］
　系統学的議論の定まらない生物群の系統進化学
的理解において、各群のグラウンドプランの構築
が可能な比較発生学的アプローチは、有効な方法
の一つである。昆虫類の 98% は新翅類というグ
ループが占めているが、この新翅類の初期の爆発
的放散に直接由来した多新翅類の一群であるゴキ
ブリ類は、昆虫類を理解する上で鍵を握る重要な
グループの一つである。以上から、ゴキブリ類内
の全グループを対象とした包括的比較発生学的検
証を行い、類内のグラウンドプランの構築と系統
進化学的議論の発展を目的に研究を行った。
　本年度は、新型コロナウイルスによる影響から
フィールド調査がほとんどできなかったが、執筆
作業を重点的に行ったことで、これまでの発生学
的データを論文として公表することができた。論
文の概要としては、ゴキブリ類の中でも最も「ミ
ステリアス」なグループとされてきたホラアナゴ
キブリ科を対象に、生殖学的・発生学的特徴を世
界で初めて解明し、先行研究データと比較するこ
とで、本グループの系統学的ステータスならびに
ゴキブリ類と網翅類に関する系統進化学的議論を
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発展させた内容である。ホラアナゴキブリ科は、1）
雌雄間の複雑なコミュニケーションを伴わない配
偶行動、2）卵生の生殖様式に加え、産卵の過程
で産み出した卵鞘を尾端で 90 度回転させ、卵鞘
の flange（突出縁）という構造を尾端で把握した
まま数日間持ち運んだ後産み落とす、3）卵腹面
後半部に局在する複数の卵門、4）胚軸の逆転を
伴わない胚運動型（胚軸非逆転型）により特徴づ
けられ、これらがムカシゴキブリ科の特徴と共通
することから、最近の分子・形態学的研究により
示唆されてきたホラアナゴキブリ科とムカシゴキ
ブリ科の類縁性をさらに強化するものとなった。
さらに、ゴキブリ類、カマキリ類、シロアリ類か
らなる網翅類内まで範囲を広げて比較検討するこ
とで、網翅類の最も妥当な進化体系を提示した他、
網翅類の胚運動型の基本型は「胚軸非逆転型」で
あることが示唆された。

［掲載論文］
Fujita M., Lee C.-Y., Machida R. (2020). 

Reproduct ive b io logy and embryonic 
development of Nocticola  sp. (Blattodea: 
Nocticolidae). Arthropod Systematics & 
Phylogeny, 78: 393-403.

神奈川県産クモ類の調査と標本収集
［研究担当者］水山栄子
［研究内容］
　今年度は以下の内容で調査研究を行った。
神奈川県のクモの調査及び標本の採集

1. 横浜市緑区新治
　2020 年度は 3 回の野外調査を実施　採集標
本は当館の収蔵標本として整理
2. 葉山町長柄
　2020 年度は 3 回の野外調査を実施　採集標
本は当館の収蔵標本として整理
3. 逗子市池子の森自然公園 
　2020 年度は 5 回の野外調査を実施　採集標
本は当館の収蔵標本として整理

標本の整理
神奈川県産クモ類のコレクション構築に向け
て、採集標本の同定を行い、当館に標本を収
蔵、ミューズテークにカテゴリーを作成し、
順次登録中。

その他
コロナ禍のため教育普及活動は中止となった。

ミミズのエコ分類学
［研究担当者］Robert J. Blakemore　（ロバート・

ブレクモア）
［掲載論文］
Blakemore, R. J. (2020). Soil Carbon and 

B i omas s :  F l a t  Ou t  Wrong?  S c i en c e 
e-letter. https://science.sciencemag.org/
content/365/6455/eaav0550/tab-e-letters.

Blakemore, R. J. (2020). Global SOC, Annual 
NPP & CO2 Turnover Time ( τ ). Veop. 4: 
1–8. ISSN 2434-0456. Online: veop.wordpress.
com/2020/06/12/volume-4/. Date: 12th 
June, 2020. Pdf: https://veop.files.wordpress.
com/2020/06/veop-4.pdf. DOI: 10.20944/
preprints202006.0151.v1 Preprints Article – 
www.preprints.org/manuscript/202006.0151/
v1 8th June, 2020; also https://hal.archives-
ouvertes.fr/hal-02859836/file/Addendum%20
preprint.pdf.

B lakemore ,  R .  J .  (2020) .  Cosmopol i tan 
Earthworms – an Eco-Taxonomic Guide to the 
Peregrine Species of the World. 6th Edition, 
4th Version. VermEcology, Japan.  Pp. 1,000 
plus 100 figs., internet links and mtDNA COI 
barcodes.

Blakemore, R.J. (2020). Earthworms of Japan 
(now with one extinct native & three new 
exotic species reports including Dendrobaena 
veneta ); https://vermecology.wordpress.
com/2020/12/24/earthworms-of-japan/. 

［学術貢献］
9th March 2021. Time for Triage? Seeking 

Sustainability Weblog: www.youtube.com/
watch?v=1FpXBIkzQfE&ab_channel=jjwalsh 
/ www.youtube.com/hashtag/ssl202 .

Jan-March 2021 Webinar Series: www.coventry.
ac.uk/research/research-directories/current-
projects/2020/soil-nexus/.

Member & contributor SOIL CARE NETWORK: 
https://www.soilcarenetwork.com/members. 
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Contributor: 田んぼの生きもの全種データベー
ス : www.biwahaku.jp/research/data/tambo/.

日本近海における薄甲目コノハエビ類の分類学
的研究

［研究担当者］平田琢真
［研究内容］
　本研究は甲殻亜門・軟甲綱に分類される薄甲目
コノハエビ類の日本近海における多様性を調査す
るために、日本周辺海域における沿岸および深海
域で 2020 年までに採取された標本を元に再同定
を行った研究である。甲殻類は体節・付属肢の形
態から原始的種と進化的種に分かれる。薄甲目は
機能的にほぼ一様な胸部付属肢（胸肢）のみを持
つ点から原始的種に分類されるが、明確に分節
した体節構造・大型で遊泳に機能する腹部付属
肢（腹肢）を持つ点から原始的種としては最も進
化的な、一方で付属肢が発達・機能的に多様化し
た進化的種からは最も始祖的形態な両者の中間形
に位置し、甲殻類の進化の歴史の過渡期にも位置
する重要な種と考えられている。日本近海ではこ
れまで薄甲目に含まれる 3 科の Nebaliidae（科）
Nebalia（属）のNebalia bipes、Nebalia tagiri の
2 種、Paranebaliidae（科）よりParanebalia（属）
のParanebaloa longipes、Nebaliopsididae（科）よ
りNebaliopsis typica の 3 科 3 属 4 種が報告され
ているが、未同定標本の中には既知の種と一致し
ない標本も含まれており、日本近海における更な
る多様性が予測されている。
　今回、未同定標本の再同定を行った結果 1956
年に三重県の英虞湾近海の海底より採取された
標本が Nebaliidae（科）に分類される新種であ
ると分かった。本種は既知のNebalia bipes およ
びNebalia tagiri とは明確に異なる形態を示すと
同時に、Nebaliidae（科）に含まれる計 5 属いず
れにも該当しない形態だった。この事から本種
を Nebaliidae（科）の 6 番目の新属であると判
断し、現在その形態を評価した論文を執筆中で
ある。本種の発見は日本近海で薄甲目が属レベ
ルでの多様性を示す可能性を示唆し、多様性評
価において重要な意味を示すと言える。

神奈川県における希少哺乳類の生息状況
［研究担当者］山口喜盛
［研究内容］
　希少コウモリ類の生息状況を調べるために、
丹沢及び箱根の高所、大磯丘陵などで捕獲調査
を計画していたが、SARS-CoV-2 のヒトからコ
ウモリへの感染リスクを抑えるため実施は控え
た。代替手段としてコウモリ類がねぐらにする
隧道や用水路などを周り、情報収集を行った。
継続してモニタリングしているヤマコウモリと
ヒナコウモリの冬期ねぐらでは、利用状況や個
体数などを調べた。また、丹沢の高所において
小型哺乳類の生息調査を実施した。

地衣類の共生系の再形成手法の改良
［研究担当者］石原　峻
［研究内容］
　本研究では、真菌類（地衣菌）と藻類（共生藻）
からなる共生体である地衣類を用いて、地衣類
の共生系を培養環境下で人工的に形成させる実
験系（地衣体再形成手法）の改良や検証を行う
ことを目的としている。
　培養材料とする地衣体を得るために、2020 年
7 月に神奈川県箱根町にて、10 月に南足柄市に
てゴンゲンゴケ（Hypotrachyna osseoalba）を、
12 月には山北町にてオオキゴケ（Stereocaulon 
sorediiferum）を採集し、当日中に冷凍保存した。
　培養試験は、箱根町産のゴンゲンゴケを用い
て、以下の通り 2 回に分けて行った。
試験 1：地衣体の微小片を麦芽 - 酵母エキス（MY）
スラント培地の試験管 50 本に植え付け、地衣組
織培養物を作製した。
試験 2：試験 1 と同じ手法で作製した試験管 50
本分の培地（A）とともに、クロラムフェニコー
ル（100 ppm）を添加した MY スラント培地（B）
も同数作製し、組織培養を行った。
　組織培養物は化学分析室（室温約 20℃）に置
き、1, 2 週間ごとに実体顕微鏡下で観察して、
コンタミネーション（コンタミ）せずに残存し
た試験管の培養物の状態を記録した。
　試験 1 の地衣組織培養物は、培養 41 日目の時
点で全ての試験管でコンタミ菌が確認されたた
め廃棄した。この主要な原因として、外部から
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二次的に腐食性のダニが試験管内に侵入したこ
とが考えられた。そのため、実験室内のダニ駆
除を行い、二次汚染によるコンタミ対策に万全
を期して試験 2 を行った。
　試験 2 の組織培養物では、残存した試験管の
割合は上記 A、B それぞれで 22％および 24％で
あった。本試験で観察された組織培養物の成長
過程は、筆者が過去に行ったアカサルオガセの
地衣組織培養物の経過観察結果（石原 , 2015. 秋
田県立大学修士論文）に類似していた。
　来年度は、試験 2 のゴンゲンゴケの組織培養物
から地衣菌や共生藻の分離培養株を作製する。地
衣菌用の合成培地である Lilly-Barnett 培地も用い
て地衣組織培養を行う。これらの培養物を用い
て、地衣体再形成実験に取り組むことを予定して
いる。なお、ゴンゲンゴケは地衣菌と共生藻の共
生関係が維持されている状態において、リケキサ
ントンという地衣成分（二次代謝産物）を産生し、
これが特定波長の UV 光に反応して黄色の蛍光
を示すことから、この性質を地衣体再形成のマー
カーとして利用してゆく予定である。

本州中部の変形菌相の研究
［研究担当者］矢野倫子
［研究内容］
　本研究では、これまでに富士山亜高山帯の標
高の違いによる変形菌の種組成と環境要因の関
係について解明することを目的に①目視での野
外子実体採集と②現地で採集した基物の湿室培
養法による調査を行った。令和 2 年度は、前年
度までに採集された変形菌について標本作製、
同定作業を行った。また、以前の採集標本を見
直し、2016 年の採集標本から日本新産亜種の
Tubifera ferruginosa (Batsch) J.F. Gmel. subsp. 
acutissima が見つかった。この新亜種の詳細お
よび富士山亜高山帯における種多様性と種構成
については、同定作業終了後にリスト作成のう
え解析し、後日に論文で報告する予定である。
　日本における変形菌の生態に関する研究例は少
ない。しかし、森林生態系における変形菌の役割
や他の生物との相互作用を知ることは、森林生態
系のメカニズムを理解する上でも重要である。変
形菌は湿潤な環境を好み、その生活環はアメーバ

状態の変形体と胞子を蓄える子実体に区別され
る。変形菌と同じく湿潤な環境を好む吸汁型のイ
ボトビムシ類は、粘液状態の変形体や胞子形成前
の柔らかい未熟な子実体を餌としている可能性が
あることが判ってきた。現在までの変形菌とトビ
ムシの関係資料を見直し、「総説　変形菌とトビ
ムシの相互作用に関するこれまでの知見」として
まとめ、学術誌に掲載された（片岡・矢野・中森 , 
Edaphologia 107: 15-25, 2020）。今後は 2021 年度
の研究計画である「子実体とトビムシとの相互関
係」を明らかにするため、野外調査と室内実験の
両方に取り組みたい。

神奈川県産不完全菌類の分類学的研究
［研究担当者］杉本 泉
［研究内容］
　本研究では、神奈川県内の不完全菌類（有性
世代が判明・あるいは判明していない無性世代
の菌類の総称）の調査を続けることで、菌類相
の一部を調べることを目的としている。
　しかしながら、本年度は COVID-19 による緊
急事態宣言と外出自粛の影響で、調査回数が制
限され、菌類調査は 2020 年 5 月から 2021 年 3
月まで、入生田での観察は 2 回、横浜市内が 3 回、
川崎市内が 9 回であった。採集標本の観察記録
のみで培養することはできなかった。
　不完全菌類の採集数は 80 点、形態観察により
同定できた分類群は以下の 30 属 39 点で全体の
およそ半数に留まった。
　Alternaria , Anungitea , Bahugada , Beltrania , 
Botrytis, Cladosporium, Codinaea, Colletotrichum, 
D i s c o s i a ,  F u s a r i u m ,  H e l i c o s p o r i u m 
griseum , Helminthosporium , Hirsute l la , 
Junewangia g lobulosa ,  Melanographium 
c i t r i ,  Monac ro spo r i um ,  Myro the c i um , 
Penicillifer , Penicillium, Periconia , Phaeoisaria , 
Phragmocephala , Pseudodictyosporium wauense, 
Simplicillium, Stachybotrys , Synnemacrodictys , 
Trichoderma , Tubercular ia ,  Ulocladium , 
Wiesneriomyces, Cladosporium, Codinaea は 4 回
ずつの採集であった。
　これらのうち、今年度初めて観察できたものは、
Anungitea, Bahugada, Colletotrichum, Helicosporium 
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griseum, Hirsutella, Junewangia globulosa, Penicillifer, 
Pseudodictyosporium wauense , Simplicillium , 
Ulocladium, Wiesneriomyces の 3 種・8 属であった。
Colletotrichum は分生子果不完全菌で今回初めて
属までの同定ができた。今まで分生子果不完全菌
の同定は難しかったので、今後はこの経験を拠り
所に同定を進めていきたい。

神奈川県における節足動物腸内生接合菌類相の
調査

［研究担当者］渡辺　舞
［研究内容］
　本研究では接合菌類の分類学的研究を進めるこ
とを目的とし、特に、節足動物である水生昆虫の
腸内生菌ハルペラ目 Harpellales を対象に、水生昆
虫の幼虫を採集・解剖し菌の検出・同定を行った。
　ハエ目ブユ科幼虫については、2020 年 5 月に
南足柄市塚原周辺の用水路、狩川、2021 年 2 月
に矢倉沢において、腸内に生息するハルペラ目
菌について調査を行った。5 月の南足柄市塚原
周辺の用水路では、中腸後腸ともに菌の感染は
見られたが菌体が若く同定はできなかった。ま
た狩川で採集したブユ幼虫も調査したところ、
後腸に菌の感染が認められたが、菌体が少なく
同定はできなかった。採集時期を変えてさらに
調査する必要がある。2 月の矢倉沢では、ブユ
幼虫 6 匹を解剖し、中腸にHarpella melusinae、
後 腸 に Pennella angustispora, Simuliomyces 
microsporus の 2 種の感染が見られた。これは
入生田の宮沢川で見られた菌と同様であり、宿
主は同じアシマダラブユであると思われる。
　カワゲラ目については、2021 年 1 月に狩川で採
集し、10匹解剖した。ハルペラ目の感染は見られず、
後腸にParamoebidium が見られたのみであった。
　また平成 31 年度に行ったフナムシの腸内に生
息するAsellaria ligiae の県内での生息状況につ
いて内容をまとめ、学術誌上で報告した（陶山
ほか，神奈川自然誌資料 , (42): 53–56, 2021）。

神奈川県内の標本にもとづくタケ亜科植物の分
布特性と開花歴の研究

［研究担当者］支倉千賀子
［研究内容］
　神奈川県には野生・栽培・逸出のタケ・サ
サ類が 12 属 46 種が分布し（神奈川県植物誌，
2018）、野生・栽培にかかわらずタケ・ササ類は
長周期の一斉開花・結実・枯死による群落の更
新をすることが知られている。
　野生のササ類のうち、スズダケ Sasamorpha 
borealis (Hack.) Nakai について、近年 2010 年ご
ろから県内開花が報告され、丹沢では一斉開花
後の稈の枯死により大規模に群落が消失したと
推定される地域もある。スズダケは北海道中央
部以南の太平洋側の山地のブナ林や天然針広混
交林の林床など自然性の高い森林の林床に群落
をつくり、一斉開花・結実による種子更新をす
るとされているが、まだその群落更新の周期性
の有無や間隔は明らかにされていない。
　そこで本研究では本館に収蔵される腊葉標本
からスズダケの開花標本を抽出して、その採集
された年代を記録し、県内でのスズダケの開花
年を調べた。
　結果は 1961 年 -2006 年に開花した標本 8 枚
が得られ、その中 2 枚は重複標本であったため
7 年分の開花年が得られた。本館に収蔵する県
内スズダケ標本からは箱根・山北などで 1961-
2, 1983, 1994, 1998-9, 2006 にスズダケの開花が
あったことがわかった。
　タケ・ササ類の開花には一斉開花と部分開花
がある（柴田 , 2010）こと、一斉開花は単年度
ではなく数年にわたり、種ごとに異なるとされ、
マダケでは 10 年（笠原 , 1971）, 京都市北山を
中心に起こったチュウゴクザサの開花では 4 年
程度でほぼすべての群落が順次開花していった

（阿部・柴田 2007）ことが知られている。本研
究では 2010 年ごろに一斉開花したことが一般に
知られていることから、1961 年ごろから 2010
年までに２～５回のスズダケの開花があったこ
とが推定されたが、標本数が県内で 8 枚と少な
く、周期性の有無や間隔の推定まで至らなかっ
た。今後、箱根や丹沢といった県内の地域別に
データ数を増やしたいと考えている。
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日本列島の花崗岩マグマティズムと造山過程 (2) 
島弧型造山帯形成モデルの検証：花崗岩・深成
変成帯と高圧型変成帯の接合

［研究担当者］中島　隆
［研究内容］
　花崗岩と低圧型変成岩からなる深成変成帯と
高圧型変成帯を同時に島弧海溝系で作る場合、
両者の形成場の間には水平距離で 100km に及ぶ
隔たりができる。日本列島の場合、深成変成帯
である領家帯と高圧型変成帯の三波川帯が中央
構造線を境に直接接しているため、その間にあっ
たはずの幅 100km 相当の地質体が見えなくなっ
ている。その理由として、中央構造線にそった
1,000km を超える大規模な横ずれ運動によりその
間の地質体が日本列島の部分では欠落している
とする解釈（平など）と、内帯側の地質体が中
新世の日本海拡大によって外帯の上に衝上した
ために間の地質体は隠れてしまっているという
解釈（磯崎・丸山など）があり、決着がついて
いない。横ずれモデルはその実態について任意
性が大きく現実性の検証が難しい点があるので、
衝上モデルについて問題点と可能性を検討した。
　西南日本外帯には外帯酸性岩と呼ばれる中新
世の珪長質岩が中部地方から九州地方まで分布
しており、日本列島では珍しく S タイプ的な花
崗岩が多産すること、中期中新世のごく限られ
た期間に活動したことなど特徴的な性格を持つ
ことが知られている。磯崎・丸山モデルでは、
15Ma前後の日本海拡大によって形成直後のフィ
リピン海プレートの上に内帯側の大陸地殻物質
が衝上したために、その特異なテクトニクス下
で外帯酸性岩類が形成されたとする。今回外帯
酸性岩類の形成を中心にこの問題を考察した。
　外帯酸性岩類のいくつかには大規模なカルデ
ラ構造が確認されており、大量の噴出岩を伴っ
ている。この噴出岩は四万十帯や三波川帯など
いわゆる外帯の基盤岩の上に直接噴出してお
り、内帯から衝上してきた地質体を間に挟まな
い。またこれらの噴出岩の構造的上位に内帯ユ
ニットは存在しない。従って、これらのカルデ
ラが形成された時までに日本海拡大に伴う内帯
ユニットの衝上は完了し、かつその衝上した地
質体は全て削剥されて消失していたことになる。

また最近発表された外帯酸性岩類の U-Pb 年代
は日本列島全域において 13.5-15.5Ma の短期間
に集中している。これらのことから、内帯スリ
バー衝上の時期ひいては日本海拡大の時期が従
来言われていた 15Ma ではなくもっと古かった
可能性が示唆される。

丹沢山地と伊豆半島の中新統の石灰岩より産出
する化石群集から古環境を復元する（継続）

［研究担当者］門田眞人
［研究内容］
　今年度は COVID-19 感染拡大事態のため多く
の予定されていた活動が中止となった。
　次の 5 件について何とか実地出来たので簡単
に記しておく。
　横浜の私立小学校へのリモート出前授業「丹
沢の化石」、丹沢層群の枕状溶岩露頭の調査、
伊豆半島世界ユネスコジオパーク展への協力、
NHK スペシャル「ジオジャパン再編集版」制作
への協力、厚木市立「あつぎ郷土博物館」の地
学系行事資料収集の協力、丹沢山地域県立ビジ
ターセンターの展示協力、秦野自然観察館展示
協力、神奈川地学会誌 84 号編集作業などである。
　この中で丹沢産枕状溶岩露頭の調査について
は 4 回の現地調査を西丹沢ビジターセンターと
協力して行った。その報告は神奈川地学 85 号に
投稿予定である。調査地は丹沢湖西方小菅沢の
支流田代沢である。同沢の高度約 500 ｍ～ 700
ｍ間の渓流で枕状溶岩新産地露頭が見つかっ
た。特に第３の滝（F3）と第 4 の滝（F4）にか
けては枕状溶岩が続く、F4 は落差 12m 有りな
かなかの景観である。これまで丹沢山地の多く
の谷で探査をしてきたが田代沢 F4 は中新世の約
1700 万年前の海底火山活動を想像するに良い標
本である。F4 へのアプローチは山慣れて健脚の
方のみ通過できる情況である。現在はルート途
上の安全確保のため整備作業を有志で進めてい
るところである。
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水生動物に対するアメリカザリガニの影響調査
［研究担当者］丸野内淳介
［研究内容］
　2015 年に、新潟県十日町市松之山、松代地区
のアメリカザリガニ調査において使用した直径
15cm 網の目合 8mm のアナゴカゴについて、最
低水深 15cm に対応できる一方で、中に入った
クロゲンゴロウやシマイシビルなどが網目から
逃げてしまう可能性が考えられた。
　そこで、アナゴカゴに目の細かい網を張り付
けることを検討した。側面部のみに網の目合
1mm の防虫網を巻き付け、クリップで止める加
工をし、アメリカザリガニが確認されていない
水域 2 地点で 6 月に 3 回試行した。1 回の試行は、
１地点に加工なしの対照と、防虫網つきの加工
したアナゴカゴを各 1 個を煮干しを誘因餌とし
てしかけた。捕獲 1 回につき、加工なしの対照
がトノサマガエル、アカハライモリ、シナイモ
ツゴ、クロゲンゴロウ、チスイビル、シマイシ
ビルのうちの、2 ～ 4 種が捕獲されたのに対し、
加工したものはツチガエル、アカハライモリ、
ゲンゴロウ、クロゲンゴロウのうちの 0 ～ 2 種
が捕獲された。同時同地点の捕獲では、いずれ
も加工なしより、加工ありの方が捕獲種数が少
なく、細かい網目の効果が見出せなかった。
　このため、ワナの開発よりも調査日程を優先し
て、同種試行の反復と、さらにアナゴカゴ入口の
円錐部に網を張り付ける設計の試行を中止し、加
工なしのアナゴカゴを使用した調査を続行した。

瀬戸内海周辺のサヌキトイドの蛍光 X 線分析値
から見た判別群

［研究担当者］高橋　豊
［研究内容］
　瀬戸内火山帯に産する、12 ～ 14 Ma に噴出
したサヌキトイドについて、全岩化学分析から、
その多様性を判別分けし、共通の特徴、特異性
を見出すことを目的に研究を継続している。
　令和２年度は、中央構造線に沿って資料収集を
行うこと、採集した資料について全岩化学分析ま
での前処理を行うことが目標であった。しかし、
コロナ禍の影響もあり、調査ができたのは愛媛県
松山市の砥部周辺においてのみの資料採集であっ

た。また、今回採集した資料と前年度までに採取
してあった資料について、博物館内において、切
断、粗割、細粉、ガラスビード作成までの処理を
行ったが、こちらも緊急事態宣言の影響で進行が
遅れ、蛍光 X 線分析直前で休止した。これら積
み残しは来年度に行う予定である。

ムササビの神奈川県内における分布
［研究担当者］青木雄司
［研究内容］
　神奈川県のムササビ分布については、2006 年
に「神奈川県におけるムササビの分布」として青
木らによって報告された。それから 15 年程経過
したが、分布に変化はあるのであろうか。それを
明らかにすることを本調査の目的としている。
　2020 年度については、既存資料から特に個体
群が孤立していると考えられる２地域を重点地
区として定め、そこから調査を開始した。
　重点地区

・	 相模川中流域の左岸および右岸の段丘崖
（相模原市および厚木市・愛川町）

・	 大磯丘陵の南西部（小田原市）

日本産ジョウカイボン科昆虫の分類学的研究
［研究担当者］高橋和弘
［研究内容］
　新型コロナウイルス（COVID-19）の影響に
より、現地調査は以下に示した程度しか実施で
きなかった。また、県外の博物館における標本
調査は実施できなかった。なお、論文については、
過去の調査によって得られた資料を中心に作成
し、以下のとおり投稿し、受理された。
現地調査（いずれも令和 2 年）

6 月 24 日　長野県飯田市しらびそ高原
6 月 29 日　長野県駒ケ根市池山尾根
7 月 2 日　長野県安曇野市鍋冠山

［掲載論文］
Takahashi. K., 2020. A new species of the genus 

Asiopodabrus (Coleoptera, Cantharidae) from 
western Honshu, Japan. Elytra new Series, 
Tokyo, 10: 295–298.

Takahashi. K., 2020. The genus Microichthyurus 
(Coleoptera: Cantharidae: Chauliognathinae) 
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in Japan. Japanese Journal of systematic 
Entomology, 26: 325–329.

Takahashi. K., 2020. Two new species of the lineage 
of Asiopodabrus kishii (Coleoptera: Cantharidae) 
from central Honshu, Japan. Japanese Journal of 
systematic Entomology, 26: 330–332.

高橋和弘 , 2020. ニセミヤマクビボソジョウカイ
を新潟県米山で採集 . さやばねニューシリー
ズ , (38): 62.

高橋和弘・吉田篤人 , 2020. ワタナベシリブト
ジョウカイの多数採集例 . さやばねニューシ
リーズ , (39): 7.

4.1.4. 外部資金助成等・共同研究等

外来生物問題を教える博物館―動物園ネット
ワークの構築に関する研究

［助成金の種類］日本学術振興会科学研究費 基
盤研究 C

［課題番号］16K01052
［研究期間］2016 年～ 2020 年度
［研究組織］研究代表者：加藤ゆき，研究分担者：

広谷浩子・大島光春・大坪 奏
　本研究は、逸出事例が頻発しているペット由
来の外来生物をテーマにそれらの種類や生態、
国内での生息状況、生態系への影響等について
正確な情報を広く伝えるために、ペット外来生
物のデータベースの構築及び学校等での活用を
想定した学習プログラムを開発することを目的
として以下により研究を行った。

（１）データベースの構築：国内でのペット
外来生物の生息情報や生態画像、在来種
に対する影響等の情報を収集し、それら
をまとめたデータベースを制作した。

（２）学習プログラム冊子の作成と貸出用教
材整備：動物園や博物館等の協力により、
イベント等で行った学習プログラムを元
に、電子版学習プログラム冊子の作成と
貸出用教材整備を行った。特に貸出用教
材は教育機関からの貸し出要望が多いた
め、教員等と情報交換を行ないながら、
標本種や動物種を選定した。

菌食性昆虫捕食寄生蜂の多様性と寄生蜂－寄主
－キノコ相互作用系の解明

［助成金の種類］日本学術振興会科学研究費 若
手研究 B

［課題番号］17K15185
［研究期間］2017 年～ 2020 年度
［研究組織］渡辺恭平
　我が国において多様性の解明が遅れている菌
食性昆虫の寄生蜂について、主に分類学的研究
を行った。研究は菌食性昆虫を寄主とする、あ
るいは寄主と想定されるヒメバチ科ハエヒメバ
チ亜科の寄生蜂を主な対象とし、野外調査と標
本調査により資料を収集して実施した。また、
ロシア語で書かれている文献から北方領土の記
録を拾い出し、我が国のファウナに加えた。研
究の主要な成果は下記の通りである。
　我が国のハエヒメバチ亜科は、研究開始前
は５属５種が知られるのみであったが、本研
究により、19 属 31 種に増加した。これらの
う ち、Catastenus japonicus Watanabe, 2019 と
Gnathochorisis nipponicus Watanabe, 2020 は 本
研究課題に関連して記載された。また。Aniseres 
subarcticus Humala, 2007、Terminator notabilis 
Humala, 2007、Gnathochorisis flavipes  Förster, 
1871、G. fuscipes  Humala & Lee, 2016、G. 
koreensis Humala & Lee, 2016 およびシイタケハ
エヒメバチOrthocentrus brachycerus Humala & 
Lee, 2020 の 6 種は本研究課題に関連して日本か
ら新たに記録された。上記の他に北方領土からの
み記録があった種の多くが北海道や本州から確認
された。生態の研究成果として、森林総合研究所
の研究者との共同研究により、害虫ナガマドキノ
コバエ類の寄生蜂相を明らかとし、代表的な寄生



— 114 —

蜂であるシイタケハエヒメバチとヨリメハエヒメ
バチSymplecis bicingulata (Gravenhorst, 1829) に
ついては国内の分布や寄生様式、寄生率などを明
らかとし、シイタケ圃場における有力な天敵とな
る可能性も示唆された。
　本研究に関連する研究業績のうち、主なもの
は以下の通りである。
Watanabe, K., 2018. Discovery of the genus 

Terminator  Humala, 2007 (Hymenoptera, 
Ichneumonidae, Orthocentrinae) from Japan. 
Japanese Journal of Systematic Entomology, 
24: 254-256.

Watanabe, K., 2019. New distribution records of 
the subgenus Fugatrix  Rossem, 1987 of the 
genus Plectiscidea Viereck, 1914 (Hymenoptera, 
Ichneumonidae, Orthocentrinae) from Japan. 
Japanese Journal of Systematic Entomology, 25: 
49-52.

Watanabe, K., 2019 Review of the genera Aniseres 
Förster, 1871 and Catastenus Förster, 1868 
(Hymenoptera, Ichneumonidae, Orthocentrinae) 
from Japan. Japanese Journal of Systematic 
Entomology, 25: 81-85.

向井裕美・北島 博・渡辺恭平 , 2019. 菌床シイタ

ケ栽培施設におけるナガマドキノコバエ類天
敵寄生蜂の分布．関東森林研究 , 70-1: 125-126.

Watanabe, K., 2020. Review of the genus 
Gnathochorisis  Förster, 1869 (Hymenoptera, 
Ichneumonidae, Orthocentrinae) from Japan, 
with description a new species. Japanese 
Journal of Systematic Entomology, 26: 48-52.

Watanabe, K., H. Mukai, H. Kitajima & M. 
Sueyoshi, 2020. The ichneumonid parasitoids 
of the fungus gnats genus Neoempheria 
Osten Sacken (Diptera: Mycetophilidae) 
infesting edible fungi in the sawdust-based 
cultivation houses. Japanese Journal of 
Systematic Entomology, 26: 53-61.

向井裕美・北島 博・渡辺恭平・末吉昌宏 , 2019
年 9 月 6 日 . 菌床きのこ害虫ナガマドキノコ
バエ類の天敵寄生蜂の国内分布と寄主範囲 . 
日本きのこ学会第 23 回大会 , 武庫川女子大
学（兵庫県）［優秀ポスター賞受賞］

Watanabe, K., 22-27 July 2018. The diversity 
of subfamily Orthocentrinae (Hymenoptera, 
Ichneumonidae) in Japan. 9th congress of 
International Society of Hymenopterists. 
Matsuyama, Japan.
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5. 施設概要

5.1. 土地・建物

［土地概要］

［建物概要］

［各階別面積］

［用途別面積］（本館）

［建物仕上げ］外部（本館）

［建物仕上げ］内部（本館・主な箇所のみ）

［設計・施工］（本館）

［設計・施工］（連絡橋 EV 棟）



— 116 —

5.2. 設備

5.2.1. 一般設備

［電気設備］

［空調設備］

［衛生設備］

［ガス設備］

［昇降機設備］

［防災設備］

［その他の設備］



— 117 —

5.2.2. 研究設備

［大型標本製作室］

［標本製作室］

［化学分析室］

［冷凍乾燥室］

［試料分析室］

［写真室］

［化石ラボ］

［実習実験室］

［収蔵庫］

［学芸部］

［その他］
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5.3. 面積表

［エントランススペース］

［展示スペース］

［学習スペース］

［研究スペース］

［収蔵スペース］

［管理スペース］

［地下駐車場］

［棟別床面積］

カッコ内の数字は内数



5.4. 平面図
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